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第一章　隣人はイケメン宇宙人









　自動ドアを潜ると、そこは本の国。

　古びたアーケード商店街の一角にある、小さな書店『あけぼの堂』。

　夏なつ目め一ひと葉はは、一旦立ち止まって大好きな本の香りを胸いっぱいに吸い込んだ。そして、漫画本の新刊コーナーへと急ぐ。待ちに待った新刊が入荷しているはずなのだ。一歩一歩、足を進めるたびにワクワクと胸が高鳴っていく。

　……あ、あれ？

　しかし、長い前髪が覆い被さる黒縁眼鏡の奥から目を凝らして、新刊コーナーを隅から隅まで見回してみても、目当ての本は見つからない。

　発売日、今日じゃなかったのかな？　ううん、ネットには確かに今日だって書いてあったはず……。

　今では本でも何でもネットで簡単に入手できるが、一葉は書店が大好きなので、こうして足を運ぶ。真新しい文芸書に文庫の平積み、カラフルな料理雑誌や手芸本、派手なＰＯＰの付いたビジネス書。一葉の心は高揚し、そして同時に寛ぎも感じる大切な場所なのだ。

　一葉はもう一度、発売日を確認するため、スマホを取り出そうとトートバッグの中に手を入れ弄まさぐる、が。

　あれ？　ない!?

　バッグの中を覗き込む。

　え、忘れてきちゃった!?　ど、どうしよう……。

　愕然として顔を上げる。

　て……店員さんに、聞いて、みる……？

　そう考えた途端、一葉の心臓はバクバクと大きな音を立て始めた。ゴクリ、と生唾を呑み込む。手のひらがじわりと湿った。

　レジのほうを見遣ると、薄い髪を九対一に撫でつけた初老の男性が、眉間に皺を刻み、伝票を捲りながら、パソコンに向かって何かぶつぶつと呟いていた。

　話しかける隙が見当たらない。

　諦める……？

　一瞬、そんな考えが頭を過ったが、一葉はすぐにぶんぶんと首を横に大きく振った。この日が来るのを、カレンダーに二重丸を付けて、一日一日と楽しみにしていたのだ。

　他の店員さんは……？

　そわそわと店内を見回した。背丈より高い本棚の列を巡る。すると、雑誌コーナーで忙しそうに立ち働く女性店員を見つけた。

　使い込まれた茶色のエプロンのポケットからはボールペンやメモ帳が顔を出していて、黒いズボンの尻ポケットにはハタキが差してある。二十九歳である一葉より年上、三十代半ばほどに見えるその女性は、茶髪のショートカットの髪形からも、テキパキとした動きからも、快活そうな印象を受けた。これまでに何度もレジで会計をしてもらったことのある店員だが、もちろん会話を交わしたことはない。

　え、えっと……、すみません、『空飛ぶ虹太郎』十八巻はどこですか？　ううん、見当たらないのですが……がいいかな？　い、いや、『空飛ぶ虹太郎』の十八巻は今日発売だと思うのですが……、こっちの聞き方のほうがいいかな？

　一葉はひとりモゴモゴと心の内でシミュレーションを繰り返しながら、店員に近づいていく。キュッと胃が縮み上がり、緊張が頂点に達しそうになる。店員は棚の整理に夢中で、近づく一葉には気づかない。脚がガクガクと震えそうになる。

「あ、あの……すみま」

　一葉がか細い震えた声を発した瞬間だった。

「昨日のあれ、見た？　あの芸人が出てるやつ」

「見た見た！　あれ、マジでヤバくね!?」

「あ、店員さん、すんませーん！　今週のマンデーどこっすか？」

　自動ドアが開いて、男子高校生の集団が店内にドカドカと入ってきた。

「はーい、いらっしゃいませ！　こっちに入荷してますよ！」

　くるりと振り返った店員はその集団に向かって明るい声で返事をすると、一葉の横を通り過ぎていった。





＊






　夕方四時を過ぎ、買い物客で込み合い出した商店街を逃げるように足早に抜け、人ひと気けのない裏路地に入ってホッと息を吐いた。梅雨が明け、本格的な夏が始まったばかりの空には、蝉の声が響いている。

　何年前から着ているのかわからない、くたびれたＴシャツとジーンズが汗で身体に纏わりついた。一葉は元々ファッションには興味はないし、掛けるお金もない。ひとつに縛った黒髪は肩甲骨の下まで伸びっぱなしになっている。

「はあ……空飛ぶ虹太郎……」

　重たい溜息とともに、腕に提げたエコバッグの重みまで増した気がした。バッグの中には商店街で買い込んできた当座の食料が入っている。

　結局、一葉は書店員に在庫を訊ねることはできず、楽しみにしていた新刊本は手に入らなかった。

　もしかしたら何らかの理由で入荷が遅れているのかもしれない。いや、売り場に出ていた分が売り切れてしまっただけなのかもしれない。理由はわからない。

　一言、聞いてみれば済む話だ。

　一葉はキュッと唇を噛んだ。

　……できるなら、知らない人間とは関わりたくない。人と話すのが、怖い。

　けれど食べるものだけはどうしても必要なので、一週間から十日に一度くらいは渋々と外に出て、一番近くにある商店街で買い物をすることにしているのだった。

　項垂れ、トボトボと歩いていると、十分と掛からず一葉の住む『昭和荘』が見えてくる。『昭和荘』は城下町の名残を残す、この静かな地方都市・夜や流な川がわに、時が止まったかのようにひっそりと佇む、古くて大きな木造家屋だ。

「空飛ぶ虹太郎……はぁ」

　一葉がもう一度、溜息を漏らしたときだった。甲高い鳴き声とともに小さな白い塊が転がるようにして近づいてくる。

「あ、リブちゃん！　ただいまです」

　途端に一葉の頬が緩んだ。トイプードルのリブだった。

　黄色いリボンを首輪代わりにしたリブに先導されるように、一葉は門扉を抜ける。リブは昭和荘の大家、佐さ久く間ま光こう蔵ぞうの飼い犬だった。帰ってきた一葉の周りを嬉しそうに、ちぎれんばかりに尻尾を振りながら、くるくると飛び跳ねている。今年十三歳になる高齢犬だが、まだまだとっても元気そうだ。

　リブの出迎えにはいつも心が和む。しかし、玄関前を箒で掃く佐久間の姿が見えると、一葉は焦ってその元に駆け寄った。

「さ、佐久間さん！　腰は平気なんですか!?」

「お、一葉ちゃん、おかえり」

　一葉の動揺とは裏腹に、佐久間は柔和な笑みを浮かべ、箒を奪おうとする一葉の手を鷹揚に制した。

「腰ならもう大丈夫。一葉ちゃんのお陰だよ、ありがとう」

　七十八になる佐久間は、先日、宅配便の荷物を抱えた拍子に腰を痛めてしまったのだ。

「でも……」

　一葉は心配げにその姿を見つめる。佐久間はもう随分と前に妻を亡くし、独り身らしいのだが、いつ会っても、白髪にはきっちりと櫛が通され、糊の効いた真っ白いシャツにループタイ、ボトムは折り目正しいスラックスというような洒脱な格好をしている。以前はどんな仕事をしていたのかは知らないが、どこかの大企業を退職した重役、もしくは大学教授といった、上品な雰囲気を醸し出していた。

　佐久間が箒を立て掛け、両腕を伸ばすと、リブがその中に飛び込んでいく。

「一葉ちゃんが掃除を代わってくれていたお陰で、もう湿布も要らないくらいに回復したよ。でもそのせいで、一葉ちゃんの創作の時間を奪ってしまってすまなかったね」

「いえ、治ったのならよかったです！」

　リブを抱えて背筋を伸ばしてみせる佐久間の姿に一葉はやっと安堵する。

「そういえば、この前送った作品の結果、発表はいつだったかな？」

「え、えっと……、九月に発売される雑誌に載るはずです」

「九月かぁ。そうかそうか、一葉ちゃんなら大丈夫。今度こそ、デビュー確定だよ、楽しみだね」

　頷きながら屈託ない笑みを向けられ、一葉は曖昧に頷いた。

「じゃ、じゃあ、私は部屋に戻りますけど、くれぐれも無理はしないでくださいね！」

「ありがとう、一葉ちゃん」

「キャンッ」

　ヘッヘッと嬉しそうに息を吐くリブとともに、佐久間が手を振る。一葉は会釈を返しながら、玄関扉を開けた。

　広い玄関は薄暗く、入ると、ひんやりとしていた。目の前には二階へと上がる階段が伸びている。一葉は下駄箱にスニーカーを入れ、スリッパに履き替えた。

『昭和荘』はその名の通り昭和時代に建てられたもので、佐久間の生家だった大きな屋敷を、間借りできるよう改築した下宿屋だった。

　その昔は、近くにある大学に通う学生たちで賑わっていたらしいが、令和を迎えた現在、風呂もトイレも共用であるこの下宿を選ぶ大学生など居らず、一階に二部屋、二階に三部屋、計五つある部屋も一葉を含めて今は三部屋しか埋まっていない。

　佐久間自身は昭和荘に住み込んでいるわけではなく、同じ敷地内にある別の一軒家にリブとふたりで暮らしている。息子夫婦と孫は、遠地に住んでいるらしかった。

　玄関から、左手に続く廊下を歩く。入居した当初は怖くてたまらなかった、歩くたびにミシミシと音を立てるこの床も、じっと見つめていると人の顔に見えてくる天井の染みも、今では愛着が湧いていた。

　反対の右手の廊下の突き当りにはトイレや風呂、洗濯機があり、昔は居間だった部屋を改装した、住人のための憩いのスペースもある。談話室と呼ばれるその部屋は、座卓や今はもう映らないブラウン管テレビなどが置かれているが、利用する人はいない。

　一葉はふたつ並んだ部屋の奥側、一〇一号室の鍵を開けた。

　入り口横には簡易キッチン。六畳間の最奥には腰高窓があり、右手には布団の入った押入れ、左側の壁際には本棚を置いていて、ぎっしりと漫画本と小説が並んでいる。窓の前にある小さなテーブル上には、書きかけの漫画原稿や、使い込まれたペン軸とたくさんのペン先、スクリーントーンの切れ端などが散らばっていた。

　一葉がこの昭和荘を選んだのは、もちろん家賃が格安だからだ。それに大家である佐久間の穏和な人柄も大きい。思い返しても、一葉がこの一か月間にまともに会話した相手は佐久間とリブくらいのものだ。

　だが、それだけではなかった。

　一葉は荷物を畳に下ろし、本棚上に置いている、写真立てを手に取った。中には写真ではなく、一枚の五千円札が飾られていた。読み方は違うが、一葉と同じ名前の、才能のある女性の肖像を見ながら、呟いた。

「藤田先生……」

　どんなに生活が困窮しても絶対に使うことのない五千円札。それは今年の春、投稿した藤田漫画賞で努力賞を獲ったときの賞金だった。

　漫画家を目指す一葉は、これまで様々な賞に投稿しているが、入選や佳作止まり。デビューには結びついていなかった。その中でも、この藤田賞だけは一葉にとって特別だった。一葉が漫画家を目指すきっかけになった、敬愛する漫画家、故・藤ふじ田た藤ふじ衛え門もん先生の名を冠した賞だからだ。

　一葉がこの昭和荘を選んだもうひとつの理由。それは、藤田先生がまだデビュー前の若い頃に住んでいた『時とき田た荘』に似ていたからでもあった。

　一葉は写真立てをそっと元に戻した。

「……あ、やっぱり！」

　目を落とすと、テーブル前の座布団の上に、置きっぱなしになっていたスマホを見つけた。手に取ると着信が残っており、表示された名前を見て無意識に顔を顰める。一葉は渋々と留守電の再生ボタンを押した。

『一葉、どうして電話に出ないの？　この前の賞もダメだったらしいわね？　海かい江え田だから聞いたわよ。一体いつになったら諦めるの!?　あなたに才能なんてないのよ！　いい加減気づいて、お父様の会……ブチッ』

　途中で再生を切った。キンキンとした金属音のような声が耳に残る。母親からだった。

「才能なんてない……」

　呟いて、一葉はスマホを握り締めた。溶岩のような、ドロドロとした強烈な熱が胸を焼いていく。

「そんなの……、そんなの、わかってる。私が、一番……」

　苦渋の声で吐き出した。大学を出てこの部屋に住み始めて、もう七年目。七年の間投稿し続けていて、いまだデビューできていない。

『今度こそ、デビュー確定だよ、楽しみだね』

　佐久間は一葉を応援してくれている唯一の人物だった。だが『今度こそ』と言い続けてくれる佐久間の気遣いと期待をも裏切り続けている自分に、悔しさとやるせなさが込み上げてくる。こちらを見下ろす五千円札の肖像がぼやけて見えた。

　畳の上には存在を主張する段ボールの山がある。その中に入っている、シール貼りや封筒折りの内職で食い繋いでいるのが現状だった。

　一葉は食料を小さな冷蔵庫にしまうと、本棚から一冊の漫画本を取り出し、座布団に座った。

　一葉が小学生の頃、初めて読んだ藤田藤衛門先生の作品である『旅の最果て　黄金の鳥編』だ。

　ある宝を探して世界中を旅する主人公は、どんな困難な状況に陥っても、決して諦めない。一葉は主人公とともに胸を高鳴らせながら、仲間たちと力を合わせて、行く手を阻む敵に勇気を持って挑み、目指す宝を追い求める。もう何度読んだかわからない。

　主人公が探し求めていた宝とは、結局、何だったのか。

　それを手にしたときの主人公の決断が意味するものは。

　随所に垣間見える人々の欲望や葛藤。人間の持つ心の闇。

　子供向けに描かれた漫画だが、大人になった今読むと、新たに見えてくるものがある。藤田作品の素晴らしさだ。

　友達の居なかった一葉に、友情の美しさを教えてくれたのもこの漫画だった。

　私も、こんな漫画が描きたい……！

　決意を新たに本を閉じ、腕でぐいっと目元を拭ったときだった。隣室の扉の開閉音が聞こえた。同時に夕方五時を知らせるメロディが風に乗って聞こえてくる。

「今日も五時ピッタリ……」

　一葉は机上の時計に目を遣った。

　ひと月ほど前に隣の一〇二号室に引っ越してきた男性は、平日朝九時ピッタリに部屋を出て行き、五時ピッタリに帰ってくる。もはやその扉の開閉音は一葉の時報代わりとなっていた。

　一体何の仕事をしていれば、こんなにきっちりと毎日同じ時刻に出勤、退勤できるのだろうか？

　だが、不思議なのはそれだけではなかった。

　一葉は自由帳を捲り、鉛筆を手に取った。

「えっと、顔の輪郭は、シュッと精悍で……、眉は凛々しくて、切れ長の目元から、高くて通った鼻筋が印象的なんだよね……。黒髪は短くて、こう、ゆるい七三って感じで、すっごく清潔そうで……」

　ぽつりぽつりと呟きながら、一葉は鉛筆を紙面に滑らせた。いつでも絵を描き始めると夢中になってしまう。

「ふう、山田さん、やっぱり神々しいです……！」

　描きあがった男性の顔を、一葉は感嘆の溜息まじりに眺めた。我ながらよく描けていた。

　隣の部屋に住む男性。山やま田だ太た郎ろう。三十一歳。

　きちんと相対したのは、山田の引っ越し当日、佐久間に紹介されたときだけだが、その美貌は一度見たら忘れられないくらいの、衝撃的なものだった。

　しかも一八〇センチは超えるであろう長身に纏う、スーツや鞄、革靴は、かなり高級そうな誂えに見えた。大手企業に勤め、都会のマンションにでも住んでいそうなスタイリッシュな風貌。それに加え、お金もありそうなのに。

「……なのに、どうしてこの昭和荘なのかな？」

　山田太郎という名も、オーソドックス過ぎて偽名にすら感じる。

　しかし、隣同士といっても、人見知りの一葉と特段愛想のいいわけでもない山田とは、玄関などですれ違いざまに会釈をする程度の間柄で、世間話ひとつしたことはない。山田の素性に疑問は尽きないが、それを詮索するほどの興味も一葉にはなかった。

「いつか漫画の登場人物の参考にさせてもらおう！」

　ワクワクとしながらスーツまで描き込んでしまうと、黒縁眼鏡のブリッジをずり上げ、できあがった山田のイラストを満足げに眺める。

　どんなイケメンが身近に居ようと、恋愛の対象どころか、漫画のことだけで頭がいっぱい。それが一葉だった。中学から大学まで、エスカレーター式の女子校に通い、恋をしたこともない。もちろん処女である。

　一葉の描く漫画は恋物語ではなく、魔法使いや奇妙な生物が出てくる、少し不思議な世界を舞台としたファンタジーものが主だった。

『設定やストーリーはまとまっているが、登場人物が深く掘り下げられていない。もっと多くの人と関わり、人間というものを知る努力をするように』

　藤田漫画賞でもらった講評だ。

　一葉は鉛筆を置いた。

　そんなの、無理に決まってる……。

『ひとはちゃんのうそつき！』

　夕暮れの教室の情景と女の子の声とが蘇ってきて、一葉はその記憶を振り払うかのように立ち上がった。

「ト、トイレ行こう」

　気分を切り替えて、次の作品のプロットをまとめなくては。

　九月に結果が発表されると佐久間に答えた賞は、藤田漫画賞ではないが、藤田先生も連載していたことのある『月刊ボンジュール』という青年誌の新人賞だった。藤田先生が連載していた雑誌に自分の作品が認められる。それは、一葉にとって無上の喜びだ。

　しかし、結果をただ悠長に待っていることなどしない。次の投稿作を描き、他の出版社の賞にも応募するのだ。

「えっと、今度のお話は……魔王が実は女の子だった、とか……」

　一葉はぶつぶつと独りごちながら部屋を出た。廊下を歩き、突き当りの左手にあるトイレに入った。トイレとシャワー室はそれぞれ男性用と女性用があり、一葉が入居する前にリフォームされていたので、比較的新しく清潔だ。

　トイレを済ませて再び廊下を歩いていると、談話室前の廊下の端に、銀色の万年筆が落ちているのに気づいた。

「ん？」

　だが、拾い上げてよく見てみると、万年筆ではなかった。ポケットなどに留めるクリップはあるが、取り外せるキャップはなく、ただの銀色の棒に過ぎない。廊下の蛍光灯の光を反射し、鈍く光る重量感のあるそれは、高級なもののように見えた。

「なんだろう、これ……」

　何なのかはわからないが、一葉以外の、他ふたりの住人どちらかのものであることは確かだ。

　そのときちょうど、ドカドカと階段を下りてくる足音が聞こえてきた。現れたのは、二〇一号室の住人、斗と崎ざきだった。派手な黄色のＴシャツにジーンズ、ただでさえ大柄なのに、ツーブロックにした真っ赤な髪はツンツンと立てられていて、昭和荘の低い天井に届きそうだ。

　一年ほど前に引っ越してきた斗崎は、以前佐久間に聞いた話から察すると、今の年齢は二十一くらいか。近くのコンビニで夜間のアルバイトをしているらしい。生活習慣の違いからか、普段はほとんどすれ違うこともない。

「あ、あの、すみません、これ……！」

　一葉は慌てて、玄関でハイカットのスニーカーに履き替えている斗崎に銀色の棒を差し出した。

「あ？」

　瞬間、その鋭い眼差しに射抜かれる。苛立った声は、冷たい印象のする綺麗な顔立ちと相まって、一葉の胸を突き刺す。

「こ、これ、お、落ちてまして、あ、あ、あそこに」

「俺んじゃねぇ」

　一葉の言葉を遮るように斗崎が一言で言い捨てる。

「あ、すすすす、すみませんっ！」

　一葉はあたふたと頭を下げた。すると、斗崎は爪先を蹴り、スニーカーを履いてしまうと、

「あ、いや、……くっそ」

　独り言のように言って頭を掻き、さっさと玄関を出て行ってしまった。

「……ふう」

　こ、怖かった……。

　ひとりきりになった玄関で一葉は肩を落とす。まだ動悸は収まらない。

　斗崎のものでないのなら、山田のものなのだろう。しかし先ほどの斗崎とのやり取りだけで、一葉は気力を使い果たしてしまった。

　ここに戻しておけば、いつか気づくかな……。

　落ちていた廊下の隅を見つめる。

　でも、高そうなものだし、もし、失くして困ってたら……。

　そう考えると、やはり届けずにはいられない。一葉は重い足取りながらも山田の部屋に向かった。
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　扉をノックする。けれど、返事はない。

　さっき、帰ってきてたよね……？　どこか出かけたのかな？

　辺りを見回してみるが、その姿は見えない。

　もう一度ノックして、ドアノブに手を掛けてみた。

　あ、開いてる……。

　ノブは回り、元々強固なセキュリティなど施されていない扉は簡単に開いた。

「あ、あの、山田さん、すみません、これ……」

　中を覗き込みながら掛けた一葉の声は萎んでいき、驚きの声音に変わった。

「え、あれ!?　どうして？」

　山田は居なかった。しかし、驚きの原因はそこではなかった。一葉の部屋とは配置が逆だが、同じ六畳間。最奥には腰高窓があり、左手に押入れ、右手には壁がある。だが、家具や日用品の類が一切ないのだ。生活臭がまったくなく、まるで空室だ。

「ここに、住んでるんじゃないの……？」

　一葉は一歩中へと入り込み、しげしげと室内を見渡す。

「おまえ、ここで何をしている」

　突然、背後で男性の声がした。同時に扉が閉められ、一葉はビクリと縮み上がる。自分が何をしにこの部屋に来たのか、一瞬で頭から吹き飛んでしまった。

「あ、あの、あの、す、すすすみません！　わ、私、隣の部屋に住む、夏目一葉と申し……」

　謝りながら振り返ると、ダークグレーのスーツを着た山田と至近距離で対峙する形となる。一六〇センチに満たない一葉の目と鼻の先には、センスのいいブルーのネクタイが絞められた逞しい胸元。

「知っている」

　その声に思わず顔を上げた。秀麗な瞳と視線がぶつかる。

「！」

　そのあまりの神々しさに後退ると、上がり框で躓き、一葉は畳の上に倒れ込んでしまった。

「いった……っ」

「おい、大丈夫か。ん、それ、どうしておまえが」

　転がった一葉を見下ろした山田の目が、右手に握られた銀色の棒に吸い寄せられたのがわかった。それで一葉はやっと本来の目的を思い出す。

「あ、これ、落ちてて、廊下に！　それで、えっと、すみません！」

　親切のつもりで届けに来ただけなのに、自分でもどうして謝っているのかわからない。

「そうか、捜していたんだ。礼を言う。だが早く渡せ」

　助け起こそうと腕を伸ばしてくれた山田の顔に、なぜかにわかに焦りが浮かんだ。

「は、はい！　もちろん！」

　一葉も即座に起き上がろうとし、腕を伸ばす。しかしその拍子に銀色の棒を握り締め、突端を親指で押さえてしまった。

『ポチッ』

　その瞬間だった。

「え、ええええええ──────っ！」

　六畳間が、広大な宇宙空間に変わった。

　三六〇度、遥か彼方にまで広がる濃紺の空間に、数えきれないほどの星々が煌めいている。その中に、一葉と山田だけが浮いていた。

「何、これ……っ」

　プラネタリウム!?

　咄嗟に、部屋の壁に光を投射し、自室をプラネタリウムにできる機械があったことを思い出す。しかし、それにしてはリアルすぎた。一葉が驚きに目を瞬しばたたかせている間にも、星がひとつ、またひとつと飛ぶように周囲を流れていくのだ。

　ふと、足元を見ると遥か下方には青い惑星。

「ち、地球!?」

　声が裏返った。

　さっきまで昭和荘の一〇二号室に居たはずなのに。

　ここって……？　でも、呼吸はできてるし……。ど、どうなってるの!?

　慌てふためく一葉をよそに、山田はこめかみを押さえ、諦めたように嘆息した。そして歩み寄ってくると、一葉の手から銀色の棒を奪い取る。その棒の先で空間に四角を描いた。すると半透明のパネルのようなものが瞬時に浮かび上がる。その下方部から上方に向かって緑色の文字のような羅列が次々に流れてきた。一葉がこれまでに見たことのない形だった。くさび形文字やヒエログリフなどの古代文字とも違う。

『どうした、定時連絡の時刻ではないが』

　そのパネルから声が聞こえた。一葉はビクリと身体を震わせる。

「ただの誤作動だ。順調に事ことは運んでいる」

　山田がパネルに向かって沈着な声で答えた。

『そうか。ではまた定時に』

　返事が聞こえ、シュンッと音を立ててパネルが消えた。

「これは、ペン型空間移動通信装置だ」

　山田は銀色の棒をスーツの胸ポケットにしまうと、改まった様子で一葉に向き直った。

「平たく言うと、今俺たちは、透明な卵型のカプセルに入った状態で宇宙空間に浮かんでいる。おまえが、ポータルとなっている、昭和荘の一〇二号室でこの装置を起動したからだ」

「ペン型……？　空間移動……？　や、山田さんって一体……」

　ずれた眼鏡を整えながら、やっと立ち上がった一葉も、怯えたように山田を見つめ返す。山田はひとつ息を吐くと、おもむろに口を開いた。

「俺はプレアレンギス星から、ある調査のために、この地球にやってきた」

　普通なら、冗談として笑い飛ばすべきところだろう。だが、一葉は実際こうして宇宙空間におり、地球のものとは思えない高度なテクノロジーを見せつけられているところだ。

　──まったく笑えない。

「じゃ、じゃあ、山田さんはその、プレア……なんとか星人ってことですか」

「プレアレンギス星人だ」

　至極真面目に返される。

「そ、そのプレアレンギス星人の山田さんが、い、一体、地球で、何の調査をしているんですか？」

「調査の目的を地球人に告げることは規約で禁じられている」

　山田が一歩、一葉に近づいた。

「俺の仕事は、その目的に地球が合致するか否かの判定を下すため、判断材料を集めて星に送ることだ。しかしプレアレンギス星は遠い。交信を行うには、地球の電磁波などの影響を受けない、こうした宇宙空間にまで出る必要がある」

　一葉は突飛な話に、混乱しながらも必死に理解しようと努める。

「で、でも地球なら他にもいろんな国がありますし、しかも日本なら、東京とか大阪とか……もっと都会がありますし！　どうして、こんな田舎の夜流川で調査をしてるんです？」

　そうだ、地球を調査するにしても、なぜ日本の地方都市を、しかも昭和荘なんかに住んで調査しているのだろう。

「俺たちにとって、地球上の場所にさほどの違いはない。どこを調査しようと地球は地球だ」

　ロサンゼルスに行っても、ニューヨークに行っても、アメリカに行ったという事実には変わりはない、というような意味合いだろうか？　それに、広大な宇宙から見れば、地球上の何万キロという単位は取るに足りないものなのかもしれない。

「じゃあ、もし、もしも、その調査とやらで不合格になった場合、地球はどうなるんですか……？」

　おずおずと訊ねる。

「それも規約で教えられない」

　山田がきっぱりと答えた。

「おまえは、女性だな？」

「え？」

　気づいたときには、山田が目の前に居て、顎を掴まれていた。

「プレアレンギス星人は元々、高エネルギー体なので物質としての身体は持っていない。よって、俺のこの地球人仕様の姿は、その高エネルギーを地球人、とりわけ日本人という民族に投影し、物質化させたものだ」

　意味がわからない。

　けれど、一葉は眼前に迫った山田の整った顔から目が逸らせない。そのあまりの美しさが地球のものではない、ということだけは納得できると思った。

「俺の投影された身体は『男性』というものだった」

　山田が自身の身体を珍しそうに眺める。

「なので、『女性』というものを調査してみたいと思っていたところだったんだ」

　山田の視線が興味ありげに一葉の身体を這った。

「偶発的にだが、俺の素性を知ってしまったおまえに、地球人の女性代表として、調査を依頼したい」

「ち、地球人代表……？　調査？」

「そうだ。受け入れてくれるか？」

　問いながら、山田は抗いがたい魅力を放つ黒い双眸で一葉をじっと覗き込む。

「……っ」

　一瞬、ぼうっとしてしまいそうになる自分を叱咤し、一葉は頭をフル回転させ、山田の話を整理しようと試みた。

　──宇宙人が、何らかの目的で地球を調査し、合否の判定を下そうとしている。

　そ、それって……。

　一葉の瞳が不安に揺らぐ。

　この地球が宇宙にとって必要な星かどうか、審査されているのではないだろうか。

　こういった話は多くの映画や小説の題材として扱われてきたと思う。

　そうだ、藤田先生の漫画にもあった……。でも、これは現実……。

　合否の判定を下すための判断材料を集めているという山田。

　地球は今も各地で人間同士の争いが絶えず、自然環境も破壊されている。一葉はニュース映像やこれまでに読んだ本の内容を思い返していた。

　もし、宇宙人に不合格だと判定されたならば、地球は一体どうなるのだろうか？

『それも規約で教えられない』

　一葉はゴクリと生唾を呑み込んだ。

　も、もしかして……、う、宇宙人に滅ぼされる!?

　こんなにも圧倒的な科学力を持っているのだ、地球を滅ぼすことなど容易いに違いない。

　導き出した答えに、一葉の背筋をゾッとしたものが駆け抜けた。

　ここで山田の依頼を断ったら、地球人の心証を悪くしてしまうだろう。それに、正体を知った一葉をそもそも生かしておいてくれるのだろうか？

「……わ、わかりました」

　一葉にノーという答えは用意されていないように思えた。

「私で、よければ！　代表でもなんでも！」

　一葉は震えながらも、決意を込めてブンブンと何度も頷いた。

「そうか。それは助かる」

　山田が顎から手を離し、一歩下がった。

「で、でも、調査って、私は何をすればいいのですか？」

「おまえは何もする必要はない」

　言いながら、山田は襟元に手をやり、ネクタイをシュルリと抜いた。

「俺に『女性』というものを教えてくれればいい」

「え……」

　一体何を始めるつもりなのか、一葉が山田の言動に動揺している間にも、山田はジャケットを脱ぎ捨て、ワイシャツのボタンを外していく。あっという間に、しなやかな筋肉に覆われた上半身が現れた。男性の裸体を、生で、こんなに間近で見るなんて初めてだ。

「ちょ、や、山田さんっ、なんで脱ぐんですか！」

　一葉は頬を赤らめ、後退る。しかし、狭いカプセルの中だ。逃げ場はない。

「おまえも脱げ」

「え、ええええええ────！　む、無理ですっ」

　一葉は自身を抱き締めるようにして、必死の抵抗を見せる。

　ちょ、調査って、私、一体何をされるの!?

「無理？　では俺が手伝ってやる」

「い、いえ、け、けけけ結構で……、ええっ、な、なんですか、それ!?」

　山田が伸ばしてきたのは、腕ではなかった。その背後から、てらてらと光る粘液を纏った、薄ピンク色の細長いものが伸びてくる。

「触手だ」

　山田が事もなげに答えた。

「俺たちプレアレンギス星人の高度な意識は地球人の身体だけでは表現しきれない。よって、それを補完するためのものだ。これで、おまえの身体を調査させてもらう」

　山田が説明する間にも、伸びてくる触手は二本、三本、四本と増えていき、一葉の両手首に、両足首に、ニュルニュルと絡みついてくる。

「え、え、えっ!?」

　触手は手首ほどの太さだが先端は徐々に細くなっており、指先くらいだ。柔らかなようでいて、その力は強く、一葉の抵抗も虚しく、両手両脚を大の字に広げられてしまった。身動きができなくなった一葉のジーンズの脚それぞれに、五本目と六本目の触手が這い上がってくる。

「きゃ……っ！」

　触手はその先端がセンサーにでもなっているのか、一葉の身体を探るように、匂いでも嗅ぐように、凹凸をひとつひとつ確かめるように、じわじわと巻き付きながらのぼってくる。

「な、何するんですか!?」

「何って、調査に決まっている。おまえの脚は男性のものに比べて随分と細いな」

　触手からすべての感覚が伝わるのだろうか、山田は両腕を胸の前で組んでじっと一葉の様子に見入っていた。

　一葉は華奢な身体付きをしている。貧乏生活を送っているため、太ろうにも太れないのだ。

「ん？　この膨らみはなんだ？」

　けれど、その細い肢体に反して、胸だけは豊かだった。

「きゃっ、あ……っ」

　さらにのぼってきた触手がＴシャツの上から一葉の胸を弄まさぐった。

「男性にはないものだな。興味深い」

「んんっ」

　二本の触手がそれぞれの乳房に巻き付く。

　これまで誰にも触れられたことのない両房が、キュッと絞り上げられた形となり、前に突き出る。その淫靡な形に羞恥心が一気に湧き起こった。

「や、山田さんっ！」

「変わった形だ」

　山田は調査に夢中で、一葉の抗議の声など耳には届いていないようだ。

「このふたつの膨らみはとても柔らかいが、何かごわごわとしているな」

「……ひゃ」

　鳥肌が立った。乳房を解放した触手が、今度はＴシャツの裾から中に潜り込んできたのだ。粘液のひやりとした冷たさと、これまでに感じたことのない肉感的な柔らかさを直じかに感じ、ヒクリと身体を震わせる。触手は一葉のウエストにぬめぬめと巻き付き、さらに上を目指した。

「腰も随分と細い。ああ、ここにまだ何か着ていたのか」

　別の触手がＴシャツを捲り上げてしまった。露わになった胸元を山田の視線が探る。

「なぜこの膨らみの部分だけを別の布で覆う？」

「こ、これはブラジャーと言って、む、胸を守るもので……」

　何の色気もないベージュのブラは、これまた使い込んでいるもので、まさか他人の、しかも宇宙人の目に触れる日が来るなんて思ってもみなかった。でも今はそんな後悔をしている場合ではない。

「ふーむ、なるほど。女性にはこの膨らみがあるから、それ専用の衣服が必要というわけだな。ああ、ここで付け外しをするのか」

　納得したように頷くと、一本の触手がスルスルと背中へと回り、ホックを外す。

「え、そんな……」

　ふわり、と乳房が締め付けから解放された。即座にブラ下の隙間から触手が入り込んでくる。

「あ……っ」

「おお、直に触れるとさらに柔らかいな」

　山田は触手を使って弾力を確かめるように下乳に触れたあと、ブラを胸上に押し上げた。張りのある円錐形の膨らみが山田の黒い双眸に晒される。手も足も触手に拘束されていて、隠すことすらできない。

「や……っ、み、見ないでください……っ!!」

「何を言っている。見ないと調査できないだろうが」

　山田が呆れたように言う。

「……っ、でもっ」

　男性の裸体を見るのも初めてなら、もちろん、自分の裸を男性に見られるのも初めてだ。しかも突然、何の心の準備もないままに、こんな状況で自身の胸を見られるなんて、一葉は想像だにしていなかった。

　な、なんなの、この調査！　恥ずかしすぎる……っ!!

「ああ、他の星間移動者のことか。それなら大丈夫だ。このカプセルの中は外からは見えない。地球の技術で言う、マジックミラーに近い。それに、有害な宇宙放射線も防いでくれている」

「そんなことじゃなくてっ、ん……っ！」

　言い募ろうとした言葉を思わず呑み込む。またしても触手がそれぞれの乳房の周囲に巻き付き、絞り上げたからだ。両乳房が山田の眼前に突出する。ぬらりと光るピンク色の触手が真っ白な柔肌に巻き付いた光景に、恥ずかしさを超えて卒倒しそうになった。

「この部分は、男性にもあるな」

　そう言った山田の視線が引きつけられている場所。そこは、肌の色とそう変わりない薄く色付いただけの乳輪とその中心にある小さな粒だった。

　やめて、もう、見ないでっ！

　心の中で懇願するが、

「あんっ！」

　さらに増えた触手が、確かめるように右の先端を突つついた。一葉は途端に、ビクリと身体を戦慄かせ、自分でも驚くほどの甘い喘ぎを漏らしてしまう。

「どうした、そんな声を出して」

「だ、だって……っ」

　一葉自身も、こんな声が自分から出るなんて驚きだった。

「ここか？」

「ああんっ」

　今度は左の突端を突かれた。

「どうした、痛いのか？」

「ち、違います……っ」

「では、なぜそんな声を発する？」

　その問いに、一葉が顔を真っ赤にして押し黙ると、山田は形のよい眉を僅かに寄せた。

「おまえは調査に協力すると言っただろう。きちんと答えてもらわないと困る」

　ふうと、溜息を吐いた山田の不機嫌そうな顔に、一葉は改めて自身の使命を思い出した。

　わ、私がちゃんと調査に協力しないと、山田さんにいい印象を与えないと、地球は……！

「あああ、んっ！」

　今度は両方の先端を同時に突かれた。一葉の乳頭は刺激に対し、硬く珠を結んでしまう。

「どうした？　頬の紅潮、僅かな発汗、それに、瞳が潤んでいるぞ？　この突端に触れられると、なぜそんな反応を示す？」

　腰に手を当て事実を羅列すると、山田は端正な顔を近づけてきて、一葉の眼鏡の奥を覗き込んだ。

「……っ」

　ここで地球人に対する山田の印象を自分のせいで悪くするわけにはいかない。一葉は触手に縛られた手首の先の拳に力を込め、叫ぶように言った。

「き、気持ちいいんですっ、そこ！」

「……なるほどな」

　一葉の決死の告白に、山田は深く頷いた。

「快感の反応だったのか。だが、男性の身体では、このような反応を示すことはなかったはずだ。これは女性特有のものなのか？」

　乳首がこんなふうに感じるものだったなんて、一葉自身も知らない。ましてや男性がどうなのかなんて、地球人の一葉にとっても未知の領域だ。

「わ、わかりませんっ」

「そうか。ではこれはどうだ？」

　そう言って、山田は硬くなってしまっている両乳首を、今度は触手で上下に何度も嬲った。

「あ、ああ、あああ、あ、あ」

「これも気持ちがいいんだな？」

「あ、ああ、は、はいっ、気持ち、いいで、んんっ」

　一葉が頷くと、触手はさらにスピードを上げて、ぷるぷるぷる、ぷるるるるるっと小さな珠を弾く。

「ああああああっ！」

　込み上げてくる高い声を抑えることができない。一葉は下半身にズンと重い熱が発生するのを感じた。

　なんなの、これっ。

　初めての感覚に戸惑いながらも、両乳首から与えられるあまりの快感に意識が飛んでしまいそうになる。頬が火照り、息が上がっていた。

「触れられたせいなのか、気持ちがよいせいなのか、先端がどんどん硬くなっているな。色も濃くなり、僅かに赤みも帯びている」

　山田は冷静に観察しながら、ぬるりとした触手の先端で、尖った乳首を膨らみの中に押し込んだ。

「ああ、あ！」

「この硬くなって突き出た先端を元の柔らかさに戻すにはどうしたらいいんだ？」

　そう思案するように言いながら、山田は硬くなった粒を触手でずんずんと乳房の中に突き戻した。

「いや、や……っ、あ、あ、ああっ」

「中に戻しても戻しても、さらに硬くなって突き出してくるな。うーむ」

　どうしても元に戻してみたいのか、突き出た頂を乳房の中に押し込め、すり潰すようにそこで円を描く。触手の動きに応じて豊かな胸がふるふるとたわむ。

「あんっ……！　だめ、気持ちいいですっ」

　一葉の乳房の先は粘液にまみれ、くちゅくちゅと淫猥な音がしていた。しかし山田の意図に反して、その刺激により一葉の乳首はさらにコリコリと硬さを増し、突出してしまう。

「や、山田さんっ！　さ、触ったら、もっと硬くなっちゃう……っ」

　喘ぎながら、必死に伝える。

「そうか、この突端は触れることで元の柔らかさに戻すことはできないのだな。これも興味深い。ではここが元に戻るまで、こちらを調査しよう」

　山田は納得したように顎を擦ると、乳首を解放した。しかし、次に触手が向かったのは、一葉のジーンズのジッパーだった。

「え、そんなとこもっ」

「これは……、ああ、ボタンを外してから、この金具を下ろすんだな。男性用のスラックスと同じか」

　山田は独り言を言いながら、有無を言わさず、触手で一葉のジーンズの前を寛げた。そしてすぐさま、ストンと引き落としたかと思うと、さらに足首から抜き取ってしまう。

「きゃ」

　今、一葉の下腹部を覆っているものは、ショーツ一枚だけだ。これまた色気も何もない、三枚九八〇円のワゴンセールで買った、小花柄のグレーのパンツ。

「これはどうしたことだ」

　山田が驚きの声を上げた。

「濡れているぞ」

「えっ」

　山田の視線の先を追う。そこは一葉の股間だった。確かに、自身でも違和感があった。

「失禁でもしたか？」

「違いますっ」

「では、この液体はなんだ？」

　触手が一葉の脚の間に伸びてきた。探るようにゆっくりとそこを前後に撫でる。

「んんっ」

　布が擦れると、くちゅりと粘着質な音が立った。

「確かめるか」

「え、いやっ……！」

　一葉の腰に触手が移動し、ショーツも容赦なく引き下ろされ、足首から抜かれてしまった。秘所を露わにされ、悲鳴に近い声が出てしまう。

　触手が持つショーツの股間部分は見ただけでわかるほどに濡れていた。山田は首を捻る。

「この液体の成分はあとで分析に回すか。……む？　おまえ、ここに何もないじゃないか！」

　山田が驚きの声を発し、茂みに覆われた一葉の脚の間を凝視する。実物を見たことがない一葉でもわかる。男性のそことは違うことくらい、保健体育で習っている。

「女性は、ないんですっ」

「そうか、面白い！　地球人の男性と女性とでは、ここにもこんな差があるのか」

　触手がにょきにょきと伸びてきた。

「しかし、何もない、ではないな。まっすぐな溝がある。もっとよく見せてみろ」

「や……、あっ！」

　山田が命じると、一葉の身体は触手によって高く持ち上げられた。山田の顔と一葉の股間が同じ高さとなる。両脚がさらに大きく割り開かれた。

「あ、や、そんな、見ちゃ……っ」

　そんな近くで見ないでくださいっ。

　そう言いたいのに、言葉が縺れて出てこない。それに、言っても無駄だと言うことは、一葉ももうわかり始めていた。

「ここから何か漏れ出ているようだが……」

　不思議そうな表情をして、山田は一葉の股間に顔を近づけた。下から秘裂を見上げられている。

　調査、調査、調査、調査！　これは地球を救うための調査……！　山田さんは地球人の女性について知りたいだけなんだから！

　一葉はギュッと目を瞑ると、呪文のように唱えて、自分に言い聞かせる。冷静になろうといくらがんばっても、あまりの恥辱に、あっという間に思考が掻き乱される。

「あ、ああんっ」

　垂れる蜜を掬うように触手が割れ目をなぞる。そのソフトな触り心地さえ、今の一葉には身震いするほどの快感を引き起こす。身体中、触手が這ったあとは粘液でベタベタだった。

「わかったぞ」

　その声に目を開くと、思案顔だった山田の顔がパッと輝いていた。

「膨らみの突端を弄ると、こちらが反応して液体を漏出するんだな！」

　言いながら、一葉の乳首を触手の先で転がす。

「あんっ！」

　山田の理論を証明するかのように、クプリと割れ目から蜜が漏れ出てしまった。

「面白い！　地球人の女性がこのようなつくりになっていたとは！」

　興味津々の山田は、触手二本を使って、ねっとりとした蜜を垂らす秘裂を左右に広げる。割られた肉壁の間には、つっと透明な糸が引いた。

　こ、こんなところまで調査されるなんて！

　一葉は涙目で山田の顔を見下ろす。しかし山田はさらに奥を覗き込み、観察に熱中した。

「溝の中には襞があるな。薄紅色をしていて艶つややかだ。一体どんな役割を果たすものなのか……。ん？　この小さな肉の塊は何だ？」

「ひやぁあ」

　甲高い声が出てしまった。先ほどから疼くような熱を持っていた秘玉に触れられた。ピリッと電流が走ったかのような強烈な快感が全身を突き抜ける。

「どうした？」

「さっきからそこ、ジンジンしてるんです……っ」

「なるほど、ここも快感の器官か」

　納得した途端、くりくりくりくりとそこを捏ね回された。

「あ、ああああ、や、そこ……、とっても、気持ちいい……っ、ああっ！」

　ビクビクッと全身が痙攣する。背筋が反り返る。

「ん？　襞の奥にはさらに空洞が続いているな」

　触手が探るように、蜜壺の入り口を突つついた。

「え、や、あ、うそ……」

　一葉はさっと青ざめた。しかし触手は先端をうねらせながら、何の遠慮もなく一葉の肉壁の狭間に分け入り始める。

　もちろん、ここに異物を受け入れるのは初めてだ。けれど一葉から漏れ出す蜜で充分に潤った隘路に、粘液を纏った指ほどの太さの触手が侵入してきても、まったく痛みはなかった。

「ああ、あああああ！」

　しかし未通の蜜道を初めて穿たれる感触に、一葉は身悶えた。

　経験のない一葉にも、これがセックスに近いものであることは理解できた。

　初めてが、宇宙人の触手だなんてっ！

　でも調査を止めることはできない。地球の存亡がかかっているのだ。

「中はとても熱いな。しかもかなり狭く、強い弾力がある。触手が押し戻されそうだ」

　触手は生温かく、柔らかだが芯があった。

「だが、もう一本くらい、入りそうだな」

「えっ!?」

　さらにもう一本の触手が入り口に近寄ってきた。そしてすぐさま、その先をねじ込むようにして、秘裂に押し入ってくる。

「や、んんんあっ！」

　二本の触手が股間に突き刺さった。それらが、一葉の蜜道の中でそれぞれに蠢く。その淫らな動きは、この場所に秘匿されていた一葉の悦楽を目覚めさせていく。

「ここが行き止まりだな」

「あ、あああ、や、あああんっ」

　最奥を確認するように、二本の触手が何度も出し入れされた。

「なるほど、この中も気持ちがいいのか」

　狭い隘路を擦られるたび、グチュグチュといやらしい音が立ち、入り口に白い泡が噴き零れる。

「では、他も同時に触れたら、どうなるのだろうな？」

　山田の目が怪しく光った。

「え……っ？　ああ、んはっ、んんっ！」

　膣なかを擦こする二本の触手。

　弾けんばかりに膨らんだ秘玉を弄いじる触手。

　両の乳房の頂を突く触手。

　一葉は複数の触手に同時に翻弄された。快楽の総攻撃に、意識が霞んでしまいそうになる。狭いカプセルの中は一葉から生み出される淫猥な音だけに占められていた。

「はあ、はあっ、そん、な……、いっぱい、ああ……っ」

　熱い息を吐く一葉の口端から、呑み込むのを忘れた唾液がだらしなく垂れていく。

「やはり、相乗効果が生まれるか。それにしても随分と蕩とろけた顔をしているな。そんなに気持ちがいいか」

「あ、山田、さ……んっ、私……」

　調査対象としてちゃんと役目を果たせているのだろうか？

　地球は合格できるのだろうか？

　そんな心配と使命感すら消し飛び、一葉はもう愉悦だけに支配されそうになる。

「……なぜだ。もっとおまえの、そんな顔が見ていたい」

　山田が目を細め、腕を伸ばした。そしてずれていた一葉の眼鏡を外してしまう。途端に視界がぼやける。生理的な涙が目尻に溢れた。

「はあ……っ、あんっ！」

　ずちゅり、と触手が最奥を突き上げた。そこから快感の波頭が押し寄せてくる。

「ああ、あ、もう！　なんか、だめですっ、山田さん、私……っ、私っ」

「どうした？」

　その快感は堪えきれない衝撃となって一葉を襲う。もう何も考えられない。強烈な快楽の虜となる。

　なに、この感覚……!?

「どうしたんだ？　おい」

　山田の声が焦りを帯びた。

「あ、山田さん、あああ、私、私、ああああっ、も、だめぇえええ！」

「おい、一体どうした!?　大丈夫か!?　夏目！　夏目一葉！」

　目の前が白く染まる。山田の声がどんどん遠くなっていく。陸に上げられた魚のように、一葉はビクビクと身体を跳ねさせた。絶え間ない刺激に耐え兼ね、絶頂を迎えた一葉は、そのまま意識を手放した。






第二章　宇宙人と大切な場所









　目蓋の裏に眩い光を感じた。

「ん……、朝？」

　いつの間に眠ってしまったのだろう。なぜだか身体がだるい。喉も渇いていた。

　冷蔵庫に麦茶がまだあったはず……。

　まどろみの中でそんなことを考えていると、昨夜見たおかしな夢を思い出した。

　お隣に住むイケメンリーマンの山田さんは実は宇宙人で、地球が滅ぼされるかもしれなくて、私は地球人女性代表のサンプルに採用されて……。

　朝の光の中で思い出せば思い出すほど、荒唐無稽で噴き出しそうになる。

　漫画のアイデアの考えすぎに違いない。

　そうだ、今日は天気がいいみたいだし、朝のうちに玄関前の草むしりをしてしまおう。

　腰の悪い佐久間が無理をする前に、自分がやっておこうと思ったのだ。

　無心に草むしりをしていたら、面白いアイデアも浮かぶかもしれない。

　一葉は腕を伸ばして、いつも枕元に置いている眼鏡を探した。が、指先に触れたのは予想に反して温かくて柔らかいもの。

「……っ、あれ？」

　慌てて目を開ける。ぼやけた視界の中、至近距離に人の顔、しかも男性の顔があった。

「や、山田さんっ!?」

　飛び起きようとしたが、身動きできない。それもそのはず、一葉は山田の腕の中に居たのだった。枕だと思っていたのは山田の腕だ。

「夏目、気がついたのか!?　よかった……っ！」

　山田は叫ぶように言って、すぐさま一葉の身体をギュッと抱き寄せた。

　え？　なに？　なんなの、この状況!?

　山田からの力強い抱擁に、一葉は一気に覚醒し、カッと頬を熱くする。ジタバタと身を捩っても放してくれない。

「身体はどうだ？　どこか調子の悪いところは？」

　大きな手のひらで労わるように背中を擦さすられる。

「夏目が眠っている間に調べたんだが、あの現象は地球人の快感が頂点にまで達したときになるものらしい。身体に害はないが、俺が調査に夢中になったせいで、夏目には無理をさせてしまった」

『あの現象』

　山田の言葉に、昨夜の出来事が一葉の脳裏にありありと蘇ってくる。

　宇宙空間でたくさんの触手に散々全身を弄られ、そして快感の果てに気を失ってしまったこと。

　ああ、あれはやっぱり、夢じゃなかったんだ……。

　落胆と驚きと羞恥が同時に湧き起る。

「あ、あの、私は大丈夫です、どこも、なんとも……」

「そうか、よかった」

　一葉の返事を聞いて、山田は心底安堵した息を漏らすと、やっと腕を緩めた。そして指先で一葉の前髪を優しく撫でる。

　山田はネクタイを締めたいつものスーツ姿で、一葉もいつものＴシャツにジーンズという格好だった。いつの間に服を着たのだろう。家具も何もないところを見ると、ここはどうやら山田の部屋、一〇二号室らしい。畳の上にふたりして寝そべっている。

「申し訳なかった」

　端正な顔を不安げに歪め、瞳を覗き込まれた。

「夏目が意識を失ってしまったとき、俺は……、こう、この胸の辺りが苦しくて堪らなかった」

　辛そうな声でそう絞り出すと、山田はまるでとても大切なものでも扱うかのように、また一葉の身体を抱き竦めた。

「よく、頑張ってくれたな」

「山田さん……」

　爽やかな香りに包まれる。これも、山田の本来の姿である高エネルギー体を物質化したものなのだろうか。伝わってくる山田の体温に心臓がドキドキと早鐘を打ってしまう。今、眼鏡を掛けていないことがせめてもの救いだった。もしこんな間近で山田の端麗な顔をくっきりと拝んでいたら、心臓が持たなかっただろう。

「ご、ご心配をおかけしたのならすみません。でも私ならもう平気ですから。それに、お役に立てたのなら光栄の至りで……」

「ああ、夏目のお陰で、地球人の女性というものについて、かなり知ることができた」

「あ、で、では、地球は合格できたんですね!?」

　一葉の声が高揚する。しかし山田は落ち着きを取り戻したように冷静な声を発した。

「いや、それはまだだ。そもそも合否の判定は俺ではなく、星の上層部が決定する」

　山田の大きな手のひらが一葉の頬を包むように撫でた。

「それに、まだまだ判断材料が不足しているんだ」

「え……」

「もっと調査させてくれるか？」

　額と額とを合わせ、じっと熱のこもった瞳に見据えられる。

「夏目一葉。おまえには、興味が尽きない」

「……！」

　あ、あれで終わりじゃなかったの!?

　一葉は泣き出したい気持ちになる。けれど、これまた断るわけにはいかないのもわかっている。

　だけど………！

　戸惑う一葉の目の前で、山田の手がシュルリとネクタイを抜いた。

「も、もしかして、今から……ですか？」

　僅かに声が震えた。

「だめなのか？」

「きょ、今日、ご出勤は……!?　いつも出かけてますよね？」

「ああ、日々、地球のあらゆる場所を調査している。だが今日は土曜だ。星から週休二日の休みは取るよう言われている」

　プレアレンギス星の労働環境、ちゃんとしてる！

「で、でもっ」

　一葉は昨夜の調査での自身の痴態を思い出す。止まらない高い声。触手と一葉から漏れ出す、いやらしい水音。

　昨夜は宇宙空間だった。けれど今は、なんの防音装置もない昭和荘の一〇二号室だ。上階には夜勤明けの斗崎も居るはず。すべての音は全室に筒抜けだろう。

　そんなの困る……っ！　と、とにかく昭和荘から出る必要がある！

　一葉は畳の上に起き上がった。

「えっと、そ、そうだ！　山田さん！　地球の判断材料がもっと必要なんですよね？」

「ん？　ああ、そうだが」

　つられたように山田も身体を起こした。

「だ、だったら、今日は私に、地球の素晴らしい場所を紹介させてもらえませんか!?」

　咄嗟に口から出た、ハッタリだった。なんの良いアイデアも一葉の頭の中には浮かんでいない。冷や汗が背中を伝い下りる。

　すると山田は思案顔で腕を組んだのち、頷いた。

「……わかった。地球人側の意見を参考にするのもいいだろう」

　よ、よかった……！

　とにかくこの昭和荘で女性としての調査をされることだけは免れたのだ。

　一葉は即座に立ち上がる。

「で、では、えっと、じゅ、準備とかありますし、お昼すぎ、一時に、玄関前で待ち合わせということでお願いします！」

　それまでに山田をどこへ連れて行くか考えるつもりだ。

　地球の素晴らしいところって一体どこ？　世界遺産とか？　でも遠くに行くお金なんてないし……。

　調査から逃げるためとはいえ、せっかく山田に地球をアピールできる機会を得たのだ。少しでも山田に好印象を与え、地球を合格に近づけたい。

　必死に考えを巡らせながら一葉は一〇二号室を出ようとする。が、ツッと腕を引っ張られる感覚に自身の右手を見た。

「山田さん？」

「なんだ？」

「あの……手を、離してくれないと……」

　いつのまにか一葉の右手は山田にしっかりと握られていた。

「なぜだ？」

「準備をしに、自分の部屋に戻るので……」

「あ、ああ、そうか」

　やっと納得したようで、すぐさま離してくれたが、なぜだか山田の顔は気落ちしているように見えた。

「どうしました、山田さん？」

「いや、なんでもない。玄関前に一時だったな。それ以上は一秒も待てないからな」

「は、はい！　わかりましたっ」

　一葉は頭を下げると、急いで一〇一号室へと戻った。
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「ねぇねぇ、あのスーツの人、めっちゃイケメン！」

「背高そうだし、モデルか何かかな!?」

　昼下がりの電車の中。向かいから、女子高生三人組の弾んだ黄色い声が聞こえてくる。三人がキラキラとした瞳で注目しているのはもちろん、山田だ。そして……。

「でも……あれ、まさか彼女じゃないよね」

　じっとりとした視線が注がれた先には、山田にしっかりと手を繋がれている一葉。ふたり並んでシートに座っていた。

「なんであんな地味な女が？」

「しっ、聞こえるって」

　一葉自身も不思議に思っているから仕方がない。顔を隠すように眼鏡をずり上げ、俯いた。

　玄関前で落ち合ってから、山田は当たり前のように一葉の手を握って歩き出したのだ。

　逃げ出すとでも思われてるのかな……。

　それともサンプルとして、一葉の脈拍でも計測しているのだろうか？

　一葉のほうから手を離すわけにもいかず、こうして電車の中でも繋いだままにしている。当の山田は女子高生の声など聞こえていないのか、まっすぐに前を向き、流れる車窓の景色を興味深げに眺めていた。

　一葉は着替えてはきたが、シャツにチノパンというラフな格好で、山田はクールビズという言葉に反する、かっちりとしたスーツ姿だった。

　服装からしてアンバランスなふたりなので、手を繋いでいなかったら、まったくの他人にしか見えないだろう。

　山田さん、何を考えてるのかな……。

　見事な稜線を描く横顔をそっと覗き見る。美しい相貌は元より、長い手足、上質なスーツが映える逞しい肢体。どこをとっても完璧としか言いようがなかった。七月の晴天にも、山田の凛々しいスーツ姿は、まったく暑苦しくなく、逆に涼やかにさえ見える。

「この駅で降りるんだったな？」

　車内アナウンスが聞こえたあと、突然掛けられた山田の声にハッと我に返る。

「そ、そうです！」

　慌てて立ち上がろうとした一葉の腕を山田がサッと引いた。

「まだ危ない。揺れが止まってからだとアナウンスが言っていただろう？」

「あ、はいっ、す、すみません！」

　電車が止まると、山田は一葉の腰に手を当て、立ち上がらせてくれる。そして女子高生たちの羨望の眼差しの中、まるでエスコートされるように、電車を降りた。
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　夏の薔薇が咲き乱れる前庭。輝く水しぶきを上げる噴水。その奥にレンガ色の建物が見える。

　結局、悩んだ末に、地球人の素晴らしさを伝えられる場所として一葉が選んだのは、美術館だった。ちょうど今、十九世紀に活躍した世界的に有名な画家の巡回展がやってきている。一葉も昔から大好きな画家で、見に行きたいと思っていたのだ。

「ここは美術館です」

　入り口前で一葉は山田に向き直った。

「山田さんにはぜひ、地球人の生み出した素晴らしい芸術作品を、しっかりとご覧になっていただきたいのです」

　一葉は一縷の望みを掛けるかのごとく、山田の顔を見上げて力説する。本物の芸術は人の心を動かすものだ。

　きっと、宇宙人の心も……。

「では、館内では山田さんのペースで自由に見て回ってください。一時間後に出口で落ち合いましょう」

　そう提案すると、山田は僅かに眉根を寄せた。

「一時間もおまえと離れるのか……」

「え？　どうしました？」

　山田が小声で何か言ったようだったが、周囲の喧騒で聞き取れない。

「いや、なんでもない。では一時間後。一秒たりとも遅れるなよ」

　山田は嘆息しながら念を押すと、やっと手を離し、館内への自動ドアを潜っていった。
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　館内はクーラーが効いていて、しんと静かで、期間の中程であることも幸いしてか、客もそれほど多くはなかった。

　神話や聖書の世界を幻想的に描いた数々の作品を前にして、一葉は神秘的な物語の中へとあっという間に引き込まれていく。

　今回の巡回展では著名な作品だけでなく、スケッチなども展示してあり、時間を忘れて、ひとつひとつの絵画をじっくりと鑑賞していった。

　あ、この絵だ……！

　一葉は、思わず息を呑んで立ち尽くした。

　それは、この画家の作品の中でも、一葉が最も好きなものだった。

　生きているうちに、本物をこの目で見られるなんて……。

　感慨深い溜息を吐く。普段はフランスの美術館に所蔵されているものなのだ。

　初めて見たのは小学生の頃、父親の書斎にあった画集だっただろうか。

　見上げるほどに大きなキャンバスに描かれた実物は、画集とは迫力がまったく違っていた。

　……ああ、本物は、こんなふうに訴えかけてくるんだ……。

　母や恋人を相次いで亡くし、一度は筆を折ろうとまでした画家が、壮絶な絶望と喪失を乗り越え、最晩年に描き上げた傑作。

　これまでの作品にはない燦然とした色彩。実物だからこそ見ることのできる、躍動的な筆のあと、人物ひとりひとりの生き生きとした表情。そこには、画家が人生の最期に見出した、希望が描かれているように感じた。

「すごい……」

　思わず感嘆の声が漏れ出てしまう。胸がいっぱいになった。じわりと涙が浮かび、端から零れ、つっと頬を伝った。

「どうした!?」

　そのときだった。焦った声とともに力強い片腕に抱き寄せられた。気づくと隣に山田が居て、腰を屈めて一葉の顔を覗き込んでいる。

「や、山田さんっ？」

「どこか痛むのか？」

「い、いえ、どこも」

「じゃあ、なぜ泣いている？　もしや誰かに何かされたのか!?」

　辺りを見渡し、警戒するように一葉をさらに抱き締めた。

「夏目を泣かせたのはどいつだ！」

　山田の怒声に、周囲の観客がざわざわとどよめき出した。一葉は焦って目元をぐいぐいと腕で拭う。

「山田さん、こ、これは違って、私なら大丈……」

「無理をするな！」

「どうかされましたか？」

　警備員の男性が不審げな顔つきで近づいてくる。

「い、いえ、なんでもないんです！　すすす、すみませんっ！」

「お、おいっ」

　衆人環視の中、一葉は周りに頭を下げながら、困惑する山田を引きずるようにして、美術館の出口へと急いだのだった。
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「そうか、夏目はあの絵に感動していたのか」

　薔薇の香りが漂う前庭で、ようやく事情を理解した山田は、しゅんとした表情で項垂れた。

「地球人が目から水分を零すのは、悲しいときなのだと認識していた。他の感情のときにも涙を流すのだな。俺の調査不足だった。すまない」

「い、いえ、とんでもないですっ」

　山田は手のひらを一葉の頬に当て、親指の腹で目元に優しく触れる。

「だが夏目は、まだあの絵を見ていたかったのだろう？　それなのに」

　一旦外に出てしまっては、館内への再入場はできない。山田はそのことを気に咎めているようだった。

「い、いいんです、もう気にしないでください！　堪能しましたから！」

　触れられた頬が熱い。心配そうにこちらを見つめる山田の澄んだ黒い瞳にドギマギしてしまう。

　しかし一葉は先ほどの切羽詰まった山田の表情を思い出すと、胸が温かくなるのを感じていた。

　山田さんは、私が悲しい気持ちになっていると思って、あんなに心配したり怒ったりしてくれたんだ……。

　山田は何を考えているのかいまいちわかり辛いが、思っているより優しい人……いや、優しい宇宙人なのかもしれない。

「それより、もう一か所、山田さんをご案内したい場所があるんです！」

　一葉は気を取り直して山田の顔を見上げ、元気づけるように笑んでみせた。





＊






　地上百メートルを超える展望台から、どこまでも広がる街並みを見下ろす。晴れているおかげで遠くまですっきりと見渡せた。

　一葉と山田は美術館にほど近い、ランドマークタワーに来ていた。

「この、小さなひとつひとつの建物に地球人が住んでいて、悲喜こもごもが日々、行われているんです」

　一葉はしみじみと隣の山田に向かってそう話す。

　地球を滅ぼすということは、こういった小さな営みすべてをも、一瞬にして消し去ることになるのだ、と山田の情に訴えかける作戦だった。伝わっているかはわからないが、山田は眼下の市街地を真顔で見下ろしていた。

「夏目はここが、好きなのか？」

「え、ここ？　タワーが、ですか？」

「ああ、そうだ」

　山田が地上に目を向けたまま、訊ねる。

「えっと……」

　一葉は返答に詰まった。

　一葉自身は特に高い場所が好きなわけではない。ここも、子供の頃に父親の仕事の関係で連れてこられた以来で、こういった機会でもなければ敢えて来ることはなかっただろう。質問の意図がわからず口ごもっていると、山田が一葉の手を取った。

「っ」

　恥ずかしいが、周囲はカップルだらけで、一葉たちに気を留める者などいない。このタワーがデートスポットとしても有名だということを一葉は知らなかった。

　山田は一葉の手をキュッと握り締めると、こちらに顔を向けた。

「先ほどの美術館も、このタワーもすでに調査済みだ」

「えっ」

　一葉は山田の顔を見上げ、驚きに固まった。

　……そ、そうだ、こんな百メートルやそこらのタワーからじゃなく、山田さんは宇宙から地球を見下ろすことだってできるのに……。美術館だって、二度目なのに何も言わずに付き合ってくれたんだ……。

　少しでも地球と地球人の素晴らしさを伝えたい。合格に近づけたい。

　そう願った一葉の作戦はことごとく失敗していたどころか、山田にとっては迷惑にしか感じられなかっただろう。

「ごごごごご、ごめんなさい！」

「なぜ謝る？　それより俺は、夏目の好きなところに行ってみたい」

「私の、好きなところ……ですか？」

「ああ」

「どうして、そんなところに……」

　一葉が疑問を口にすると、

「俺は、おまえに興味があると言っただろう？」

　真剣な眼差しに見据えられる。ドキリと胸が鳴った。

「夏目のことが、知りたいんだ」
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「ほんとに、こんなところでいいんでしょうか……？」

　一葉は自信なげに山田の顔を振り仰いだ。

　一葉が山田を連れてきたのは、昭和荘から歩いて十分ほどの神社の奥。そこには小さな水辺の公園があった。しかし、公園といっても遊具などはなく、木製のベンチが一脚、設置されているだけだ。ベンチの前には城下町だった時代に掘られた水路がある。

　辺りは鬱蒼とした木々に囲まれ、日常の喧騒からは隔絶されたかのように静かだ。でも一葉の肩に落ちる木漏れ陽は、いつも見守ってくれているかのように優しい。

　一葉は賞に落ちたときはもちろん、アイデアに行き詰まったときやどうしようもなく辛い想いを抱えたとき、ひとりここで、水上を渡ってくる穏やかな風を感じながら、ゆったりと流れていく水面を眺めるのが好きだった。

　一葉にとっては大切な場所だ。

　けれども、他人にとってはつまらない場所に違いなかった。その証拠に、一葉はこの公園で、ジョギングで通過する人くらいにしか出会ったことがないのだ。

「いいに決まっている。夏目が好きな場所なんだろう？」

　一葉の手を握ったままベンチに並んで腰掛けた山田は、水面に目を向けた。

「なんというか、落ち着く、場所だな」

「そうなんです。落ち着くし、癒されるというか……」

　一葉は顔を上げた。

「このベンチの周りの木々は、全部桜なんです。春になると、ここらへん一帯、ピンク色に染まってすごく綺麗なんですよ」

「桜か……。ここも候補に入れるか」

「え？」

「いや、なんでもない」

　山田は一葉と指と指を絡ませた。

「や、山田さん!?」

「先ほどのタワーで、このような手の繋ぎ方をしている男女を見かけた」

「あ、そ、そうなんですね」

「だから、夏目とやってみたかった」

　これも、地球人の生態調査の一環なのだろうか。さらに密着した手のひらに、一葉の鼓動が逸る。

「いい風だな」

　それからは、ただただ、手を繋いだ山田と流れる水面を眺めた。山田の体温を感じているうちに、トクトクと早鐘を打っていた一葉の心臓は、心地よいリズムへと変化していく。

　木の葉を通して降ってくる緑色の光。頬に触れる風は柔らかく、時折魚が跳ねる小さな水音と蝉の声だけがふたりを包んだ。銀色の蜻蛉が目の前を気持ちよさそうに横切っていく。

　しだいに陽が暮れてきた。茜色に染まり始めた空に、星がひとつ、光って見えた。

「山田さんの星……、プレアレンギス星ってどのあたりですか？」

「この方角からは見えない。もちろん、肉眼でも」

「そう、ですか……」

　一葉の声に小さな落胆が混じった。

　山田の生まれた星に思いを馳せる。どんな星なのだろう。

　……私も、山田さんの好きな場所、知りたいかも。

「夏目」

　呼ばれて振り向くと、山田がこれまでに見たことのない穏和な表情で言った。

「俺も、この場所が好きだ」

　胸の奥がじんわりと温まる。誰にも教えたことのない大切な場所を、山田と共有できた。そのことが一葉はなぜだかとても、嬉しかった。






第三章　宇宙人のお仕置き









　物干し竿に干されたＴシャツが、吹き抜ける爽やかな風に、気持ちよさそうにそよいでいる。

　昭和荘の裏手には、生垣に囲まれた裏庭兼洗濯物干し場があり、住人なら自由に使うことができた。さすがに下着は干さないが、布団などの大物も干すことができて重宝している。

　今日も暑くなりそう！

　一葉は額に手のひらを翳し、干し終わった洗濯物と夏空を見上げた。

　早朝のうちに玄関前の草むしりも終えてしまい、今日はこれから内職をしながら、次の投稿作のアイデアをじっくりと考える予定だ。

　一葉は洗濯籠を胸に抱え、玄関へと戻る。そして引き戸に手を掛けようとしたときだった。戸が勝手に開く。

「！」

　目の前には真っ赤な髪の斗崎が立っていた。黒のロックＴシャツにジーンズ、ボディバッグという出で立ちだ。いつもより随分早いが、これから出勤なのだろうか。

「お、おは、おはようございますっ」

　慌てて脇に避よける。すぐさま一葉の前を通り抜けると思ったが、なぜか斗崎は立ち止まり、一葉に向き直った。

「あんたが、ナツメヒトハ……、だよな？」

「……っ」

　初めて斗崎から声を掛けられ、緊張でその場に固まってしまう。獣のような鋭い眼光に射貫かれ、一葉は頷くだけで精いっぱいだった。

　そんな一葉を検分するかのように、斗崎は目を眇める。

「光蔵から聞いた。あんた、文学部出てるんだって？」

「コウゾウ……？」

　一葉は一瞬首を傾げた。

「……あ、ああ、佐久間さんのことですね！　は、はい、私は文学部卒ですが……」

　一体、それが斗崎と何の関わりがあるのだろう。不思議に思いながらも答えると、斗崎は改まったように一葉をまっすぐに見つめてきた。

「あんたに、頼みたいことがある」

「……頼み？」

「今日の夜、時間あるか？」

「え……」

　一葉は洗濯籠を縋るように抱き締めた。一葉にとって時間なんて、あり余るほどにある。でも……。

　斗崎さんが、私に頼み……？　一体、何をさせられるの!?　こ、怖い！　けど、断るのももっと怖いっ！

　どう返事をしたらいいのかと悩み、ぐるぐると頭が混乱する一葉を余所に、斗崎はスマホを見た。

「あんた、駅前のファミレス、わかるか？　俺、今日早上がりだから……、そうだな、夜八時にそこ集合な」

「え、ええっ？」

「じゃ」

　勝手に約束を取り付けると、斗崎はさっさと門へ向かって歩いていく。けれど突如振り返り、ずんずんと一葉の元へと戻ってきた。

「いいか、このこと、誰にも言うんじゃねぇぞ」

「……ひっ」

　頭上から降ってくる、押し殺した低い声に、一葉は竦み上がってブンブンと頷く。

「よし」

　満足げに頷くと、今度こそ、斗崎は門を出て行った。

　脚が震えている。

　誰にも言っちゃいけない頼みってなんなんだろう……。

　何か恐ろしいことにでも巻き込まれるのではないだろうか。

『あんたに、頼みがある』

　しかし、そう言ったときの斗崎の瞳は、とても真剣で真摯なものだった。

　……と、とにかく約束しちゃったんだし、行かなくちゃ……。

　一葉は洗濯籠を抱え、項垂れたまま、部屋に戻ったのだった。
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　夜八時が近づいてきた。一葉は内職の手を止めて時計を見た。今、部屋を出れば、歩いてちょうど約束の時間にファミレスに到着するだろう。胃が痛い。アイデアはさっぱり浮かばなかった。

　一葉が部屋を出て鍵を閉めていると、隣室の扉が開いた。

「夏目。こんな時間からどこへ行く？」

　スーツ姿の山田が廊下へ出てきて一葉に訝しげな眼差しを向けた。

「こんばんは、山田さん。えっと、これから……」

　斗崎さんと約束が、そう答えようとして、ハッと思い出した。

『いいか、このこと、誰にも言うんじゃねぇぞ』

「え、あの、ちょ、ちょっと用事が、ありまして……」

　慌てて言い換える。

「こんなに遅くからか」

　山田の眉根が寄った。

「お、遅くってまだ八時前ですし」

「陽が暮れてからおまえが部屋を出るなんて、これまでなかったはずだ。何の用だ？」

　引きこもりの一葉が夜分に外出するなんて初めてと言ってもいいくらいだ。グッと言葉に詰まる。

「俺に言えないのか？」

　すると山田はなぜか傷ついたような表情で、一葉の腕を掴んだ。

「あ、い、いえ、でも、あの、」

　どうしたんだろう、山田さん……？

　けれど、このままでは約束の時間に間に合わなくなってしまう。

　もし斗崎さんとの約束を破ったら……こ、怖すぎるっ。

「す、すすす、すみません、山田さん、私、急ぎますのでっ！」

「おい、夏目！」

　一葉は山田の腕を振り解くと、廊下を走り抜け、玄関を飛び出した。
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　駆け付けたファミレスの入り口前には、すでに斗崎が立っていた。片足に重心を置き、気だるそうに煙草を吸っている。店から出てきた客がそんな斗崎に気づくと、その傍を怖々と避けていくのが見えた。

「お、遅れてすみません、斗崎さん！」

　一葉が走り寄ると、斗崎は煙草を口から離し、無言でジーンズの尻ポケットに手を差し入れた。

　お、怒ってる……？　な、何を出す気なの……!?

　動悸が強まり冷や汗が噴き出る。恐る恐る斗崎の前で立ち尽くしていると、斗崎がポケットから取り出したのは携帯灰皿だった。蓋を開け、吸っていた煙草をそこにねじ込む。

「来ねぇかと思った」

　そして、ぼそりと呟いた。

「い、いえ、遅れただけで、すみません！」

「いや、頼んだのは俺だし、時間作ってくれて……助かる」

「え……」

　これって、お礼、言われたの……？

「じゃ、入るぞ」

「は、はいっ」

　斗崎の声に我に返ると、そのあとに続いて一葉もファミレスの店内へと入った。




「いらっしゃいませ。何名様ですか？」

　そう訊ねる店員に斗崎はふたりだと告げ、禁煙席を指定した。

　あれ？　斗崎さん、煙草吸わなくていいのかな……。

　斗崎は窓際の席にドカリと腰を下ろすと、一葉もその向かいにちょこんと座る。

「好きなの頼め」

　斗崎はそう言って、メニューを一葉に差し出した。

「俺のおごりだ。いくつでもいいからな」

「で、でも」

「いいから、食え」

　そう言い捨てると、それ以上の問答を打ち切るように斗崎は自身もメニューに目を落とした。

　これ食べたら、それこそ断れなくなるんじゃ……。

　そう考えながらも、ここまできて何も頼まない訳にはいかない。

　一葉はやってきた店員に、おずおずとオムライスを注文した。

「それだけか？」

　斗崎は一葉に不満げな視線を向けながら、自身はハンバーグとエビフライとコロッケが一皿に載ったボリューム満点の定食、さらにご飯は大盛りを頼んだ。

　店員が去ると、斗崎はそわそわとした様子で胸ポケットから煙草を取り出したが、ハッと気づいて、それをまたしまった。そして、深い息を吐くと、決意したようにボディバッグから折り畳まれた数枚の書類を取り出した。

「あんたへの頼みってのは……これ、なんだけどよ」

「……？」

　一葉はその書類を受け取り、広げる。原稿用紙だった。下手だが丁寧に書かれた文字が並んでいる。

「これって……」

「あんた、文学部っての出てんなら、国語得意なんだろ？　これ、添削してくれねぇか？」

　斗崎はそこで一度、自分を落ち着かせるかのように水を飲んだ。

「来年の春、俺、定時制高校を受験するつもりなんだ。その受験科目に作文ってのがあって。でも俺、中学もまともに行ってねぇような人間だからよ。作文って言われても、何をどう書いたらいいのかまったくわかんねぇんだ」

　困ったように斗崎が首筋を掻く。一葉は原稿用紙にじっと見入った。確かに、文章自体は拙い。けれど何か熱のようなものが伝わってくる。

「そんな見られっと、恥ずかしいんだけど」

　一葉は顔を上げた。胸の奥に熱いものが込み上げていた。

「わかりました！　私でよければ、ぜひ！」

　一葉の返事に、斗崎が驚いたように目を瞠った。
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　それから、やってきた食事を食べ終わると、一葉は赤ペンで斗崎の作文を添削した。

「ここ、この文章なんですが、ねじれ文になってます。主語と述語が食い違ってるんです」

「ね、ねじれ……？」

「そうです、文章を書き慣れないうちは、主語と述語がひとつだけの、短い文を書くよう心がけると読みやすいです」

「なるほどなぁ」

　斗崎が原稿用紙に視線を落とし、うんうんと頷いた。

「でも、文章はともかく、内容はとても素敵でした」

　一葉が素直な感想を口にすると、斗崎はふい、とそっぽを向く。その耳の端が少しだけ、赤いような気がした。

　作文の課題は、過去問なのか、『なぜあなたは勉強をするのか』というものだった。

　今働いているコンビニで、経営というものに興味が湧き、もっと深く学びたいと思ったこと。

　自分が勉強する姿を見せて、たったひとりの肉親である父親を安心させたいこと、などが書かれていた。

「斗崎さんのお父さんは近くにお住まいなんですか？」

「いや、来年の春にムショから出てくんだ。だからそれまでに高校受かって、親父を驚かせたくてよ。あ、光蔵は親父と古い知り合いで何でも喋っちまうから、俺が受験すること、絶対言うなよ？」

「は、はい！」

　あの『誰にも言うな』という忠告には、そういう意図があったのか。一葉はやっと理解する。

　それにしても、『ムショ』とは、やはり刑務所のことなのだろうか。一葉にとってはあまりにも現実離れした言葉に、脳の処理が追いつかない。

「あ、悪りぃ」

　そこで何かに気づいたように斗崎が気まずい表情になった。

「俺みてぇな奴に構われたら、あんたが周りから白い目で見られちまうな。作文見てくれんのも、これっきりでいいからよ。それでも充分助か……」

「いえっ！」

　一葉は前のめりに否定した。

「な、なんだよ、あんた、俺が怖くねぇのかよ」

「……い、いえ、正直、怖いです。怖かったです」

　膝の上で拳を握り締めた。

「でも、私なんかが誰かの夢を応援できるのなら、少しでも、私がその力になれるのなら、嬉しいんです」

　斗崎さんが目標に向かって、こんなに努力していたなんて……。

　話したことすらない、何も知らない斗崎のことを、勝手に怖がって誤解していた自分が恥ずかしかった。

「私が、協力したいんです」

　一葉は顔を上げ、眼鏡をずり上げると、まっすぐに斗崎を見た。

「だから、次からはご飯おごってくださったり、しなくていいですから！」

「あんた……」

　そう呟いたきり、斗崎は綺麗な顔を呆けさせた。

「えっと、名前、夏目一葉だったよな？　俺も光蔵みたく、一葉チャンって呼んでいいか？」

「そ、それはどうぞ」

「あと、俺のほうが年下なんだから、敬語、使わなくていいから。あと、さん付けも」

「それはちょっと難しいかもです……」

「ほら、すでに間違ってっぞ？」

　クククッと笑う。

「……む、難しいよ？　これでいいですか？」

「ぷっ」

　斗崎が噴き出す。

「一葉チャン、面白れぇな」

　そう言ったあと、おもむろに手を伸ばしてきた。そして、一葉の長い前髪を掻き分け、黒縁眼鏡を外してしまう。

「あ！」

「気になってたんだけどよ、前髪長すぎじゃね？　もっと目が悪くなっちま……」

　言いかけた斗崎の言葉がふいに途切れた。

「斗崎さん？　あ、えっと、斗崎君？　め、眼鏡返して……」

　ぼやけた視界の中、斗崎の視線が顔に注がれているのを感じた。

「一葉チャンって……実は、すんげー美じ……」

「え、ど、どうしたんですか？　あ、違う、どうしたの？」

「……いや、なんでもねぇ」

　斗崎が眼鏡を返してくれて視界が戻り、一葉はホッと息を吐く。

「一葉チャンってマジで面白れぇよ」

　もう一度そう言って斗崎は笑うと、一葉の前髪をくしゃりと撫で回した。
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　結局、今回の食事は斗崎が支払ってくれ、ファミレスを出る。しかも『あんたは細すぎんだから、もっと食え』と有無を言わさず、いちごパフェも追加してくれた。

「ほんとに、ごちそうさまでした」

　一葉が頭を下げる。

「もういいって。それより外、まだあちぃな」

　斗崎がしかめっ面でＴシャツの胸元をパタパタと扇いだときだった。

　一葉の視界に、長身の男性の姿が飛び込んでくる。夏の夜の蒸し暑さをものともしない、ダークグレーのスーツ。

「あれ、山田さん？　山田さんもここでご飯……」

　一葉が驚きの声を上げたのと同時だった。山田の大きな手が一葉の手首を掴む。

「用事とやらは終わったんだな？」

　山田は冷然とした口調でそう言うと、斗崎を睨み付けた。

「こんなに遅くまで夏目を連れ回していたのは、おまえか」

「え？　あんた、一〇二号室の？」

　一葉同様、驚いている斗崎を尻目に、山田は一葉の手を引いて、さっさと歩き出した。

「ちょ、ちょっと山田さん、どうしたんですか!?」

　訊いても山田は応えてくれないし、振り向いてもくれない。

　引き摺られるようにして歩きながら振り返ると、斗崎が苦笑いしながらこちらに向かって手を振っている。

　え、何で笑ってるの、斗崎君!?

「や、山田さん、何か急用なんですか？　こんな帰り方したら、斗崎君も心配しちゃう……」

　そう言い掛けたときだった。突然、山田が立ち止まった。

「っぷ」

　勢いのまま山田の背中にぶつかる。

「斗崎……君？」

　山田は前を見たまま、冷ややかな声で言った。

「一体、どうしたんですか？」

　一葉はずれた眼鏡を戻し、額を擦りながら山田の顔を振り仰ぐ。しかし山田は再び歩き出した。そして、ビルの狭間にある路地への角をクイッと曲がった。

「ど、どこに行くんですか!?」

　細く薄暗い路地裏は空き瓶のケースなどが積まれているくらいで、人ひと気けはない。長方形に区切られた夜空からは白い月がこちらを見下ろしていた。

　路地の最奥に辿り着くと、山田はやっと一葉の手を離し、自身のネクタイに手を掛ける。

「山田さん……？」

　戸惑いの声で呼びかけた。

　山田さん、何か怒ってるの……？

「この地球人の身体とは、なんて不便な代物なんだ」

　忌々しそうにそう言うと、山田はネクタイを乱暴に抜き取り、ジャケットも脱ぎ捨てた。そして、真っ白なワイシャツの胸元あたりをクシャリと握り締めた。

「おまえのことを考えるだけで、この辺りが苦しくて仕方がない」

「え、胸？　胸が痛むんですか!?」

　心配する一葉の声を余所に、山田は無言でシャツのボタンを外し始める。開かれたその隙間から、逞しい胸板が見えた。

「や、山田さん……」

　一葉はゴクリと唾液を呑み込んだ。

　山田の背後から、薄ピンク色の触手が伸びてきたからだ。

　ま、まさか、ここで調査……？

　拒むことはできないとわかっていても、一葉は逃げるように一歩、後退った。しかし背中にはブロック塀。

　触手は有無を言わさず、一葉の身体を拘束する。

「山田さん、こ、こんなとこでっ、人が来ます！」

　涙声で訴えるが、

「来ない」

　一言で片づけられる。

「そんな……っ、で、でも、外なんて恥ずかしすぎますっ」

　いくら奥まった薄暗い路地とはいえ、いつ人がやってきてもおかしくはない。それとも、プレアレンギス星の技術で、人が近寄らないよう、何か制御でもしているのだろうか？

　触手は一葉のＴシャツを捲り上げ、勝手知った様子で、ブラのホックを易々と外す。露わになった一葉の柔らかな両房が、月の光で乳白色に照らし出された。

「だったら、後ろを向いておけ」

「きゃ」

　肩を掴まれ、身体を翻された。ジーンズも足首に引き落とされる。ショーツ一枚の姿で、ブロック塀に両手をつかされた。

「あ、やんっ」

　一葉のツンと上を向いた乳房の先が、背後からやってきたふたつの触手の間に挟まれる。まるで指で摘むかのように、コリコリと捻られるその感覚は、微かな痛みと強烈な悦楽とを引き起こした。

「また、硬くなった。これは気持ちのよい証だったな」

　山田の冷静な声が聞こえてくる。俯くと、左右の先端が固く凝しこっていた。その珠を触手に摘まれ、ピンッと引っ張られる。その強い刺激は痛みを伴いながらも、一葉の身体を芯から火照らせていく。

「……んっ」

　誰かに、聞こえちゃう……！

　快感にぶるりと肩を震わせながらも、はしたない声を出さないよう、歯を食い縛って必死に堪えた。

「今日はあまり声を出さないな」

「だって、誰かに聞かれたら……っ」

「だったら俺が塞いでやる」

　山田が言うと、一葉の首から顎、そして口元へと触手が這い上ってきた。

「！」

　そして、驚く一葉の唇を割り、中へと強引に潜り込んでくる。

「ん、んんんっ」

　ぬるぬると滑る触手が口内で蠢いた。

「あうっ」

　上顎の弧をなぞったかと思うと、そこを何度も何度も擦られる。

　なに、この感覚……！

　触手は一葉の戸惑う舌にも絡みつく。口内を縦横無尽に掻き回す。口いっぱいに生温かな触手を頬張らされ、息苦しくも、また別の快感がぞわぞわと身体の奥から生み出されてくるのがわかった。

　口の中が、こんなに、気持ちいいなんて……！

　唾液と粘液とがまじり合った淫靡な水音が、一葉の耳を舐るかのように絶え間なく聴こえている。それらの液体を口端から垂らしてしまうだらしのない自身の痴態が、とてつもなく恥ずかしい。けれども、その羞恥に比例して、一葉の吐く息は速く、熱くなってしまう。

　別の触手がショーツの腰の部分から潜り込んできた。丸い双丘の溝を辿り、蜜の溢れる源泉を見つけ出す。

「ああっ」

　ここは、外なのに……っ。

　一葉はいつのまにかブロック塀に縋りつくような体勢となり、尻を突き出していた。生温い風があられもない姿をした一葉の火照った肌を撫ぜていく。それだけの刺激で、敏感になっている一葉の身体は、より悦楽の深みに嵌っていった。

「ん、んっ！」

　触手に蜜の染み出す秘裂を前後になぞられ、くちゅくちゅと淫らな音が立った。

「かなり濡れそぼっているな」

　確認したかと思うとすぐさま、その先端が、蜜壺にずぷりと突っ込まれた。

「んあ……やっ！」

　さすがに高い声が漏れ出る。前回とは違い、触手は潤んだ秘肉を容赦なくこじ開けるように掻き分け、最奥を目指していく。

「前回よりは伸縮性が増している気がするな。どこまで広がるか確かめてみるか」

「え、あ……っ！」

　山田の言葉を合図にしたかのように、奥に進むにつれ、触手がその太さと質量をじわじわと増していった。

　な、何、これっ、太さを変えることまでできるの……!?

　蜜道が満たされていく。その充溢感に、一葉はぶるりと身を捩った。

「ここまでか」

「んんん……っ！」

　全身に汗が浮く。背筋が反り返る。蜜壺をみっちりと埋められていた。

　お腹の中が、触手で、いっぱい……っ！

　まるで腹部すべてを触手に侵されているかのようだ。

「あ、んんんっ、あ」

　ぎちぎちと限界まで膨らんだ触手に、背後から何度も突かれる。そのたびに、一葉の蜜壺から淫猥な飛沫しぶきが迸る。

　今日の山田は前回よりも随分と手荒い印象を受けた。やはり、一葉の何かに怒っているのだろうか。

「あ、ああ、んっ、あ、あん、ああ！」

　奥を突かれるたび、触手を咥えた口から呼応するかのように、吐息とあえかな声が漏れ出た。唾液が滴り、地面に落ちる。

「んっ！」

　そのとき、尖りきっていた両乳首を、触手にキュッと摘まれた。

「ん、やまはさん、ほこ、い、いはい……っ、」

　そんなに強く摘まれたら……っ！

「どうした」

　ごぷり、と口から触手が引き抜かれた。

「そんなにつ、強く摘んだら、痛い、です……っ」

「痛い？　だが、膣なかはキュウキュウと締め付けてくるぞ？」

「……っ」

　山田の言う通りだった。

　痛い。けれどその倍は気持ちがよかった。乳首を強く扱かれるたびに、もっと欲しがるかのように下腹部は疼き、肉壁は触手を食い締めてしまう。倒錯的な自身の反応に、恥ずかしさのあまり全身が赤く染まり、視界は涙で滲んだ。

「ほら、さらに体液が溢れてきた」

　山田の言葉通り、涎を垂らすかのように透明な蜜が太腿を伝っていく。触手が出入りするたびに水音が大きさを増し、ビクビクと膣が痙攣する。蜜道の上底を突つつかれると、秘芽までもが内側から刺激され、快感が極まっていく。

「あっ！」

　さらに強く胸の尖りを引っ張られた。

「痛みに耐えられないか」

　山田の蔑むような低い声に、一葉は必死に首を横に振った。

　これも、地球のため……だものっ！

「ちょ、調査ですから、もっと、がんばり、ます……っ」

　息も絶え絶えに答えると、ふいに沈黙が降りた。山田が一葉の横にやってくる。

「夏目」

　眼鏡を外され、顎を掴まれた。

「これは、調査ではない」

「え」

　山田の瞳にあるのは、どうしようもない苛立ちと、微かな哀しみ。

「お仕置き、だ」

　一葉が目を見開いた瞬間。顔を上げさせられ、唇が重ねられた。

「ん……っ！」

　これ、は……!?

　想像以上に柔らかな山田の唇。

　熱い舌が歯列を割って、一葉の舌に触れると、目蓋の裏で星が爆ぜた錯覚がした。

　──お仕置き、なのに、どうしてこんなに、甘くて、優しいの────？

　その瞬間、一葉はビクビクと身体を跳ねさせ、あえなく達してしまった。
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　夜勤上がりにシャワーを浴びる。斗崎の鍛えている肉体を湯が伝っていく。

『次の作文ができたら、また、いつでも見せてください！』

　そう言ってくれた一葉の言葉を思い出し、ふっと笑みが零れた。

　ひと眠りしたら、もういっちょ書いてみるか。

　そう考えながらシャワー室を出て、バスタオルで赤い髪をごしごしと拭いた。

　地味で気弱そうな女。

　それが一葉への第一印象だった。

　しかし、すれ違うときには必ず、怯えながらも会釈をしてくれる姿、体調の優れない光蔵の手伝いを進んで行う姿、そして、リブがかなり懐いているのを見るにつれ、斗崎の中で一葉への信頼が少しずつ築かれていったように思う。

　──この世で信頼できる人間なんて、一握りだ。

　斗崎は身をもって知っている。

　不仲だった母親は、父親が刑務所に入ったのをこれ幸いと、男を作って出て行った。

　元々荒れていた斗崎が、どん底まで堕ちていくのは簡単だった。

　そんなどうしようもない日々を過ごしていたときに、手を差し伸べてくれたのが佐久間だった。若い頃の父と知り合いだったというだけで、この昭和荘に住まわせてくれ、コンビニの仕事まで紹介してくれたのだ。

『ムショから出られたら、ぜってぇ足洗うからよ。おまえと、ふたりで暮らしてぇんだ』

　梅雨の始まる前だった。佐久間に無理やり、父親の面会に連れて行かれたときに、言われた言葉だった。

　父親の目には、初めて見る涙が浮かんでいた。

　お喋りな佐久間から、斗崎の今の暮らしぶりを聞いたらしい。

「余計なことしやがって」

　苦笑まじりに呟く。

　親父が帰ってくるまでに、俺は俺で、できることをやろう。

　そう決意したときに思い出したのが、かつて佐久間に聞かされていた、有名大学の文学部を出ているという、一葉の経歴だった。

　Ｔシャツとハーフパンツを身に着け、バスタオルを頭に被せたまま、斗崎は浴室を出る。

　今でこそ、好々爺だが、若い頃の光蔵は、実は……。

　いつか一葉に教えてやろう。その驚く顔を想像し、ぷっと噴き出してしまう。

　そんなことを考えながら歩いていると、廊下の先の一〇二号室から、スーツ男が出てきたのが見えた。

　あいつ……。

　斗崎から一葉を奪うように、ファミレスから連れ去った男だ。

　斗崎が注視するも、山田は一ミリもこちらに視線を向けることなく、玄関へと曲がる。

　……無視かよ。

　斗崎はバスタオルを首にかけ、階段脇の柱に凭れた。そして革靴へと履き替えている山田に鷹揚な声を掛ける。

「なあ、あんた、一葉チャンとどんな関係なんだ？」

　その瞬間、山田は靴ベラを持つ手を止め、横目で斗崎をキッと睨んだ。

「一葉、ちゃん……？」

　そして冷ややかな声でそう繰り返すと、斗崎に向き直る。

「大家が夏目をそう呼ぶのはわかる。あの人のほうが年上だからだ。だが、おまえは夏目より年下だろう。地球人、特に日本では年下は年上を敬うのが礼儀のはずだ。なぜだ」

「あ？　地球人？　礼儀？」

　まくし立てるように訳の分からないことを言われ、困惑する。

　な、なんだこいつ。

「けれど夏目も、おまえのことを斗崎……君と呼んでいた。俺のことは山田さん、なのに」

　そこで山田は一瞬躊躇いを見せると、

「おまえは、夏目と……親しいのか」

　なぜか苦渋に満ちた声でそう訊ねてきた。

「親しい？」

　こいつ、一体何が訊きてぇんだ？

　一葉は、斗崎が信頼している数少ない人間のうちのひとりであることには違いないが、一度飯を食って、作文を見てもらっただけだ。しかし、斗崎の中にイタズラ心がむくむくと芽生えてくる。

「まあ、年下の俺に、名前呼びを許してくれるくらいには仲良しなんじゃね？」

　優越感まじりにそう答えてみた。

　すると予想以上に山田の表情が打ちひしがれたのがわかった。そして無言のまま、靴を履き終えると玄関を出て行く。

「あーあ、わっかりやす」

　閉じられた扉に向かって斗崎は呆れたように呟いた。

　──こいつも、面白れぇな。

　そして、再びバスタオルを頭に被せると、肩を揺らして笑いながら、二階へと向かった。
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『これは、調査ではない。お仕置き、だ』

　午後の陽射しの中、商店街へ食料品の買い出しに向かう。一葉の頭の中では山田の言葉がリフレインしていた。

　お仕置きって、何かの罰ってことだよね……。

　結局、山田が何に怒っていたのかはわからなかった。自分が知らずにしてしまったことで、地球に対する評価が下がってしまったのではないかと不安になる。

　それに、山田の瞳が哀しそうだったのが気になっていた。

　私、何してしまったんだろう……。

　気落ちしたまま、買い物を済ませると、あけぼの堂へと向かった。




「あ、空飛ぶ虹太郎！」

　前回は見つけられなかった新刊本を見つけ、思わず歓喜の声が出てしまう。やはり入荷が遅れていたのだろうか、それとも、一葉が見つけきれなかっただけだったのだろうか。どちらにせよ、理由はもうどうでもいい。一葉は漫画本を胸に抱き締め、足取り軽くレジへと行き、会計を済ませた。

　そして、店の出口に向かおうとしたときだった。それは、レジ横の小さなテーブルだった。今まさに書店員が『没後十年・藤田藤衛門フェア』というＰＯＰを飾り付けているところだった。

『藤田先生の隠れた名作』

　しかも、そう銘打った手書きのＰＯＰが付けられているのは、一葉が一番好きな『旅の最果てシリーズ』だ。

　一葉は感無量で、その場に立ち尽くすと、書店員の作業を見守る。フェアの準備をしているのは、前回声を掛けそびれた茶髪のショートカットの女性だった。

　たくさんある藤田作品の中でも、真しんに読み込んでいないとわからない、選りすぐりの作品が並べられている。書かれたＰＯＰはどれも丁寧で、愛情が込められているように感じた。

　あ、この作品、私も読んだことない！

　一葉でさえ知らない単行本が並べられていた。この書店員が選んだものなら、間違いないだろう。買って帰ろう。そう思ったときだった。

「あ、ねえ、あなた、えっと、名前……なんだったっけ？」

　突然、背後から声を掛けられた。振り返ると、片手でベビーカーを押し、もう片手には『若夫婦が建てる新築住宅』という雑誌を持った女性が立っていた。

「あ、一葉ちゃん……だったよね？　そうそう、夏目一葉！　苗字も名前も文豪と同じっていう」

　そう嘲笑まじりにぐいぐいと話しかけてきたのは、小学校時代の同級生だった。

　主婦向けのファッション誌から抜け出てきたようなお洒落な出で立ちに洗練されたメイク。髪の色といい、結び方といい、すっぴんで黒髪をひとつに縛っただけの一葉とは大違いだった。

「凛りん子こ、ちゃん……」

　その名を口にすると、一葉の胸の奥がチクリと痛んだ。

「わあ、めちゃくちゃ久しぶりじゃん！　卒業以来？」

　凛子の視線が上から下まで一葉を値踏みするように動いた。

「そう、だね。久しぶり……」

「そう言えば、一葉ちゃんって中学から私立に行ったよね？　地元の同級生とは会ってる？」

「え、あ、私は……」

「そうそう、この前、藤松小の同窓会あったんだけど、来てなかったよね？　みんなさ、もうすぐ三十じゃん？　すっごい懐かしくて楽しかったんだけど！　あ、孫田先生も来ててさ～」

「そ、そうなんだ」

　一葉は同窓会があったことさえ知らない。招待の葉書は実家には届いていたのだろうか。

「あ、私、今度家建てることになってね」

　チラリと雑誌の表紙をこちらに向ける。

「この子が小学校上がる前に落ち着きたいねって、旦那と話してて。もうさ、ローンとか考えるだけでうんざりなんだけどね～！　あ、一葉ちゃんは結婚してんの？」

「う、ううん……」

「え、じゃ、まだ働いてんだ？　偉いねぇ、私なんか専業主婦だよぉ！　で、仕事は何してんの？」

　そこでようやく凛子の一方的なトークが止まった。窺うようにじっと一葉を見つめてくる。

　一葉は空飛ぶ虹太郎の入ったビニールの手提げ袋を握り締めた。手に嫌な汗をかいていた。

「し、仕事というか、えっと……、内職……しながら、ま、漫画を投稿、してて……」

「……え」

　一葉の答えを聞いた凛子の顔が、サッと凍りついた。

「え、マジで？　あ！　そういえば一葉ちゃん、卒業文集に書いてたっけ？　漫画家になりたいって。もしかして、まだそれ目指してんの？」

「……う、うん」

　一葉は頷きながら、意味もなく眼鏡をずり上げる。

「え？　ってか、それって定職にも就いてないってことだよね？　ちょ、大丈夫？　私たち、もう三十だよ？　漫画家になれる人なんて一握りじゃない？　この年になったらそれくらいわかるよね？　小学生の頃ならまだしも、まだ夢みてるなんてヤバくない？」

　一葉に向ける凛子の表情は、まるで罪を犯した人間でも見るかのように、深刻そのものだった。

　一葉はキュッと下唇を噛み締める。そのとき、ベビーカーから赤ちゃんの泣き声が聞こえてきた。

「え、ちょ、やだ～！　さっきオムツ換えたのにぃ」

「あ、じゃ、私はこれで」

　ベビーカーに跪いた凛子の返事も聞かず、一葉は逃げるようにあけぼの堂を飛び出した。





＊






　食料品の入ったエコバッグと空飛ぶ虹太郎の入ったビニール袋を胸に抱え、昭和荘への道のりを走る。ふいに大きな雨粒がひとつ、落ちてきた。かと思うと、あっという間に土砂降りになる。夕立だった。

『ひとはちゃんのうそつき！』

　凛子と再会したことで、小学六年生の頃の記憶が怒涛のように押し寄せてきた。

「あみちゃん……っ」

　息を切らしながらも一葉は走り続ける。目頭が熱い。

　雲に覆われ、暗くなった空に稲光が走った。

　眼鏡が濡れて前がよく見えない。髪も服ももうびしょ濡れで、全身が重たかった。
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　一葉が初めて藤田先生の漫画に出合ったのは、プール後に罹った中耳炎のせいで通院していた、耳鼻科の待合室だった。漫画というものを初めて読んだ一葉にとって、藤田作品の面白さは、中耳炎の痛みさえ吹き飛ばすほど、衝撃的だった。診察が終わったあとも、待合室に居座り、貪るように読んだものだ。

　そんなある日の休み時間だった。同じクラスの南みなみ野の亜あ美みが藤田先生の漫画を読んでいるのに気づいた。一葉の胸は高鳴った。

　あみちゃんも藤田先生が好きなのかな？　あみちゃんとあの漫画のお話ができたら、どんなに楽しいだろう！

　一葉は子供の頃から人見知りで、自分から他人に声をかけることなど絶対にできない人間だった。

　けれど、そのときだけは、ありったけの勇気を振り絞った。

『あ、あみちゃん！　わ、私も、その漫画、だ、大好き、なの……！』

　つっかえながらも想いを伝え、怖々と顔を上げる。

『私も！』

　するとそこには亜美の笑顔があった。

　一葉の心臓は嬉しさのあまり、壊れてしまうかと思った。

『ひとはちゃんがまだ読んだことない漫画、今度貸してあげるよ』

　藤田先生の漫画は亜美の兄のもので、家にたくさん揃っているらしかった。

　同じものを好きな初めての友達。一葉は読後に亜美とふたりで感想を語り合うことが何よりも楽しかった。そして拙いながらも、自分でも漫画を描き始めたのもこの頃だ。

　──でもそんな幸せな毎日は長くは続かなかった。

　亜美に借りた漫画本を自宅の部屋で読んでいるところを、母親に見つかったのだ。

『どうしてそんなものを読んでいるの！　漫画なんて買ってあげた覚えはないわよ!?』

『こ、これはお友達に借りたの……』

『お友達……？　漫画なんてそんな下劣なものを貸す人間と一葉はお友達になったの？　それよりお父様が買ってくださった文学全集を読みなさい！』

『それはもう読んだもの！　そ、それに……』

　一葉は仁王立ちして自分を見下ろす母親の視線を、小刻みに震えながらも懸命に受け止め返した。

『藤田先生の漫画も、あみちゃんも、下劣なんかじゃないっ！』

　そして、あらん限りに叫んでいた。自分でもこんなに大きな声が出せたことにびっくりした。しかし次の瞬間、一葉の背中がすっと冷える。

　誰もが美しいと称賛する母の相貌。その顔が真っ赤に染まり、激昂したのがわかった。

『こんなもの！』

『あ！　や、やめてっ！』

　一葉の手から漫画を取り上げると、母はページを破り、床に放り捨てた。

『……っ!!』

　無残な姿になった漫画本を一葉は拾い上げ、腕の中に抱き締める。

『やっぱり公立の小学校へなんか行かせるんじゃなかったわ。二度と、夏目家に漫画なんか持ち込むんじゃないわよっ』

　そう捨て台詞を吐いて、母親は部屋を出て行った。一葉は破れた漫画本を抱き締めたまま、声を押し殺して泣いた。
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『あみちゃん、ごめんなさい！』

　翌日の放課後、一葉は亜美に破れた漫画本を正直に差し出し、頭を下げた。

　新品を買って返すお金などなかった。

『これ、どうして……』

　陽が傾き始めた教室で、亜美の顔に暗い影が落ちた。

『本当にごめんなさい！　お母さんが怒って、破っちゃって……』

『ひとはちゃんのお母さん、が……？』

　亜美は一言呟くと、無理やり状況を呑み込もうとするかのように、黙り込んでしまった。亜美と一葉の間を、蜩ひぐらしの声だけが虚しく響く。

『……ひとはちゃん、お母さんに怒られちゃったの？　大丈夫？』

　心配そうな眼差しを向けてくれる亜美に、一葉が首を横に振る。

『わ、私のことはいいの。あみちゃんのお兄さんには、私からあやま……』

『なにしてんの？』

　そのとき、扉が開く音とともに、凛子がふたりの女子生徒を引き連れて教室に入ってきた。

『なにそれ！　なんでその漫画、ビリビリに破けてんの？』

　驚きの声を上げながらも、面白がるような顔つきで、凛子は一葉と亜美の間に割って入ってくる。

『ひとはちゃんのお母さんが、怒って破っちゃったんだって……』

　亜美が沈んだ声で説明する。

『お母さんが？　え、お母さんがそんなことするはずないじゃん！　だって、お母さんだよ？』

　凛子が演技がかった悲痛な声で言った。すると凛子の背後に居たふたりもそれに同調する。

『そうだよ！　お母さんがそんなことするわけないよ！』

『だって、めいこちゃんのお母さんなら、お友達から借りた漫画、破ったりする？』

『ううん！　うちのママなら絶対そんなことしない！』

『あみちゃんのお母さんだってしないよね？』

『う、うん……』

『ほ、ほんとに、お母さんが……！』

『ひとはちゃんじゃないの？』

　一葉が言い募ろうとするのを遮るように、凛子の薄笑いを浮かべた顔が向けられた。

『ほんとは、ひとはちゃんが破ったのに、お母さんのせいにしてるんだよ、あみちゃん』

『……！』

　一葉の心臓が引き攣った。

『……そうなの？　ひとはちゃん？』

　漫画本を握り締めた亜美の手が震えていた。

『ち、ちが……っ』

『卑怯だね、ひとはちゃんって。あみちゃん、今日から、私たちと一緒に帰ろ？』

　凛子が亜美の手を取って、歩き出す。

『あ、あみちゃん、待って！』

　凛子と手を繋いだまま、亜美が顔だけで振り返った。その瞳は涙と軽蔑に満ちていた。

『ひとはちゃんのうそつき！』
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　やっと昭和荘に帰り着いた。夏とはいえ、濡れそぼった身体は冷え切っていた。雨水の入り込んだスニーカーが気持ち悪い。玄関で、ポタポタと全身から水を滴らせながらスリッパに履き替えた。

　自室の扉の前に辿り着き、鍵を開けようとする。が、手が震えて鍵穴に入らない。

　亜美は同窓会に出席したのだろうか。元気にしているのだろうか。

　凛子は亜美のことを話題にもしなかった。

　一葉の心には、今でもあの出来事が大きな棘となって深く突き刺さっているのに、凛子にとっては記憶にすら残っていない、取るに足らない些末なことだったのだろうか。

「あ」

　ガシャリと鍵を落としてしまった。屈んで拾おうとすると、今度はエコバッグから中身がすべて転げ出てしまう。ビニール袋から滑り出た空飛ぶ虹太郎も雨水でふやけてしまっていた。

　その惨状に、一瞬呆然となる。さらに惨めな気分になって、とうとう堪えきれずに嗚咽が込み上げてきた。

「どうしたんだ」

　廊下の先から声がした。足早に近寄ってくる。ちょうど五時なのだろう、帰宅した山田だった。一葉は慌てて腕で目元を拭う。

「びしょ濡れじゃないか」

「あ、そ、そうなんです、買い物帰りに夕立に遭っちゃって。すみません、すぐに廊下拭きますから」

　下を向いて鍵を拾いながら、声が震えるのを必死に堪えて言う。

「廊下より先に、おまえだろう」

　ふわり、と背中が暖かくなった。驚いて顔を上げると、山田がジャケットを脱いで、一葉の肩に掛けてくれていた。

「ぬ、濡れちゃいます！」

「こんなもの、ただの物質だ。また創り出せばいい」

　そう言って、山田は散らばった食料をさっさと拾い集めてしまうと、一葉の手から鍵を取り、扉を開けてくれた。一葉を先に部屋の中へと入れ、畳の上に荷物を降ろす。

「早く身体を乾かせ。風邪というものに罹るぞ」

「はい……。ありがとうございました」

「それで、どうした」

　すぐに部屋を出て行くと思った山田だったが、一葉に向き直った。

「……っ、ど、どうもしていません」

　俯いたまま焦ったように答えると、両肩を掴まれる。

「泣いているだろう？」

「……！」

「その涙は、感動でも嬉し泣きでもないな。何が悲しい？」

　雨で誤魔化せていると思っていた。

　顔を覗き込まれ、山田と視線がぶつかる。真摯な眼差しを向けられ、またじわりと目頭が熱くなった。

「……や、山田さんにお願いが、あるんです……」

　一葉は山田の香りがする大きなジャケットの暖かさを感じながら、声を振り絞った。

「わ、私を……、地球人代表から、降ろしてくださいっ！」

　叫ぶように言って、思いきり頭を下げた。

「なぜだ」

　山田が間髪入れず、吐き捨てるように訊いた。その声は怒っているように聞こえた。

「……だ、だって、私、昨日、お仕置きされるくらい、山田さんを怒らせちゃったのに、り、理由もわからないし」

　声が震え出す。堪えきれず肩が戦慄く。

「も、もうすぐ三十なのに、なれるかわからない漫画家の夢を追いかけてて、と、友達も居ないし」

　言いながら、涙が次から次へと溢れてきた。拭っても拭っても零れ落ちていく。

　仕事もない。お金もない。友達も恋人も居ない。家族ともうまくいっていない。

　──何もない人生。

『一体いつになったら諦めるの!?　あなたに才能なんてないのよ！』

『漫画家になれる人なんて一握りじゃない？　この年になったらそれくらいわかるよね？　小学生の頃ならまだしも、まだ夢みてるなんてヤバくない？』

　母親の声が、凛子の声が、一葉の心の中で真っ黒な渦を巻く。

　でも、本当は気づいている。

　──そんな自分の人生を一番疎んでいるのは、誰でもない、一葉自身なのだ。

「たったひとりの地球人とさえうまくやれない、こんな私が代表だなんて、ほ、他の地球人のみなさんに、も、申し訳ないん……ですっ！」

　最後には泣きじゃくるように言って、しゃくり上げる。

「理由はそれだけか？」

　山田はふう、と呆れたような大きな息を吐いた。そして、一葉を座布団に座らせ、自身も向かいで胡坐をかく。

「じゃあまず、夢、とやらについてだ」

　山田は一葉の眼鏡を外し、濡れた前髪を指先で横に梳かした。現れた一葉の潤んだ瞳と山田はしっかりと視線を合わせる。

「おまえの目指す漫画家というものになるには、年齢制限があるのか？」

「年齢、制限……？　そ、それは、ないです……」

「では、夢を追いかけるのに、年齢制限は？　俺が調査した限りでは地球のどの国にも、そんな法整備はなかったようだが」

「…………」

　一葉は何も言えず俯いた。

「それに、友達とやらが居ないことが、それほどまでに悩むに値することなのか？　俺には地球人の生活において、友達という存在がどれほど重要なものなのか、理解できない」

「じゅ、重要なんです！　地球では、日本では、友達はたくさん居るほうが素晴らしいこととされているんです！　小学校に入学したときから、友達をたくさん作りましょう！　って、先生や親、周りから散々言われて、友達百人作ろう、みたいな歌、歌わされて……、で、でも、ひとりも、できなくて」

　戦慄く声が萎んでいく。

『ひとはちゃんのうそつき！』

　たったひとりの友達から向けられた、涙まじりの軽蔑の眼差し。しかし、その瞳の奥には酷く傷ついた色も見えたのだ。亜美も友達だと思っていた一葉に裏切られたと感じたに違いない。

『あ、あみちゃん！　わ、私も、その漫画、だ、大好き、なの……！』

　あのとき、私が、勇気を出して声を掛けたりしなければ、そうしたら……。

　──亜美を傷つけずに済んだのに。

　私立の中学へと進み、亜美や凛子と離れてからも、あの時の経験から、一葉はたったひとりの友人も作ることができなかった。友達が百人だなんて、絶対に不可能だ。

「では訊くが、おまえがこれまでに出会ってきた地球人は何人だ？」

「……え？　何人？　そんなの、わかりません……」

「では、さきほどの小学校とやらには何人いる？」

　山田が何を知りたいのかよくわからない。けれど一葉は昔を思い出しながら、ぽつりぽつりと答えた。

「……えっと、同じクラスでしたら、三十人ほど、でしたが」

　そこで、山田は腕を組んでしばし考え込んだように見えた。そして銀色の棒『ペン型空間移動通信装置』を取り出すと、空中に四角を描いた。パネルが浮かび上がる。ペン先でそれに何やら書き込むと、緑色の文字らしきものが下方から流れてきた。

「日本の一般的な小学校とは、ある特定の狭い地域において、同じ年に生まれた地球人同士を集めて教育を施す場所、という認識でいいな？」

　パネルを見ながら、山田が訊ねる。

「ま、まあ、そうですね」

「たった三十人だ」

　パネルから目を移すと、山田は一葉の揺れる瞳を見て言い切った。

「ここ、日本という国の人口は一億二千六百人あまりだ。その中の、ある特定の狭い地域の、同年齢の、三十人だ」

「は、はい……？」

　一葉はパチパチと目を瞬かせる。

「さらにこの惑星には七十六億人の地球人が存在している。その中の、たった三十人だ。わかるか、夏目？」

　ペンとパネルをしまうと、山田は一葉の頬の涙の筋を指先で拭った。

「たったそれだけの人数の中で友達とやらができなかったからといって、どこに落ち込む必要がある？」

　山田はそう言って鼻先で笑う。けれど、一葉の頬に触れている指先はとても優しく、温かかった。

「おまえは知らないのだろうが、この天の川銀河系にはさらに数兆の生命体が居る。俺も、そのうちのひとりだ」

「…………」

　一葉の喉の奥に、大きな熱い塊がじりじりと生まれるのを感じた。

　山田が一葉になにを伝えようとしてくれているのかが、わかってきたからだ。

「おまえはこれからの人生でもっともっと多くの地球人と出会っていくし、その中から必ず友達もできる。俺の言うことが信じられないか？」

　山田はふっと笑みを零すと、一葉の身体を腕の中に抱き寄せた。

「プレアレンギス星は地球から三万光年離れている。それでも俺はこうやって、夏目と出会えたじゃないか」

「……っ」

　縋るように、一葉もその広い背中に腕を回した。

　確信する。

　これは、山田なりの励ましなのだ。

　……やっぱり、山田さんは優しい宇宙人だ……。

　力強く温かな山田の腕の中で、喉の奥の塊が崩壊する。込み上げてくる涙とともに、一葉の心に刺さっていた棘が少しずつ削がれていくのを感じた。

「わ、私……信じます……っ、山田さんの、言葉」

　上擦る涙声でそう答えると、山田はようやく腕を緩めた。

「だったら、もう泣くな。それに、俺はおまえに怒ってなどいない」

「で、でも……」

「お仕置きだなんて言って、すまなかった。俺は、ただ、夏目が……」

　山田は何か言い掛けたが、躊躇うように言葉の先を呑み込んでしまう。

「山田さん……？」

「そうだ、これからは夏目のことを、『一葉』と呼んでもいいか？」

　改まってそう訊ねてきた山田の瞳が、いつになく自信なげに一葉の様子を窺っていた。

「は、はい、それはどうぞ」

　一葉が答えると、骨ばった大きな手でそっと両頬を包まれた。

「一葉」

　じっと視線を絡められ、口中で味わうように、山田が名を呼ぶ。

「！」

　それだけで、驚くほど鼓動が跳ねた。

　斗崎に呼ばれたときには何も感じなかったのに、山田に名前を呼ばれると、途端に胸がざわめく。

　どうして……。

「俺は、おまえ以外の地球人を調査する気などない」

　そして、山田はきっぱりとそう告げた。

「え……」

　それは、どういう、意味……？

　まるで労わるかのように親指の腹で頬を撫でたあと、首を傾げた端正な顔を近づけてくる。

「……ん」

　思わず目を閉じた瞬間、唇同士が触れ合った。

　また、キス……。

「あ……」

　山田の綺麗に並んだ歯が一葉の下唇をゆっくりと食む。その感触には、これまでに感じたことのない、慈しむかのような優しさが込められているように感じた。

　……でも、これも、調査の一環……なんだよね？

　そう考えると、なぜか一抹の寂しさのようなものを覚え、胸が切なく締め付けられる。その寂しさがどこからくるのかもわからないままに、一葉は山田の甘い口づけに身を委ねた。
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　その朝は、いつもと変わりない、爽やかな夏の一日の始まりになるはずだった。

　遮光性の低いカーテンから、早朝の陽射しが透けている。一葉はその眩しさに目元を擦った。

　……そろそろ、起きよう。

　目覚まし時計はまだ鳴っていない。

　昨晩、次の投稿作のアイデアがまとまったので、今日からネームを切っていく作業に取り掛かるつもりだ。

『夢を追いかけるのに、年齢制限があるのか？』

　山田の言葉が一葉の心を奮い立てる。気合い充分に起き上がろうとしたときだった。一葉の顔に影が落ちてきた。

「ん？　……っ！」

　ぼやけていた視界が焦点を結ぶ。

　男が、一葉の顔の両脇に腕を突き、覆い被さっていた。

　こちらを見下ろすのは、くっきりとした二重目蓋の下から覗く、宝石のような碧い瞳。

「君が、夏目一葉君だね？」

　低く深みのある声でそう訊ね、笑みを零す。すると、垂れ目がちな目元がさらに下がり、甘いマスクが際立った。金色の前髪は緩やかにウエーブしている。

「……！」

　目覚まし時計のけたたましいベルの音と、一葉の悲鳴が同時に昭和荘に響き渡った。
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「それで、どうして一葉の部屋に居るんです？」

　一葉を守るように背後に隠し、山田が険しい顔で詰問した。

「なんだい、なんだい、山田君。僕が地球のどこを訪れようと勝手だろ？」

　濃紺にストライプの入った細身のスリーピーススーツの胸元には鮮やかな黄色のネクタイ。長い脚を組んで窓枠に腰かけ、裏庭を物珍しそうに眺めているこの男性に、反省する様子はまったくない。一葉は馬耳東風という言葉を思い出していた。

　あれから、一葉の悲鳴を聞きつけた山田がすぐに部屋に駆け付けてくれ、男を引き剥がしてくれた。しかし、その顔を見た途端、今度は山田の表情が引き攣った。

『部長!?　なぜここに!?』

　女性の部屋に無断で入り込み、寝込みの一葉に覆い被さっていた男。それは、プレアレンギス星からやってきた山田の上司だったのだ。

　ジョン・スミス。地球年齢四十二歳。プレアレンギス星人の高エネルギー体を地球の北方人種に投影したのか、輝くような金色の髪に澄みきった青空のような瞳。その姿は、これまた絶世の美形である。

「夏目君、よろしく」

　そう言って立ち上がり、手を差し出される。

「こ、こちらこそ、よろしくお願いしますっ」

　山田の上司だったのならと安心し、握手だと思って手を握り返そうとすると、スミスは恭しく腰を折り、その甲に唇を落とした。

「！」

「部長！　何してるんですか！」

　山田がすぐさまスミスの手を引き剥がしてくれたが、

「ただの挨拶だよ。その反応も実に初々しいね」

　スミスは気にした様子もなく、一葉に向かってウインクをする。

　や、山田さんの性格は、プレアレンギス星人特有のものじゃなかったんだ……。

「それで夏目君は……」

「部長、俺の部屋は隣ですから」

　山田はスミスの言葉を遮ると、拘束するかのように、その腕をがっしりと掴んだ。

「行きますよ」

「え、ちょっと」

「一葉、すまなかった」

「い、いえ」

「や、山田君！　ちょっと待ってよ！　夏目君ともう少し、ねぇ、山田君っ！」

　抵抗するスミスを引き摺るようにして山田が部屋から連れ出してくれ、一葉はホッと息を吐いたのだった。
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「それで、部長がどうしてわざわざ現場ちきゅうに？」

　スミスが窓辺に腰かけると、懐疑的な表情で山田が見下ろしてきた。

　……まあ、無理もないか。

　スミスは内心ぼやく。

　当局の上層部のひとりであるスミスが、自ら調査星に赴くことは滅多にないからだ。

「そりゃあ、上司として、調査の進捗状況の確認に来たに決まっているではないか」

　とぼけるように言って、地球の歌を口ずさむ。

　ここ、日本という国に来る前に、かつて大英帝国という名でこの地球の大半を支配したという国をついでに見物してきた。そこで覚えてきた歌だった。スミスはパネルを浮き上がらせると、山田がこれまでに送ってきていた数々の報告書を呼び出し、白々しく言った。

「それで、調査は順調かな？　山田君」

　もちろん、『山田太郎』という名も『ジョン・スミス』という名も、地球で活動するための偽名だ。プレアレンギス星での本名は別にあるが、地球人の身体ではプレアレンギス星の言語は発声できないので、ふたりだけのときでも偽名で呼び合う。

「ええ、報告書の通り、何の問題もありません。なので、部長が出向いてくる必要は……」

「そうそう、先ほどの夏目一葉君を調査した報告書、この出来は特に素晴らしいね。このおかげで地球人への見識が随分と深まったよ」

　山田の言葉に被せるように、パネルの文書を見ながら言うと、

「はい、地球人、特に一葉の感情の複雑さは我々の想像以上です」

　山田が真摯に答えた。

「そう！　それだよ、山田君！　想像以上！　だから、だ」

　スミスは山田の言葉尻を捕らえると、地こ球こへやってきた本来の目的へと話を繋げていく。シュッとパネルを消し、窓枠から立ち上がった。そしてズイッと山田に向かって足を踏み込み、人差し指をその鼻先に向ける。

「この僕が、自ら、夏目一葉君を調査しようと思ってね」

　そう告げた瞬間、珍しく、山田の瞳が揺らいだ。が、その動揺はすぐに収束する。

　……いや、無理やり収めたのか？

「どうだい、山田君？　僕がさらに調査することによって、地球人に対して、多角的な視点を持つことができると思わないかい？」

　ふふっと笑いながら訊ねるも、山田は無言のままだ。眉ひとつ動かさないその表情からは、何を考えているのかは伝わってこない。

　──夏目一葉。

　山田の報告書が届くたびに、この地球人に興味が募った。最初は、未知なる異星人への単なる好奇心だと思っていた。

　しかし、実物に会って確信した。これはただの好奇心などではない。

　先ほど見下ろした無防備な寝顔を思い出す。

　……なんと愛らしいのだろう。

　触れてみたい。そんな欲望が湧き上がる。

「まあ、これはすでに上層部で話し合った末の決定事項なのだけれどもね。もちろん、異論はないよね、山田君？」

　山田は調査エージェントの中でも数少ない、高等エージェントだ。エージェントになるための狭き門をくぐり抜けてきた時点で、優秀な人材であることは証明されている。

『仕事ぶりは合理的で精確。また、生真面目すぎるほどに仕事熱心である。自身の職務に強い誇りを持っており、星への忠誠心も高い』

　スミスは山田の人事評価表に書かれていたコメントを思い出す。

「ええ、ありません」

　それだけを答えて、山田は腕時計を見た。

「それでは、俺は調査の時間ですので、失礼します」

　淡々とそう告げ、部屋を出て行った。

　プレアレンギス星には、地球と違って、年上だからなどといった単純な理由で相手を敬う習慣はない。ただし、規範というものはある。

　これまで、山田が上司の命令に背いたことは一度もなかった。

「プレアレンギスの下僕～」

　スミスは鼻歌まじりに言いながらジャケットの皺を手で払って伸ばすと、閉じられた扉に向かって楽しげに呟く。

「……今回ばかりは、君の忠誠心を利用させてもらうよ」
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　一葉はテーブルに齧りつき、夢中になって、自由帳にネームを切っていた。

「あ、やっぱりここは大ゴマにして、もっと表情を見せて……」

　鉛筆の線を消しゴムでごしごしと消す。ネームとは、漫画を本格的に描く前に、コマ割りや人物の構図、セリフの配置などをおおまかに決めていく作業だ。

　それと、このセリフはあえてモノローグにして……。

　頭の中にあるストーリーを紙に落とし込んでいく。登場人物たちが動き、喋り、息が吹き込まれていく。一葉はこの瞬間が一番好きだった。

　ふと時計に目を遣ると、午後もだいぶ過ぎている。

「あれ、もうこんな時間!?　どうりでお腹が空くと思った」

　一葉は両腕を伸ばし固まった肩をほぐすと、一息入れるために立ち上がった。

「やあやあ、夏目一葉君！」

　そのとき突然、施錠していなかった扉が開く。

「スミスさん？」

　驚く一葉を余所にスミスはずかずかと部屋に上がり込んできた。そして目の前までやってくると、エレガントに一礼し、一葉の顎先に指先を添える。

「！」

「お忙しいところ申し訳ないが、お時間を頂戴するよ」

　上げさせられた視線の先には、金色の長い睫毛に縁取られた美しい碧眼。その瞳が一葉だけを映していた。

「い、一体、どうされたんですか？」

「実は、地球人への見識をさらに深めるため、僕も夏目君を調査することになってね」

　そう告げたスミスの顔に浮かべられたのは、どんな極上のスイーツも敵わないと思わせるほどの、甘い微笑み。

「ちょ、調査……？　スミスさん、が……？」

　一葉の声が微かに震えた。

　山田に施された調査の記憶が蘇る。触手で身体の隅々まで調べ尽されるのだ。

　──そう、身体の膣なかまで。

　あれと同じことを、スミスさんから……？

　スミスは山田の上司だ。部長と呼ばれていたし、プレアレンギス星では偉い人物に違いない。一葉が快く調査を受けることで、そんなスミスの地球人への印象も上がれば、地球はさらに合格へと近づけるかもしれない。

「で、でも、調査なら、山田さんが……！」

　それなのに、一葉の口からはそんな言葉が飛び出していた。

　地球人の女性代表となり、調査サンプルとなることを承諾したとき、調査をするのは山田だけだ、などと言われた覚えはない。山田以外のプレアレンギス星人が一葉を調査しても何らおかしくはないのだ。

　だけど……！

　自分でも説明のつかない、どうしようもなくモヤモヤとした感情が胸に湧き立つ。

　縋るような視線を向けると、スミスは『おや？』と、不思議そうな顔をした。

「山田君？　もちろん、この件は山田君も承知済みだよ。何か問題でも？」

「え……」

　その言葉を聞いた瞬間、なぜか、伸ばした手を振り払われたかのような、小さな絶望を感じた。

「……あ、そ、そうなんですねっ。いえ、問題なんて何も！」

　ぶんぶんと首を横に振り、すぐに取り繕うように早口で言う。

「そうか！　協力に感謝するよ！　では、さっそく始めようではないか」

　スミスは意気揚々と金色のカールした髪を掻き上げたあと、ジャケットのボタンを外し始めた。ベストとネクタイも取り去り、脱いだワイシャツを畳に落とす。

「……っ」

　現れたスミスの裸身。それは、細身で無駄な肉のない、引き締まった美しい身体だった。そして背後から伸びてきたのは、うねうねと蠢く薄ピンク色の触手たち。

「夏目君、君は実に魅力的だ。まるで地球人たちが崇める女神のよう……」

　スミスは一葉の耳元で感嘆したように囁いた。その華やかな香りが一葉の鼻腔をくすぐる。

「ど、どうぞ、お好きなだけ、調査してくださいっ！」

　一葉はゴクリと唾液を呑み込み、覚悟を決めた。

　ち、地球のために、がんばらないと！　これが私の務めなんだもの！

　ぶつぶつと内心で自分に言い聞かせる。

　触手は一葉の両手首に巻き付くと、頭上でひとつにまとめ上げた。そしてＴシャツの裾から別の触手がぬるぬると入り込んでくる。

「……！」

　息を詰めた。一葉の皮膚の感触を確かめるように、腹を、背中を、粘液を纏った触手がくまなく這っていく。

「透き通るほどに白い肌……。しかも、なんて滑らかなんだ」

　ほうっと溜息まじりにスミスが呟いた。

　その調査の過程は山田のものと何ら変わりない。それなのに、脈動するたび、心臓が何かを訴えてくるかのようにズキズキと痛んだ。

　この胸の痛みは、一体、なに……？

「これが、地球人女性特有の膨らみだな」

　Ｔシャツを捲り上げ、露わになった一葉の胸にスミスの視線が注がれた。

「背中側だったか」

　独り言のように言うと、触手がブラのホックを外し、すぐにずり上げられた。

「っ」

　一葉の瑞々しく豊かな両乳房が晒された。その柔らかな稜線を碧い瞳がゆっくりと辿っていく。

「なんと見事な……。これまでどんな星でも見たことのない、たおやかで優美な造形……」

　カッと全身が熱くなる。いくら地球のためでも、裸を見られるのはやはり恥ずかしくて堪らない。

「この先端部分が、快感を得る場所だったな？」

　胸のふたつの頂に、スミスの視点が留まった。

「……は、はい」

　一葉が躊躇いがちに頷く。

『俺は、おまえ以外の地球人を調査する気などない』

　山田の実直な声。黒い真摯な瞳。

　なんでこんなときに思い出すの……？

　──そして、山田からの優しく甘やかな口づけ。

　唇に残る温かな感触を掻き消すかのように、一葉はギュッと下唇を噛み締めた。

「愛らしい突起だ……。もっと硬く膨らんだところを早く見てみたい」

　触手が一葉の胸の粒に触れようと伸びてくる。

『もちろん、この件は山田君も承知済みだよ』

「……！」

　瞬間、感じていた胸の痛みが今にも泣き出したいような哀しみに変わった。勝手に視界が潤む。

　あ、あれ？　なんで……？

　込み上げてきた涙が縁から零れそうになったときだった。

「部長、そこまでです！　一葉から離れてくださいっ！」

　扉が開く音と同時に、山田の厳然たる声が響いた。

　一葉とスミスが同時に振り返る。肩を上下させ、息を切らす山田が立っていた。

　山田さん!?　どうして？

「上層部に確認を取りました。一葉の調査を部長に許可した覚えはない、と」

　山田はそう告げ、険しい顔つきでスミスを見据えた。

「ご存知でしょうが、任命されたエージェント以外が、許可なく調査星の住人を調査することは規約で禁じられています」

　すると、スミスは悪びれもせず、ペロリと舌を出した。

「バレてしまったか」

　ふっと触手の拘束がゆるみ、一葉の身体は畳の上に崩れ落ちた。すぐさま山田が駆け寄ってきて、守るように抱き締められる。

「大丈夫か、一葉!?」

「山田さん……」

　一葉の頭の中は疑問符でいっぱいだった。

　詳しくはわからないが、どうやら山田がスミスの調査を阻止したようだ。

　でも山田さんは、スミスさんが私を調査することを、承知していたはずなんじゃ……？

「一葉？」

　けれども山田がかけてくれる心配そうな声に、抱き締めてくれる温もりに、胸の奥に生まれていた哀しみが、ほろほろと解ほどけていくのだけはわかる。抱き締めてくれるその両腕を握り返して、一葉がようやく頷くと、山田はスミスに向かって困惑した顔を上げた。

「どうして、一葉にこんなことを」

「ふ、ふはっ、ははははははっ」

　すると突然、抱き締め合う山田と一葉を見下ろして、スミスは身体を折って笑い出した。

「悪かったよ、山田君、夏目君。もうしない。約束する」

　笑いすぎて出た涙を、指先で拭っている。

「そうか、でもまさか、君が上に……。そんなことをするなんて、ね。想定外だったよ」

　横目でにやにやと見遣るスミスの視線を、山田は無表情で躱した。

「今回のことは未遂ということで目を瞑ります。調査は計画通り俺が進めますので、部長は星にお戻りください」

　そして宣告するかのようにそう告げたのだが、

「うーん、それはどうしようかなぁ」

　スミスはゆったりとした仕草でシャツを拾い上げて肩に羽織ると、考え込むように顎に手を添えた。それがまた、まるでファッション誌の一ページかのように様になっている。

「ここ、二階に空き部屋があるよね？　僕、しばらく地球に滞在することにするよ」

　屈託のない笑みを湛えてそう言ったスミスに、山田の眉が引き攣った。

「な、何言ってるんですか、部長！　星での仕事はどうするつもりですか！」

「え、僕、有給あるし」

　ケロリとした顔で言う。

　やっぱり、プレアレンギス星の労働環境、ちゃんとしてる！

「だって、調査はできないとしても、もっと夏目君のことが知りたいし」

　そう言って、スミスは一葉に向かって、パチリとウインクする。

「！」

「それに上司として、山田君の変化には見過ごせないものがあるからね」

「部長！」

　咎める山田の声を無視して、ジャケットやネクタイも拾い上げると、スミスは飄々とした足取りでふたりの傍を通り抜けようとする。しかし、山田の肩に手を置くと、その耳に顔を近づけ、囁いた。

「もちろん君も、エージェントの規約、第十一条五項は覚えているだろうね？」

　山田の表情が固まった。

「お、俺は、そんなつもりじゃ……っ」

「ふ、ふはっ」

　スミスはまたもや噴き出し、楽しそうに笑いながら、一葉の部屋を出て行った。ふたりきりになると途端に辺りは静まり返る。一葉は山田の顔を見上げ、恐る恐る訊ねた。

「山田さん、エージェントの規約って……？」

　だが、山田は何も答えず、ただただ、一葉を抱き締める腕に力を込めただけだった。
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「漫画とやらに熱心に取り組む一葉君のその眼差し。実に麗しい」

　机で原稿に下書きをする一葉に向けて、窓枠に腰かけたスミスが繊細な長い指を伸ばしてくる。しかし一葉の左隣に座っている山田がすぐさまその手を払いのけた。

「部長、一葉には触れるなと言ったはずです」

「こりゃまた、山田君は手厳しいなあ」

　手の甲を擦りながらも、ふふふと懲りない笑みを浮かべるスミスに、右隣で胡坐をかいていた斗崎が驚きの視線を送っている。

「あんた、その顔で、なんで日本語ペラペラなんだよ？」

「日本語……？　ああ、地球語の一種のことかな？　そんなもの、僕たちには些細な違いでしかないのだよ」

「地球語？　あんた、山田の上司なだけあって、やっぱ変な奴だな」

「お、おい、今おまえ、俺のこと、呼び捨て……」

　山田の声が気色ばむ。

「あ、あの……」

「それより君はどうして一葉君の部屋に？　君の部屋はこの真上だろう。間違ったのなら僕が案内してあげよう」

　斗崎に向かってスミスが、まるで舞踏会への誘いざないかのように、華麗に手を差し出す。

「間違うかよ！　俺は一葉チャンに用があんだよ。それに、俺はいつでもここに来ていいって言われてんだからな」

「だったら、さっさとその用とやらを済ませて部屋に戻ったらどうだ」

　山田が剣呑な眼差しを向けると、

「あ、あんたらふたりが帰ったらな！」

　斗崎は焦ったように折り畳んだ紙片をジーンズの尻ポケットに突っ込んだ。

「おまえは一葉とふたりきりになるつもりか」

「うーむ、それは僕も看過できないねぇ」

　スミスが眉間に皺を寄せ、緩く頭かぶりを振る。

「あんたらに関係ねぇだろ！」

「あ、あの……」

　もう少し静かに……。

　一葉は言い掛けた言葉の先を溜息まじりに呑み込んだ。まったく集中できない。

　土曜で調査が休みの山田、二〇三号室に引っ越してきたスミス、今日は夜勤なので、まだ時間に余裕のある斗崎。三人は今朝からこの調子だ。ただでさえ手狭な六畳間で上背のある男性三人に囲まれ、しかも頭上で繰り広げられる喧騒に、原稿は遅々として進まない。一葉は鉛筆を置くと、その場に思い切って立ち上がった。

「どうした、一葉？」

　三人の視線が一気に一葉に注がれる。

「あ、えっと、その、ちょっと原稿用紙が足りなくなりそうなので、あけぼの堂に行ってきます」

　原稿用紙はまだ充分あるのだが、逃げるようにトートバッグを掴んで言うと、

「じゃあ、俺も行く」

「僕もご一緒しよう」

「俺も！」

　三人も一斉に立ち上がった。

「えっと、そ、それは……」

　あけぼの堂でも、この三人が繰り広げる言動は目に見えている。一葉は急いで台所横の冷蔵庫を開けると、中からとっておきの三個パックのプリンを取り出し、差し出した。

「これ食べて、三人はお留守番しておいてください！」

「なんだ、この黄色い塊は」

　受け取った山田が物珍しそうにプリンを眺める。

「え、山田、ポッチンプリン知らねぇのかよ！　人生半分損してるぜ」

「おまえ、だから呼び捨て！」

「一葉君のくれたものならば、ぜひとも食してみたいね」

　スミスが山田の手からパックを取り上げ、中身を取り出す。

「あ！　あんた、そのまま食ったらポッチンプリンの意味ねぇからな！」

「どういう意味だい？」

「これはな、皿に出してなんぼなんだよ！」

「器に入っているのに、なぜわざわざ皿に出す必要があるんだ」

　山田が怪訝な表情で、だが興味津々に斗崎に問う。

「だからな、ここが……」

　三人がプリンに夢中になっている隙に、一葉はそっと部屋を抜け出した。
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　外はむせ返るような暑さだった。蝉の声が狭い路地に反響している。夜流川の路地は往時よりは拡幅されているのだろうが、二台の車がすれ違うのがやっとという広さだ。

　陽射しを反射するアスファルトに、木立や塀によってできた日陰がくっきりとコントラストを描いていた。だが、最近部屋にこもりっきりだった一葉には、熱のこもった風さえも気持ちのよいものに感じる。遠くに逃げ水が見えた。戯れにそれを追いかけてみる。

　私が居ない間に、あの三人が少しは仲良しになってくれるといいけど……。

　そんなことを考え苦笑しながら一葉はあけぼの堂へと向かった。

　あけぼの堂には本以外に文房具も揃えられている。今ではデジタルで漫画を描く人も多いが、一葉は藤田先生の影響もあって子供の頃からのまま、アナログで描いている。パソコンやソフトを揃えるお金がない、というのも実情なのだが。

　そうだ、藤田先生のフェア、今日はじっくり見てこよう！

　一葉はあけぼの堂で展開されていた藤田藤衛門フェアを思い出し、心が弾んだ。凛子との再会で買いそびれた漫画本も今日は買ってこようと心に決める。

「いらっしゃいませぇ」

　自動ドアを潜ると、レジにいる初老の男性が張りのない声を出した。店内の冷房は、長時間居ても身体が冷え切ることのない、ちょうどいい塩梅に保たれている。一葉はすぐさま、入り口付近で展開されていた藤田藤衛門フェアのテーブルを探した。が、そのテーブルには、南国の海を思わせる鮮やかな青色の布が敷かれ、ダイエット関連の書籍が多数並べられていた。

　……あれ？　ここじゃなかったっけ？

　そこに書店員がやってきて、空いていた中央部分に『この夏こそ、理想のボディを目指そう！』という文言の書かれたＰＯＰを置いた。そして、一歩後退り、全体を確認すると、ふうとひと息吐いた。

「あ、あの……」

　考えるより先に言葉が出ていた。

「はい！」

　一葉の呼びかけに、明るい笑顔で振り返ったのは、藤田藤衛門フェアを展開していたショートカットの女性書店員だった。

「ここで、藤田先生のフェアをやってたと思うんですが……」

「あ、すみません！　昨日終了したんです」

「え、もう、ですか？」

　戸惑いまじりに訊ねると、書店員の表情が途端に寂しげな笑みに変わった。

「……えっと、実は、あんまり売り上げがよくなくって、店長に入れ替えろって言われちゃって」

　ちらっとレジのほうに視線を向けたあと、躊躇いがちにだが、そう密かに教えてくれた。

「何か御入用でしたか？　取り寄せますが」

「あ、い、いえ、いいんです。すみません！」

　一葉は慌てて頭を下げると、来たばかりのあけぼの堂を後にした。
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　土曜の昼下がり、いつもより人の多い商店街をぼんやりと歩く。四、五人の子供たちがはしゃぎながら、一葉とは逆方向に駆けて行った。

　一葉はＴシャツの胸の辺りを無意識に握り締めていた。何かがこの辺りに引っ掛かっている。

　楽しみにしていた藤田先生の漫画が買えなかったこと……？

「……ううん、違う」

　心の中を整理するように、声に出した。

　商店街は昔ながらの肉屋や魚屋、総菜屋などの食料品店の他に、瀬戸物屋や金物屋、お茶屋などの日用品を売る店も並んでいる。アーケードを抜けると、一葉は眩しさに目を眇めた。

　路地へと渡る横断歩道は赤だった。

　みんな、プリン食べたかな？　そもそも山田さんたちって普段何食べてるんだろう……。

　信号待ちをしながら、取り留めもなく、そんなことを考えた。

　信号が青に変わる。

　一歩、踏み出そうとして、ふいに足が止まった。同じく信号待ちをしていた人々が一葉を避けて歩き出す。信号機のメロディは一葉の背を押すように流れ続けていた。その急かすような旋律と蝉の声とがまじり合う。

　そのとき、夕方の教室の光景が一葉の脳裏を過った。

「…………」

　しだいに、すべての音が遠ざかっていった。青い光が点滅する。胸の奥の引っ掛かりが、焦りのようなものに変わった。

「……伝えなきゃ」

　独り言のように呟いて、振り返った。そして来た道を走り出す。

　一葉は気づいた。胸に引っ掛かっていたもの。

　それは、あの書店員の寂しげな笑みだった。
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　息を切らして再びあけぼの堂に駆け込むと、あの書店員はレジに居た。交代したのか、店長の姿は見当たらない。

「あ、あの！」

　幸い誰も居ないレジ前で、肩を上下させながら、一葉は思い切って声を掛けた。

「あ、先ほどの……？」

　書店員が驚いた瞳で一葉を見つめる。

「あの、えっと……」

　息が整ってくると、勢いが削がれた。冷房に身体が冷やされていくのと同時に、頭の中も冷えてくる。そして途端に恐れが背筋を這い上ってきた。

　伝えなきゃ。そう思うのに、言葉が唇の手前で竦む。

『あのとき、私が、勇気を出して声を掛けたりしなければ、そうしたら……』

　夕暮れの教室。亜美から向けられた視線。傷つけてしまった亜美の心。

　胸に刺さった棘が、大きくなった気がした。

「どうされました？」

　書店員の声が心配するようなものに変わる。

　しかし一葉は自身を奮い立たせるかのように拳を握り締め、顔を上げた。まっすぐに視線を合わせる。

「あのっ、私、藤田先生のフェアに書かれていたＰＯＰ、とても心がこもっていて、先生へのあ、愛を感じました！　わ、私も、『旅の最果て』大好きなんです！」

　たどたどしくも、一葉は想いを伝えきった。

　この女性が描いたＰＯＰから、温かな想いを受け取ったことを伝えたかった。売り上げはよくなかったかもしれない。でも彼女の想いが伝わった人間がたったひとりでも居たことを伝えたかったのだ。

　すると、その書店員は目を瞬かせ、呆けたような顔になった。

　あ、呆れられた……。

　羞恥で頬がカッと熱くなる。

　やはり勇気を出して声を掛けたりするべきではなかったのだ。

「と、突然すみませんでしたっ」

　辛く、いたたまれない気持ちになって、一葉はその場から逃げ出すように踵を返した。

「嬉しいです」

　けれどその背中に、書店員の声が追いかけてきた。

「……え」

　恐る恐る振り返る。

「とっても嬉しいです」

　もう一度そう言うと、女性は破顔した。快活そうな相貌に、目尻にできた皺が人懐っこそうな印象を加える。

「……！」

　一葉の頬は別の意味でまた熱くなった。女性はさっと腕時計を見たあと、一葉に視線を戻す。

「私、もうすぐ上がりなんですけど、これからお時間ありません？　よかったら、お茶でも飲みながら、藤田先生のお話、もっとしませんか？」

　今度は一葉が目を瞬かせた。まるでたくさんの花々が次々に開花するかのように、胸の中に喜びが満ちていく。一葉は大きく頷いた。

「……ぜひ！」
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「すっかり話し込んじゃった」

　思わず呟いた一葉の声はこれまでになく弾んでいた。昭和荘へと続く路地を歩く。民家の玄関脇に植えられた白粉花が、小さなラッパのような赤紫の花をいくつも咲かせていた。夏の太陽はまだまだ暮れる気配はないが、夕方五時を過ぎた頃合いだった。

　仕事の終わった、あけぼの堂の書店員──松まつ風かぜ三み久くに案内されたのは、商店街から一本横道に入ったところに立つ、昭和の名残を残す古き良き喫茶店だった。

　長年この街に住んでいるというのに、こんなところに喫茶店があったことすら、一葉は知らなかった。しかも店内に漂うコーヒーの香りと優しいＢＧＭはとても居心地がよく、初めて入った店なのに、その雰囲気は不思議と身体に馴染む気がした。それは、昭和荘に少しばかり似ていたからだろうか。

「楽しかったな。ミルクセーキもおいしかったし」

　一葉は頬を緩め、素直な感想を漏らした。松風はいつも頼んでいるらしいブレンドコーヒーを飲み、その注文の仕方や店員に対する態度からも、さっぱりとした飾らない人柄が窺えた。

　松風はシングルマザーで、小学一年生になる双子の子供がいるらしく、学童保育のお迎えの時間になったのでお開きとなったのだが、そうでなければ徹夜してでも話し続けていたかもしれない。それほどまでに、お互いの藤田先生への想いは熱く、しかもそれ以外の話題でも、会話のやり取りが途切れることはなかったのだ。

　だが唯一、一葉が答えに窮した話題があった。

『夏目さんのお仕事は？　何してるの？』

　という問いだ。

　凛子のリアクションを思い出し、途端に一葉の心は閉じてしまいそうになった。けれど、藤田先生を敬愛する同士として、松風に対しては、嘘を吐いたり、誤魔化したりは絶対にしたくないと思った。

『あの……漫画家を目指して、投稿を……してまして』

　そうおずおずと正直に答えると、松風は一瞬驚いたように目を瞠った。

　ゴトリと一葉の心臓が厭な音を立てる。

　しかしその顔は、みるみる輝いていった。

『すごい！　夏目さんの描いた漫画、私も読んでみたい！』

　そのときのワクワクとした松風の表情を思い出すだけで、心があったかくなる。

　友達の居なかった一葉は、これまで、描いた漫画を身近な人間に読んでもらったことはない。しかも『読みたい』と言われたことも初めてだった。その言葉が社交辞令ではない証拠に、連絡先の交換もし、次に会う約束までしたのだ。

　漫画読みの松風に読んでもらうのは緊張するが、的確な意見も聞けそうだ。気恥ずかしいが、次に会う日が楽しみだった。

『おまえはこれからの人生でもっともっと多くの地球人と出会っていくし、その中から必ず友達もできる』

　山田の力強い言葉と笑んだ顔が脳裏に浮かんだ。

　六つも年上の松風を友達と呼ぶのはおこがましい気もするが、山田に松風とのことを早く話したくて堪らなかった。

　こんなにも身近に、こんなにも気の合う人が居たなんて。

　松風に想いを伝える決心が着いたのも、山田の励ましが一葉の心にあったからだ。

　山田さんに、お礼が言いたい。

　無性に会いたくて仕方なかった。一葉の足が自然と速まる。昭和荘への路地の角を曲がる。

「……！」

　だがそこで、一葉は息を呑んで、立ち竦んだ。門扉の前に、救急車が横付けられていたからだった。
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　心臓が早鐘を打つ。

　一体、何が……？

　一葉は自身の脚を叱咤し、昭和荘へと駆け出した。サイレンこそ鳴らしてはいないものの、狭い路地を塞ぐ救急車の存在に、近所の人々が何事かと、集まり始めている。

「一葉！」

　山田の声を辿るようにその傍に駆け寄ると、スミスと斗崎も心配そうな面持ちで車内に運び込まれるストレッチャーを見守っていた。その上に佐久間が横たわっているのが見えた瞬間、不安に胸が押し潰されそうになる。

「佐久間さん!?　どうしたんですか？　大丈夫なんですか!?」

「リブがあんまり鳴くからよ、変に思って外に出てみたら、光蔵が倒れてて」

　斗崎が説明する。

「庭の物置を整理していて、入り口の段差に躓いてしまったらしいんだ」

　腕を組んだスミスが継いだ。

「そんな……」

　そのとき、救急隊員のひとりが一葉たちの顔を見回して言った。

「どなたかおひとり、付き添いをお願いしたいのですが」

「わ、私、行きます！」

　一葉が声を上げ、乗り込むとすぐに、ハッチが閉められた。

「そんなに心配しなくても大丈夫だよ、一葉ちゃん。ただ転んだだけだから」

　佐久間が痛みに顔を歪めながらも、隣に腰掛けた一葉に必死に微笑もうとする。その様子に、胸が締め付けられた。

「佐久間さん……！」

　救急車がうなるようなサイレンを上げ始め、発進する。一葉は、痛みに耐える佐久間の手を握り締めることしかできなかった。
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　診察の結果、佐久間は骨折しておらず、足首の捻挫だけで済んだということだった。しかし佐久間の年齢を考慮して、一晩入院することになった。

「骨が折れていなくて、ほんとによかったです」

　ベッドに横たわった佐久間に声を掛ける。

「世話を掛けてすまないね、一葉ちゃん。漫画も描かなくちゃならないのに……」

「そ、そんなの、今はどうでもいいんですっ！」

　申し訳なさそうに眉を下げた佐久間に、一葉は思わず大きな声を出してしまった。

「一葉ちゃん……？」

「す……すみません、病室で大きな声を出して……」

　自分でも驚いてオロオロと俯く。

「佐久間さんは何も心配せずに、今日はゆっくり休んでくださいね」

　そう言って無理やり笑むと、一葉は病室を後にした。




　救急病院の正面玄関を出ると、そこには山田が立っていた。

「山田さん？」

　山田はすぐさま駆け寄ってきて、

「佐久間さんの具合はどうだ？　診断結果は？」

　と、矢継ぎ早に訊ねてくる。救急隊員から、搬送先の病院名は伝えられていたので、わざわざ来てくれたのだろう。一晩入院するが、骨折はしていなかったことを伝えると、山田は安堵したようだった。

　病院前のバス停から、一葉と山田はやってきたバスに乗り込んだ。最後部の座席に並んで座る。土曜の夕暮れ、通勤通学客もおらず、車内は空いていた。

　陽がみるみる落ちていく。影の濃くなっていく街並みに、先ほどの佐久間の様子を思い出し、胸がざわついた。

　ただの捻挫だった。ここは喜ぶべきところだ。

　それなのに……。

　乱れた白髪と病衣姿の佐久間は、普段よりも随分と老け込んで見えた。腰も曲がっておらず、いつも洒落た格好をしているが、佐久間ももうすぐ八十なのだ。

　勝手に震え出してしまう両手を抑えるように、一葉は膝の上で握り締めた。

　一葉の心を掠め取ろうとしていった喪失感。そのあまりの大きさで気づいてしまったのだ。

『一葉ちゃんなら絶対大丈夫！』

　いつも笑顔で声を掛けてくれる佐久間のことを、大家としてだけでなく、祖父のように慕っていたことに。

　そのとき、一葉の両手に山田の大きな手のひらがそっと重ねられた。

「山田さん……」

　視線が合うと、山田はただ頷いた。それだけで、一葉の不安も心配も、何もかもを包み込んでくれるかのような安心感があった。

　手のひらから伝わってくる山田の体温で、緊張の糸がふっと解ほどけ、目頭が熱くなる。慌てて窓の外に目を向けると、流れていく夕陽に染まった景色が滲んで見えた。
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　最寄りのバス停からやっと昭和荘に歩き着いたのだが、

「一葉チャン！」

　玄関先から斗崎が慌てた様子で駆けてくる。

「どうかしたんですか？」

　佐久間の容態は先に電話で知らせている。なので、てっきり安心しているかと思ったのに、斗崎の顔は青ざめていた。

「リブがいねぇんだ！」

「え！」

「光蔵んちの部屋ん中、全部見たけどいねぇし、庭にもいねぇし」

　そう言えば、救急車に同乗するまで、一葉もリブの姿を見ていない。

「リブとは、佐久間さんが飼っているあの小さな白い犬のことか？」

　山田が首を傾げた。

「はい、そうです、トイプードルって品種の」

「おお、一葉君に山田君、戻ってきたんだね」

　山田に説明していたとき、スミスが息を切らした様子で門扉から入ってきた。

「お隣さんや路地のお向かいの方々にも訊いてみたが、見ていないということだった」

　そして残念そうに斗崎に報告する。

「そっか……、ありがとよ。俺、救急車乗る前の光蔵から、リブのことくれぐれもって、頼まれたのに」

　斗崎は悔しそうに歯噛みした。全員が佐久間のことで頭がいっぱいで、リブのことにまで気を回す余裕がなかったのだ。

「とにかくもっと捜しましょう！」

　一葉は三人に声を掛けた。

「私、佐久間さんのお散歩コース、いくつか知ってますから、そちらに行ってみます」

「では俺もそのコースを手分けして捜索する」

　山田が言った。

「じゃあ俺は光蔵がリブを連れてよく行ってる、茶飲み友達んち見てくるよ、あ、あんたは昭和荘の裏手の家とか隠れそうな茂みとか、見てきてくれねぇか？」

「承知した」

　スミスの返事を合図に、一葉は山田とともに駆け出した。

　見慣れない救急車や人だかりに気が動転し、いつもは行かない大通りに飛び出てしまった可能性もある。

　事故にでも遭ったら……。

　考えただけで胃が締め付けられた。

　それに、もうすぐ陽が暮れる。

　リブはいつも元気いっぱいだが高齢犬であることは確かだ。食事もせずに一晩過ごすとなると、かなり心配だった。陽が落ち切る前に見つけ出してあげたい。

「山田さん、こっちです！」

　一葉は逸る心に追いつかない脚を縺れさせるようにして、路地を走った。





＊＊＊






　一葉の背中を追うようして、山田も駆け出した。

　植え込みを見つけると、一葉は腰を落として、

「リブちゃん！」

　と大きな声で呼びかける。チラリと見えるその横顔が、佐久間に対するのと同レベルで不安に染まっていた。

　山田がリブを捜すのを手伝うのは、佐久間のためでもリブのためでもない。一葉が心配だったからだ。

　そもそも山田には、なぜあの小さな犬を一葉たち地球人がそこまで必死になって捜し求めるのか、理解できなかった。あの生物が一匹居なくなったところで、その被害損失は微々たるものだ。

　……斗崎の必死さは、佐久間さんとの約束を果たすための責任感からか？

　スミスは何らかの目的があるのだろうか。同じプレアレンギス星人といっても、考え方は様々であるし、スミスは元々、読めない人物だ。恐ろしいほどに頭が切れ、仕事もできる上司なのだが、何を考えているのかいつも計り知れないところがある。

「リブちゃーん！」

　一葉の声が焦りを帯びている。

　警察犬、麻薬探知犬、盲導犬、牧羊犬……。

　犬という種族についても山田は調査していた。

　犬は地球人の生活において様々な方面で役に立っている。家庭でも犬を飼うのは番犬という役目もあるからだ。しかし、あのリブという犬は、地球人の役に立っているとは到底思えなかった。エサを与えてもらい、佐久間の腕に包くるまり、ぬくぬくと過ごしているだけ。昭和荘に誰が来ようと警戒することもなく、尻尾を振って近づいていく。

「山田さんはこっちの道を捜してみてください！　私は川岸を見てきますので」

　二股に別れた路地の角で、一葉が右手の道を指差した。息が上がっていて、こめかみには汗が流れている。すぐさま駆け出そうとするのを、山田は腕を掴んで引き留めた。

「どうして、そこまで必死になって捜す？」

　疑問をぶつけると、一葉は僅かに首を傾げ、目を瞬かせた。

「どうしてって……」

　問いの意図がまったくわからない、といった表情だった。

「俺にはあの小さな生物の存在意義が見いだせない」

　重ねて疑問を呈すると、一葉はしばし思案したあと、少し困ったように言った。

「リブちゃんは……、佐久間さんの家族だからです」

「家族？　だが、言葉も通じず、種族も違……」

「そんなの、関係ありません」

　きっぱりと否定される。

「目には見えなくても、ふたりの間には、深い繋がりがあるんです。お互いがお互いにとって、とても大切な存在なんです」

　迷いのない顔を上げた。

「だから、私は捜します」

「一葉……」

「では、こちらの道、よろしくお願いします！」

　そう言い残して、左側の道へと駆けて行った。

　役にも立たず、言葉も通じず、種族も違うのに、大切な存在……。

　一葉の言葉を反芻し、嘆息する。

　地球人の感情とは、複雑怪奇なものだ。

　けれど、もし、これが一葉だったら……？

　ふいに問いが降りてくる。

　一葉がこの犬のように忽然と姿を消してしまったら、俺は、どうする……？

　想像しただけで胸の奥が潰れるかのように痛んだ。

「これだから、地球人の身体は……っ！」

　苦い顔で言い捨てると、山田は一葉に指示された右側の道を走り出した。
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「リブちゃーん！」

　声を掛けながら、一葉は川岸の道を走る。Ｔシャツは汗でびっしょりだった。

　太陽は沈みきり、空は残照を残すばかりで、土手の下に見える川の水は黒々として見えた。その色が一葉の不安をさらに煽る。

「あれ？　夏目さん？」

　向かいから歩いてくる親子連れに声を掛けられた。

「え、松風さん!?」

「夏目さんちもこの辺？　私んち、この裏手の市営団地なんだよ」

　そう言って笑んだ松風の両側にはそれぞれ、男の子と女の子が手を繋がれていた。

「ほら、夏目さんに挨拶して？　こっちが聡そうで、こっちが華はな」

「こんにちは！」

「違うよ、もうこんばんは、だよ！」

　聡に華が手厳しい突っ込みを入れる。双子なだけあって顔はそっくりだが、性格はまったく違うようだ。

「こんばんは、聡くん、華ちゃん！」

　松風さんとは、住んでいる場所もこんなに近かったんだ！

　しかし、今はそのことに感激している場合ではない。

「あ、あの、松風さん、小さな白いトイプードルなんですけど、この辺りで見かけませんでしたか？」

「白いトイプー？　え、見てないなぁ。どうしたの？　迷子？」

「そうなんです、大家さんの愛犬なんですが、いなくなっちゃって」

　すると、つんつんと聡が松風の腕を引っ張り、訊ねた。

「お母さん、トイプーって何？」

「小さくて毛がくるくるした外国の犬のことよ！」

　松風の代わりに華が得意げに答える。

「それなら見た！」

「え！」

　聡の言葉に、一葉はつんのめりそうになった。

「どこでですか!?」

「うんとね、あっちのね、スーパーの……えっと、まる……」

「まるうめスーパー？」

　松風が助け舟を入れる。

「そうそれ、まるうめスーパー！　あの前の通り、走ってたよ。白くて、ちっちゃくて、首に黄色いリボンしてた」

　リブだ！

「ありがとうございます、聡くん！　行ってみます！」

　勢いよく頭を下げると、

「早く見つかるといいわね、気を付けて！」

「お姉ちゃん、バイバーイ！」

　三人に手を振って見送られ、一葉は踵を返した。まるうめスーパーは昭和荘の路地を出て、商店街とは反対方向にある。

　スーパーのそのずっと先にあるのは……。

「一葉！」

　路地の角で山田と再会する。

「こっちには居なかったぞ」

「そ、それが、リブちゃんを、見たって」

　息を切らしながら言う。

「どこでだ？」

「えっと、私、リブちゃんの行き先に、心当たりがあるんです！」

　一葉は一縷の望みに掛け、その場所に向かって、山田とともに走り出した。
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　たくさんの人が忙しなく行き交う自動ドアの片隅に、その白い小さな背中はあった。

　真っ白だった毛は薄汚れ、黄色いリボンは今にも解けそうになっている。薄闇の中で丸まった背は、押し寄せる不安に一生懸命に抗っているように、一葉には見えた。

「リブちゃん！」

　声を掛けると、すぐに振り向く。

「キュン」

　一声鳴いて一葉を認めたが、その場から動こうとしない。ここは、佐久間が入院している救急病院の正面玄関だった。

　救急車を追いかけて、ここまでやって来たのだろうか。一葉たちがバスで帰ったのと行き違いになったことだけは確かだろう。小さな年老いた身体でこの距離を走ってきたかと思うと、リブの健気さに一葉の胸は詰まった。

「犬のおまえは中には入れないんだ、諦めろ」

　山田がリブに向かって、しかつめらしい声で言った。

「リブちゃん、佐久間さんは大丈夫だったんだよ、すぐに帰ってくるから」

　安心させるように一葉はその頭を撫でてやった。

　けれど、リブは理解しつつも、離れがたいといったふうに項垂れるだけだ。

「いい加減にしろ」

　突然、山田がリブを抱き上げた。

「山田さん！」

　焦って止めようとする。しかし、山田は自分の目の高さまでリブを持ち上げると、

「家族のおまえまで怪我をしたら、佐久間さんが哀しむだろう？」

　その寂しげな瞳に向かってまっすぐに語りかけた。

　この正面入り口は人の出入りが激しく、誰も小さなリブには気づいていない。踏みつけられてしまう危険性もある。

「山田さん……」

『俺にはあの小さな生物の存在意義が見いだせない』

　一葉にそう告げたときの山田の懐疑的な視線とはまるで違っていた。

　リブは名残惜しそうな瞳で病院を見、そして山田の顔に視線を戻した。

「わかったのなら、昭和荘に帰るぞ」

　山田が声を和らげ、リブを胸に抱える。

「みんなが待っている」
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　微笑んだ口元のような形をした月が昇っていた。

　腕にぎこちなくリブを抱いた山田と一葉が、昭和荘へと続く路地の角を曲がると、その姿に気づいた斗崎が跳び上がる勢いで駆け寄ってくる。門の前で待っていたスミスの顔も、ホッとしたものになった。

　外灯のほわりとした丸い灯りが地面を照らしている。

　みんなが待っている昭和荘。

　一葉はこんなにも温かな気持ちで昭和荘に帰ってきたのは、初めてだった。






第八章　宇宙人、病気になる









「こらこら、そんなに箒にじゃれついたら、掃けないじゃないか」

　前庭から、リブのはしゃぎまわる鳴き声と佐久間の窘めつつも嬉しそうな声が聞こえてくる。佐久間が退院してから二週間が経っていた。今ではリブの散歩にも支障がないほどまでに回復している。

　一葉は自室で、遠くに聞こえるふたりの声を微笑ましく思いながら、原稿用紙へと向かった。今日からペン入れ作業に入る予定だ。

　そのとき、隣室の扉が開く音がする。時計を見ると、九時ちょうどだ。山田も出勤するのだろう。

「よーし、私もがんばるぞ」

　一葉が気合いを入れたときだった。廊下で何かが倒れる大きな物音がした。一葉は驚き、急いで部屋から飛び出す。

「山田さん、どうされたんですか!?」

　廊下に、山田がうつ伏せに倒れていた。やはり調査に出ようとしていたのか、いつものダークグレーのスーツ姿で、鞄も手にしている。一葉は駆け寄って跪き、肩を揺すった。

「山田さんっ！」

「一、葉……？」

　もう一度呼びかけるとやっと顔を上げた。しかし、その頬は赤く、息も荒かった。額に手を当ててみる。かなり熱い。

「熱があるみたいです！　とにかく部屋に戻りましょう！」

「いや、俺は、これから調査に……」

　山田は熱い息の合間にそう言って、立ち上がろうと廊下に肘を突いたが、すぐに崩れ落ちる。

「こんな身体じゃ無理ですよ、山田さん！」

　一葉は山田の両脇に手を差し入れ、部屋に連れ戻そうとした。

「よいっしょ！」

　が、重くて動かせない。

　どうしよう……？

　オロオロと辺りを見回す。

　そ、そうだ！

　もし山田が何かの病気だとしたら、プレアレンギス星人のことは同じプレアレンギス星人に訊いたほうがいいだろう。

「ちょ、ちょっと、ここでじっとしていてくださいね、スミスさんを呼んできますから！」

　ぐったりと廊下に横たわった山田に言い含め、一葉は二階への階段を駆け上った。
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「そんなに血相を変えて、一体どうしたんだい、一葉君？」

　二〇三号室の扉を開けると、繊細な花柄のティーセットが載ったティーワゴンが一葉の目に飛び込んできた。その奥の窓枠に腰かけ、スミスが優雅な手つきで紅茶を飲んでいた。畳の六畳間のはずなのに、一瞬、まるでここが庭園にあるガゼボかのような錯覚に陥る。

　一体、いつの間に運び込んだの……!?

　突っ込みどころ満載だったが、今はそれどころではない。

「ス、スミスさん、山田さんが！」
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　一葉は山田の肩まで布団を引き上げると、やっと一息吐いた。山田の部屋には何もないので、布団のある一葉の部屋へとスミスに運び入れてもらったのだ。

「うーむ、それにしても、山田君のこの症状は……」

　スミスが顎に指先を添え、難しい顔で山田を見下ろしている。

「スミスさんにもわからないんですか……？」

　山田の枕元に跪いた一葉が不安げに訊ねた。

　山田は眉間に皺を寄せ、苦しそうに胸を喘がせている。一見、風邪のような症状に見えるのだが、プレアレンギス星人と地球人とでは身体の造りが違うので、地球の薬や病院では治せないに違いない。

　高エネルギー体がどうとか言ってたし……。

「うむ、我々プレアレンギス星人が地球の病に罹ることはないはずなのだよ。……しかし」

　スミスの碧い瞳が何かを射るように眇められた。

「ウイルスだけは別だ」

「ウイルス……？　あのインフルエンザとかの、ですか？」

「そうだ、一葉君。ウイルスはやっかいだ。彼らのことをプレアレンギス星の言語では『寄生する異星人』と呼んでいる。我々が調査星を訪れる際には、必ず各種のワクチンを接種し、感染予防に努めている。だが、地球人にとっては無害でも、我々にだけ害を及ぼす未知のウイルスが存在する可能性もある。山田君は地球の滞在期間が長いし、調査で訪れたどこかの地で感染した恐れもあるな」

　未知のウイルスに感染……？

　途端に一葉の心配メーターが振り切れそうになる。

　山田の額には汗が浮き始めていた。

　そんな……山田さん、大丈夫なの……？

　キュッと布団の端を握り締める。

「僕に症状が出ていないのは、まだ滞在期間が短いせいか、潜伏期間なのか……」

　独り言のように言って、スミスが腕を組んで考え込んでいると、

「朝から騒いでたけど、何かあったのかよ」

　大きなノック音に続いて扉が開き、斗崎が顔を出した。ツーブロックの真っ赤な髪は今日もツンツンと逆立っている。

「あ、斗崎君、うるさくしてすみません！　実は山田さんが……」

　一葉が言い掛けると、斗崎は山田の姿を見つけ、上から睨み付ける。

「お、なんだよ、山田、風邪ひいてんのかよ。ってか、一葉チャンの布団で寝やがって」

　チッと舌打ちしたあと、

「まあ、バイト帰りに薬買ってきてやるからよ。それまでしっかり寝とけ。じゃあな、一葉チャン」

　軽く手を上げ、部屋を出て行く。素直ではないが、なんだかんだ言って、斗崎なりに心配してくれているのだろう。

「いってらっしゃい、斗崎君！」

　その背に声を掛けていると、スミスが山田の髪の毛を一本引き抜いた。

「僕も星に戻って、山田君の病の原因を突き止めてくるよ。もしウイルス感染だった場合、感染拡大に備え、彼を星に連れ帰るわけにはいかない。だからその間、一葉君に山田君のことを頼んでもいいかな？」

「もちろんです！　よろしくお願いします！」

「そうだ、逆にプレアレンギス星人の病が地球人の君に感染することはないので、そこのところは安心してほしい」

「はいっ」

　一葉の返事に頷き返すと、スミスも翻って部屋を出て行く。ポータルとして繋いでいる二〇三号室から、ペン型空間移動通信装置を使って、プレアレンギス星に戻るらしい。

　早く原因がわかって治療できるといいけど……。

　一葉は祈るような気持ちでスミスの背中を見送ったあと、苦しげな息を吐く山田に視線を戻した。

　スミスさんが戻ってくるまでに、私にできることをしなくちゃ！

「山田さん、少し、我慢してくださいね」

　まずは、この堅苦しいスーツを脱がせないと！

　一葉は布団を捲り、ジャケットのボタンを外す。そして片方ずつなんとか腕を抜き、引っ張って背中と布団の間からジャケットを引き抜いた。ネクタイも外し、ワイシャツの首元を広げてやると、少し楽になったようで、山田の眉間の皺が緩む。

「すごい汗……」

　シャツが透けるほどだった。このままでは身体が冷えてさらに熱がひどくなってしまうだろう。一葉は急いで洗面器に水を汲んでくると、タオルを濡らした。そして、山田のワイシャツのボタンを上からひとつずつ外していく。

「っ！」

　逞しい胸とうっすらと割れた腹が見えて、一葉は頬を染めてしまった。汗ばんだ肌が妙に艶めかしい。

　こ、こんなときに、私ってば……！

　自分を叱りつけ、視線を逸らしつつ、タオルを山田の胸に当てた。

　な、なるべく見ないように……。

　震えそうになる手でその表面を撫でた。山田が呼吸するたびに、胸が上下するのが伝わってくる。しかしそのとき、手首が熱い何かに包まれた。

「！」

　驚いて視線を向けると、パチリと目を開いた山田が、大きな手で一葉の手首を掴んでいた。

「山田さん!?　す、すみません、起こしてしまいましたか？」

「ここ、は……？」

　その黒い双眸は、普段の理知的な光を欠き、虚ろに辺りを見回している。

「私の部屋です。お布団で休んでもらいたくて、スミスさんに運んでいただきました」

「それは世話を掛けたな。おかげで少し楽になった。では、俺は調査に……」

　そう言って、一葉の手首から手を離し、起き上がろうとする。

「ちょ、調査!?　だめです、山田さん！　そんな身体で出掛けるなんて！」

　一葉はその肩を両手で布団に押し戻した。

「今スミスさんがプレアレンギス星に戻って、山田さんの病気の原因を調べてくださってます。だから、治療法がわかるまではここで休んでいてください！」

「いや、そういうわけにはいかない。今日は平日だ。調査は休めない」

　しかし山田は頑なに言い張る。

「あ、そうだ！　山田さんも今日は有給を使ったらいいじゃないですか！」

　前にスミスが言っていたことを思い出し、グッドアイデアとばかりに提案したが、

「いや、事前の申請が……」

　山田の表情が余計に渋くなった。

　プレアレンギス星の有給取得、結構厳しいの!?

「とにかく、俺は調査に……」

　山田が再び起き上がろうとする。

「や、山田さんっ！」

　このままでは、山田は調査に出掛けてしまう。

　無理をして、これ以上山田さんの容態が悪化してしまったら……？　もしも、スミスさんが原因を突き止める前に、山田さんの命が危うくなったら……？

　悪いほうへ悪いほうへと想像は膨らみ、一葉の中で勢いよく破裂した。

　そ、そんなの絶対にいや……っ！

「あ、あのっ、ここで、私を調査すればいいのではないでしょうか！」

　山田を引き留めるため、そんな言葉が一葉の口から飛び出していた。

「ここ、で……、一葉を？」

「そ、そうです！　前に山田さんは、まだ私を調査する必要があるって仰ってましたよね？　それでしたら、私をこの部屋で調査すれば、外に出掛けなくても、できますし……」

　言いながら恥ずかしさに声が萎む。けれど調査をしたい山田と無理をして出掛けてほしくない一葉、お互いの思惑を一致させるためには、この方法しか思いつかなかった。

「……そうか、そうだな」

　自身を納得させるようにそう呟くと、山田は布団に身体を戻した。

「じゃ、じゃあ出掛けないんですね？」

　喜びが滲む声で確認すると、山田が「ああ」と溜息まじりに返事をする。

「あ、じゃ、とりあえず、何か飲み物買ってきますね。汗をかいているから水分補給を……」

「調査が先だ」

　立ち上がろうとした一葉の手が山田に掴まれる。

「一葉は俺の傍に居ろ」

「は、はい……」

　その強い瞳に抗えない。

　まるですでに触手に捕らわれてしまったかのように、一葉はその枕元にへなへなと座り込んだ。そして覚悟をして目を瞑る。……しかし。

「なぜだ？」

　その初めて聞く狼狽えた声に驚いて目蓋を開くと、山田が探るように自身の背に腕を回していた。

「どうしたんですか？」

「触手が……出ない」

「え……、病気のせいですかね……？　やっぱり、今日はゆっくり休んだほうが」

　一葉が気遣うように言うが、山田はきっぱりと首を横に振った。

「だったら、触手を使わずに調査する。まずは一葉が自分で服を脱いでくれないか」

「……えっ」

　思わず戸惑いの声を上げてしまったが、一葉を調査するよう言ったのは自分自身であるし、辛そうに横たわっている山田にこれ以上無理をさせるのも本意ではない。

「わ、わかりました」

　今日の一葉は、肌触りが好きで盛夏によく着ているガーゼ素材の半袖ブラウスにチノパンという格好だった。正座をしたまま、おずおずと胸元のボタンに手を伸ばす。

「…………」

　山田の目の前で自ら裸になる。それは、無理やり脱がされるのとはまた違う羞恥を一葉の心にもたらした。

　競い合って鳴く蝉の声だけがやけに大きく聞こえる。

　ボタンをすべて外し終える頃には、一葉の鼓動はこれ以上なく速くなってしまっていた。

「その布も」

　ブラウスを腕から抜き取ると、山田の声がすぐさま次の指示を出す。

　一葉はキュッと唇を噛み締め、腕を背中にまわし、ブラジャーのホックを外した。スルリと肩から腕へと、山田の視線を遮っていた布地が落ちていく。

「こんなに間近で見るのは、初めてだな。これは良い調査になりそうだ」

　現れた上を向いた豊かな膨らみを山田が横になったまま、下から見上げている。一葉は両腕で胸を挟むようにして、両手を正座した膝の上で強く握り締めた。

「陽の光の下で見ると、一葉の肌の白さがさらに際立つ。それに、腰から臀部にかけてのこの曲線は、男性には見られないものだな」

　まるですみずみまで撫でていくかのようなその黒い瞳の動きから、必死に気を逸らそうとするが、一葉の想いとは裏腹に胸の先端はムクムクと勃ち上がり、形をなしていった。

「触れなくても先端が硬くなっているぞ。なぜだ？」

　それを見た山田が不思議そうに訊く。

「えっと、こ、これは……！」

　カッと頬が熱くなる。手を伸ばせば届く距離。しかし触れられてはいない。

　ただ山田さんに見られているだけなのに、どうして？

　勝手に反応を示していく自分の身体が堪らなく恥ずかしい。

「さ、寒くても、こうなることがあるんです……」

　今は真夏だけど。

「なるほど、周囲の気温にも影響を受けるのか。繊細なのだな」

　山田が納得してくれ、一葉は密かに息を吐いた。

　山田の視線がねっとりとした糸のように、乳首に絡みついているように感じる。見ないでほしいと思うのと同時に、もっと見ていてほしいような、自分でも訳が分からない気持ちになってしまう。

「じゃあ、次は下も脱いでくれ」

「で、でも、そこは……っ」

　予期していたとはいえ、僅かに躊躇いが出てしまう。

「どうした」

　責める口調ではないが、僅かな倦怠を伴った声で山田が訊ねてきた。

「だって……」

　一葉はもじもじと俯いた。勝手に尖っていった胸の先同様、下腹部も山田の視線だけで、すでに疼きを覚え始めていたからだった。

　だって、もう……。

　だが今は、早く調査を終わらせて山田を休ませなければならない。

「わ、わかりましたっ！」

　一葉は羞恥心を捨て去り、決意を込めてチノパンのジッパーを下ろすと、腰を浮かせて脱ぎ去った。そして、言われる前にショーツも取り去り、再び正座した。

「ぬ、脱ぎました！」

「では、脚を見せてくれ」

　言われて、正座を崩す。山田の前に脚を伸ばした。

「こ、こうですか？」

「ああ、一葉の脚は細くて、筋肉の付き方がしなやかだな。男性と比べて体毛もほとんどないし、肌も美しい」

　太腿から膝、そして脛へと山田の視線が流れていく。

　調査なのに、まるで褒められているかのようで面映い。そう思った次の瞬間、

「じゃあ、脚を開いてあの溝を見せてくれ」

　突如現実に引き戻された。

　山田は肘枕をし、よく見えるようにするためか横向きになった。はだけた胸元が露わになっている。

「……っ」

　早鐘を打つ心臓の音がドクドクと耳の奥で鳴り響いた。

　一葉は伸ばしていた脚と脚の間をじわじわと広げていく。薄い茂みが山田の視界に入っていく。

「よく見えないな。膝を立ててみてくれ」

　畳に後ろ手をつき、言われるままに一葉は膝を立てる。緊張から呼吸が浅くなり、自分の胸の先が上下に揺れているのが見えた。

「ん？」

　山田のその反応にピクッと肩が跳ねる。

　見えてきた溝に、何かに気づいたように山田が瞳を眇め、さらに命じた。

「もっとだ、溝を手で左右に広げてみろ」

　や、やだ、山田さんにバレちゃう……っ。

　恥ずかしくて顔から火が出そうだった。全身がしっとりと汗ばんでいくのがわかる。

　自身の淫らさを自身の手で暴かされる。そんな自虐的な行為を地球人代表の一葉は甘んじて受け入れるしかないのだ。

　一葉は脚をＭ字に割り開いたまま、股間に向かって両手を伸ばす。そして、貝のように閉じた割れ目を左右に広げた。案の定、くちゅりと水音が立った。

「んふっ」

　潤んだ蜜口に新鮮な空気が流れ込んできて、思わず鼻から抜けるような吐息を漏らしてしまう。一葉の秘裂はとっくに蜜を垂らしていたのだ。

「なぜ、もう濡れているんだ？」

　やはりすぐに気づいた山田に問い詰められる。

「ここは、胸の先を弄られる等の刺激で快感を得ることによって、体液が漏出してくるのではなかったのか？」

　訊ねながら、確認するように山田がその美麗な顔をぐっと近づけてきた。

「そ、そんな近くにっ」

　後ずさりしたい気持ちを必死に堪えて声を上げる。

　濡れそぼった茂み。左右でひくつく花襞。その上で紅く熟れている秘芽。漂う淫蕩な香り。すべてが山田の眼前に晒され、究極の羞恥に、もうこのまま気絶してしまったほうがどれだけ楽だろうかと一葉は思った。けれど、その下腹部にはさらに熱が生まれ、無理やり開かれた割れ目からは透明な露が次から次へと溢れ出してしまう。

「み、見られてる、から……です」

　秘裂に指先を添えたまま、他に理由も見つからず、一葉は喘ぐような声で正直に伝えた。

「それだけで？」

　しかし山田は納得がいかないといった表情だった。一葉は頷くしかない。それが事実なのだから。

「では、以前の調査結果は間違っていたということだな？　刺激は関係なく、他人にここを見られると、一葉は快感を得、この液体が溢れてくるというわけか」

「そ、それは違いますっ」

「違う？　どこがだ？」

「え、えっと、その……」

　一葉は手を離すと、首を傾げ、しばし考える。

　どうして山田に見られるだけで濡れてしまうのかはわからない。だけど、山田以外に見られても、濡れることは絶対にないことだけはわかる。

　それに、こんなに胸がドキドキすることも……。

　そのとき、山田が片腕を伸ばしてきて、一葉の眼鏡を外してしまった。

「！」

「詳しく教えてくれ、一葉」

　裸になってしまった瞳に、まっすぐな視線を向けられる。身体だけでなく、心の奥底まで黒い瞳に見透かされてしまった気分になる。

　そ、そうだ、調査なんだから、正確に答えないと山田さんに迷惑を掛けちゃう……。

「だ、誰でもいいわけじゃないんです！　山田さん……だからです。訂正します。山田さんに見られているから、です！」

　一葉は自身の心の中を探り探り、洗いざらいを叫ぶように言った。

「…………」

　が、山田からの返事がない。いつまでも沈黙が続く。

　あ、あれ？

　その表情はよく見えない。

「山田さん？」

「それは……、一葉が快感を得られるのは、俺からだけだ、という意味になるが……」

　やっと口を開いた山田の声は、困惑しているように聞こえた。しかし、すぐに何かに思い当たったようで。

「ああ、そうか。俺が異星人だから、特別な反応を示しているんだな？」

「い、いえ、たぶん、それも違います。山田さんが地球人だったとしても、私は……」

　そう答えかけたときだった。山田が急に肘を突いて起き上がる。そして一葉の身体に向かって両腕を伸ばしてきた。

「！」

　えっ、抱き締められる……!?

　そう思ったのも束の間、山田は一葉の背後に落ちていたブラウスを取り上げ、肩に掛けてくれただけだった。

「今日の調査は、これで終わりだ」

「……えっ」

　突然の終了宣告に一葉は一瞬呆気にとられる。一葉のぼやけた視界の中で、山田が眉を顰めているのがわかった。

「あ、あのっ、すみません！　私、何か間違ったことを……？」

　ブラウスの裾を握り締め、おどおどとその顔を見返すが、山田はふいと顔を背け、布団に横になった。

「山田さん!?」

「いつ部長が帰ってくるかわからない。早く服を着るんだ」

「でもっ」

　一葉に向けられた山田の背中は、もうそれ以上、何も言ってくれそうもない。

　しかし、調査が終わりなら、山田はこれでゆっくり休めるのだ。

「は、はい……」

　一葉は服を身に着け、眼鏡を掛けると、立ち上がった。

「わ、私、飲み物買ってきますね」

　その背に声を掛け、一葉は戸惑いの感情を押し隠すようにして急いで部屋を出た。
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　だいぶ陽が傾いてきた。レースのカーテンを閉め、伸びてきた陽射しを遮る。

　一葉は山田の眠る枕元に戻ると、浮き出た額の汗をタオルで拭き取った。それくらいのことしかできない自分がもどかしい。

　スミスはまだ戻らない。

　気を紛らわせようと、原稿のペン入れをしようかと机についてみたが、結局集中できずにやめた。

　突然終了した調査のあと、一葉は昭和荘から一番近くにある自動販売機でスポーツドリンクを買ってきて山田に飲ませ、氷枕を敷いて寝かせた。氷枕は佐久間に事情を話し、貸してもらったものだ。

　仰向けに眠る山田の表情は幾分穏やかになっていて、熱も少し引いてきたようだった。

『今日の調査は、これで終わりだ』

　当惑に揺れた声。何かを無理やり振り切るかのように向けられた背中。それらを思い出すと、山田の健康状態と相まって、心配と不安とで一葉の胸は痛んだ。

　スミスさん、どうか早く……。

　祈るようにタオルを握り締めたときだった。二階から階段を駆け下りてくる足音が聞こえてくる。

「一葉君、わかったぞ！」

　扉を開けるなりスミスが叫んだ。

「スミスさん！　や、山田さんは大丈夫なんですか？　治療法は!?」

　一葉はすぐさま立ち上がり、スミスに詰め寄ってしまう。

「安心してくれ。幸いなことに、案じていたウイルス感染ではなかった」

　それを聞いた途端、一葉は安堵で崩れ落ちそうになった。

「実は彼から、とある化合物が検出されたのだ」

「化合物……？」

「……部長？」

　ふたりの話し声で目が覚めたのか、山田が起き上がろうとする。一葉は慌てて隣に寄り添い、その背中を支えた。

「一葉、ありがとう」

　そう礼を言ってくれる山田の声はいつものもので、内心ホッとする。

「山田君、もう起き上がれるようになったのだね」

「部長、ご迷惑を掛けました。それで、その化合物とは」

　山田の様子を見て、スミスも安心したようにその場に腰を下ろすと、ふたりに向かって説明を始めた。

「ああ、その、とある化合物を摂取すると、我々プレアレンギス星人の身体ではまったく分解することができず、今朝の山田君のような発熱、眩暈などの症状が出てしまうらしい。だが、汗や尿からなど、とにかくそれらが体外へと排出されれば、正常な状態に戻ると研究部より報告を受けた」

「なるほど、そうだったんですね……」

　しっかりと汗もかいたし水分も摂ったので、山田の症状は収まってきたのだろう。

「じゃあ、あともうしばらく水分を摂って休めば、山田さんは完全に回復するってことですね！」

「うむ。だが、この化合物を山田君が一体どこで摂取してしまったのかという疑問が残る……」

　神妙な面持ちでスミスが顎に手を添えたときだった。

「おーい、山田！　まだ生きてるか？」

　大声とともに斗崎が扉を開いた。

「あ、お帰りなさい、斗崎君！」

「ただいま、一葉チャン。ほら、約束通り、薬買ってきてやったぞ」

　陽気にそう言うと、山田に向かって何かを投げて寄越した。山田がパシッと片手で受け取ったものを見て、一葉は目を丸くする。

「斗崎君、これって缶ビール！」

「そうさ、一葉チャン。風邪ひいたときはビール飲んでさっさと寝ちまう。それに越した薬はねぇよ」

　そう言って、豪快に笑う。

「でも、お酒なんて……！」

「いやいや、これが効くんだって」

「何？　これが地球の特効薬なのかい？　ちょっと、見せてくれないか」

　スミスが興味津々といった様子で山田の手から缶ビールを取り上げる。

「いえ、スミスさん、それは薬じゃなくって！」

「ってか、昨日も一本分けてやっただろ？　飲んでねぇのかよ？」

「あれなら飲んでみたが、ひどく不味かったぞ」

　山田が斗崎を恨みがましい目で見上げた。

「はあ？　不味かった？　もったいねぇな！　せっかくもらった新商品の試供品だったのによ。おまえになんかやるんじゃなかったぜ」

　チッと舌打ちした斗崎に続いて、スミスが焦った声を上げた。

「や、山田君、これを飲んだのはいつだい？」

「今朝、調査に出る前ですが」

「えっ、山田さん、朝からビール飲んだんですか!?」

「ああ、昨夜遅く部屋にこいつがやって来て、うまいから必ず飲め、と無理やり押し付けられたんだ。だから今朝、飲んでみたんだが。地球人はこんなものがうまいと感じるのか」

　その味を思い出したのか、山田の眉間に深い皺が刻まれた。

「これだ！　山田君の病の原因！」

　突如スミスが叫んだ。

「ここに、あの化合物の名前が書いてある！　摂取した時間から言っても間違いない！」

　手に持っていた缶ビールを全員に見えるよう掲げた。

「えっ、スミスさん、もしかして、とある化合物の名前って……」

「アルコール、というものだ！」

「え──────！」

　山田の症状は今朝飲んだという缶ビールのせいだったのだ。理由がわかり、一葉は一気に肩の力が抜ける。二度とアルコールを摂取しなければ、山田が再びあんな状態になることはないのだ。

「ということは……俺のこの症状は、おまえが無理やり飲ませたあの飲料のせいだったわけか」

　山田が睨み付けると、

「なんだよ、風邪じゃなくてただの二日酔いだったのか？　下戸なら下戸って言っとけよ、山田」

　やれやれと言った顔で斗崎が胸の前で腕を組んだ。

「だからおまえ、俺のこと、呼び捨てにするなとあれほど……！」

「山田さん、怒るとこ違いますから！」

　一葉は斗崎に食って掛かろうとする山田を必死に宥める。

「これは興味深い。ちょっと研究部に回してくる」

「おい、スミス、どうせ飲まねぇなら、その缶ビール返せよ！」

　立ち上がったスミスから、斗崎が缶ビールを取り返そうとする。

「薫かおるっ！　おまえ、部長まで呼び捨てにするとは……っ」

　途端に、斗崎の耳たぶがぶわっと赤くなった。

「くっそ、山田！　俺を下の名前で呼ぶなっつっただろ！」

「ん？　斗崎君の名は薫と言うのかい？　いい響きではないか、薫君」

「て、てめぇら……っ！　許さねぇ！」

「ちょっと、三人とも！　山田さんも、まだ寝てなきゃ！」

　ドタバタと騒がしい部屋の中で、山田の腕を引っ張る。

　よかった。本当に、よかった……！

　ようやく元気が戻ってきた山田の姿を前に、一葉は微笑みながらも、込み上げてきそうになる涙を堪えるので必死だった。






第九章　宇宙人と最後の花火と









　空はすでに藍色に染まっていた。

　佐久間の住む一軒家の庭へと通じる潜り戸を抜けると、途端に斗崎が尻上がりの口笛を吹いて親指を立てた。

「一葉チャン、その浴衣、すっげー似合ってるぜ」

「……あ、ありがとう、斗崎君」

「ね、私が言った通りでしょ？　絶対似合うって思ってたのよ！」

　紺地に紅白の椿が描かれた浴衣に赤い帯を締めた一葉の隣で、松風が誇らしげに言った。「ありがとうございます……、松風さん」

　それでも一葉は気恥ずかしくて俯いてしまう。松風が昔着ていたという浴衣を貸してくれ、着付けまでしてくれたのだ。

　松風は白地に桔梗柄という大人っぽい浴衣を着ていた。帯はからし色だ。明るい色のショートカットのうなじがいつもより色っぽく見える。

　今日は夜流川市の花火大会があるので、佐久間が自宅の縁側にみんなを招待してくれたのだ。距離的には少し遠いが、高い建物もなく、ゆっくりと座って鑑賞できるので、混み合う現地に出向くよりよっぽどいいらしい。生垣に囲まれた庭は、隅に松の木があるくらいで、庭というより小さな広場といった感じだった。

「お姉ちゃん、きれい！」

「まとめた髪もとっても素敵！」

　先に庭で遊んでいた聡と華も寄ってきて、口々に褒めてくれる。

「ありがとう。聡くんと華ちゃんもすごく可愛いです」

「えへへ」

　一葉が腰を落として笑みを向けると、聡が照れたように首筋を掻いた。華はくるりと回ってみせる。金魚柄の浴衣にピンクの兵児帯が愛らしかった。聡は鮮やかなグリーンの甚平を着ていて、龍の絵柄が描かれた抹茶色の甚平を着た斗崎と並ぶと、初対面のはずなのにお揃いのようで微笑ましかった。

「一葉君、なんと……！」

　近づいてきたスミスが一葉を上から下まで眺めると、そこで言葉を詰まらせ、口元を手で覆った。

「ス、スミスさん？」

　スミスは黒字に白い縦縞の入った浴衣に白帯を締めていた。金髪碧眼になぜかしっくりと似合っている。きっと何でも着こなしてしまうのだろう。

「今日という日に感謝するよ！　君のこの姿は僕の一葉君ファイルに永久保存だ」

「え、そのファイルって……」

　怯えた声で訊ねようとしたとき、山田が近づいて来た。

　それだけで、ドクンと胸が大きく鳴る。

　山田の纏う浴衣は、無地の涼やかな灰色の麻地に黒い帯という組み合わせだった。広い肩幅とスラリとした体格がより引き立っている。

　わ、わっ、なんでだろう、直視できない！

　そういえば、スーツ姿以外の山田を初めて見る。

「一葉……」

　傍にやってきた山田に声を掛けられたときだった。

「さあさあ、スイカですよ。みなさん、どうぞ」

　三角にカットされたスイカが載った盆を手に、佐久間が屋内から縁側へと出てきた。その後ろからリブも嬉しそうに付いてくる。

「おじいちゃん、僕スイカ大好き！」

「聡、いただきますしてからでしょ！」

　早速手を伸ばそうとした聡を華が叱る。

　縁側に置かれたスイカの盆を囲むように、全員が集まった。

「いただきます！」

　ひとつずつ手に取ると、それぞれに縁側や庭に置かれた二台の縁台へと向かう。

「佐久間さん、今日は私たちまで誘っていただいて、ありがとうございます。でも、逆にお気を遣わせたんじゃないですか？」

　縁側に座った松風が畳に腰を下ろしている佐久間を振り向いて、申し訳なさそうに言った。

「いやいや、お子さん方がリブを見つけてくれたそうだね。こちらこそ、ありがとう」

　佐久間はゆったりとした動作でうちわを扇ぎながら目尻の皺を深めると、庭ではしゃぎ回っているリブを見つめた。たくさんの人がいるせいか、今日のリブはいつもより興奮気味だ。

「おい、聡、おまえ、種飛ばせるか？」

　庭の右手にある縁台に腰かけた斗崎がスイカを一口齧って、種を器用に飛ばす。

「お、お兄ちゃん、すげー！」

　その隣に座った聡の瞳がキラキラと輝き出した。

「僕もやる！」

「なんだい、薫君、その競技は？」

　スミスも興味深げに傍に寄っていく。

「もう、これだから男子はっ」

　それを横目で見て、華が呆れている。

　ふふっと笑いながら、一葉が庭の左手に置かれた縁台に腰かけると、その隣に山田がやってきた。

「っ」

　またもや、胸が騒ぐ。

　ど、どうしてっ!?

「あ、浴衣、着方とか、わかりました？　大丈夫でしたか？　私、まったく知らなくて、松風さんに全部やってもらっちゃって」

　煩い鼓動を誤魔化すように、一葉はどうでもいいことを口走った。

「まあ、これもスーツ同様、着たというより、薫に借りたカタログの写真を見ながら、自身のエネルギーを物質化させただけだからな。特に問題はない」

「あ、そ、そうなんですね！　え、えっと……あ、山田さん、花火、初めてなんですか？」

「ああ、金属の炎色反応の違いを利用した、日本の夏の風物詩らしいな。とても興味深い」

「それは、よ、よかったです……」

　それ以上の会話は続かず、一葉はシャクッとスイカを齧った。甘い水分と冷えた感触が喉を通り過ぎていく。

　蚊取り線香のほのかな匂い。湿った夜気。

　お互い無言でスイカを食べ終えた。

　そういえば、さっき山田さん、何か言い掛けてたような……。

「あの」

　そのときだった。腹に響く破裂音とともに、帳の降りた空に鮮やかな花が散った。

　リブが一目散に庭から佐久間の腕へと飛び込んでいく。

　花火大会が始まったのだ。

「わあ、きれい！」

「すごぉーい！」

　華と聡が歓声を上げた。

　生垣の上に、次々と大輪の花が打ち上がっていく。佐久間が座敷の灯りを消すと、さらに花火の彩りが鮮やかになった。佐久間が言っていたように、少しばかり遠いが、視界を遮るものは何もなく、見ごたえは充分だった。

「たまや～！」

　斗崎が叫ぶ。

「その掛け声はどういう意味だい？」

「知らね。気分が盛り上がるんじゃね？」

　スミスの問いに、斗崎が適当に答えている。

　一葉はもちろん、八月の末日に夜流川市で毎年花火大会が催されていることは知っていた。しかし、友達の居ない一葉が誰かと見に行った経験はなく、ひとりで見上げたこともなかった。

　いつも部屋に籠り、漫画を描くことに無理やり専念していた。花火の打ち上がる音を聞くのも苦手だった。あの花火の下に集っているのだろう楽しげな人々のことを想像すると、自身の孤独が一層際立ち、無性に寂しさが増すのだ。

　一葉は花火から庭へと視線を落とした。縁台に座り、喜色満面で花火に見入る聡と華。その隣で何か小競り合いをしている斗崎とスミス。縁側では松風が微笑みながら、腕にリブを抱いた佐久間は穏やかな表情で、夜空を見上げている。

　そして、興味深そうに腕を組んで隣に座っている山田。

　みんなの顔に等しく、色とりどりの光の破片が映っていた。

　それを見ていると、なぜだか泣き出したいくらいに胸がじんとした。

　いつの間にかこんなにも、一葉にも大切な繋がりができていたのだ。

「一葉」

　ふいに、山田が一葉の耳元に顔を寄せてきた。

「その浴衣という衣装、よく似合っている」

「あ、ありがとうございます……」

　一葉は首筋を赤くし、照れて俯いた。

「こんなこと、エージェントの俺が言ってはいけないと、自覚している、だが」

　花火の打ち上がる音に掻き消されてしまいそうな、密やかで苦しげな声だった。

「本当は一葉のその姿、他の誰にも、見せたくない」

「…………っ」

　心臓に、ギュッと絞られるような、甘い痛みが走る。

「山田さん……」

　顔を向けると、一葉をまっすぐに見つめる山田の黒い双眸に、幾重もの光の花が咲いていた。その奥に、熱のようなものを感じる。

「私も、」

　一葉が言葉を紡ごうとしたときだった。夜空から音と光が消え、辺りがしんと静まった。

　急に揺り起こされて、夢の世界から現実に引き戻されたような、奇妙な感じがした。

「えー。もう終わりなの？」

「もっと見た～い！」

　聡と華が振り返り、駄々をこねる。

「今は仕掛け花火の時間なんだよ」

「そっか、さすがに仕掛けまではこっから見えねぇか」

　佐久間が教えてやると、斗崎が頭の後ろで腕を組んで、残念そうに言った。

「じゃー、花火、まだ上がるの？」

「そうだよ。だけど、その前に、みんなに言っておきたいことがあってね」

　聡に答えてから、佐久間は立ち上がると、灯りを点けて縁側の縁までやって来た。

「実は今日集まってもらったのは、花火を見るためだけじゃないんだよ」

　その声音と表情は佐久間のいつも通りの穏やかなものだった。

「佐久間さん……？」

　それなのに、一葉は佐久間から発せられる違和感を敏感に感じ取り、胸がざわめいた。

「この前は、怪我をしてしまった私のために、みんなにはとても迷惑をかけてしまったね。リブも探し回ってくれたそうで、ありがとう」

　佐久間は深々と頭を下げた。そんな佐久間をリブが腕の中からキョトンとした目で見上げている。

「そんなことかよ、別に気にしてねぇし」

「そうだよ、佐久間さん。助け合うのは必定」

　斗崎とスミスが口々に言ったが、佐久間は緩く頭かぶりを振った。そして、全員の顔をゆっくりと見つめたあと、口を開いた。

「今回のことを機に、私は息子夫婦と暮らすことに決めたよ」

　静かな声だったが、決然と言って、佐久間は微笑んだ。

「以前から、息子には散々言われていたのだよ、一緒に暮らそう、とね。でも今回のことで、私自身、ひとりで暮らす自信がなくなってしまった」

　自嘲気味に言ってリブの頭を撫でた。

「おじいちゃん、どこか行くの？」

　華が不安げな声で訊いた。

「そうだよ、ずっと北のほうに」

　まるでその地を見遣るかのように佐久間が視線を投げた。その瞳に、一葉は微かな諦観と哀しみが宿っているのに気づく。

「私も息子たちも、もうこの夜流川の地に戻ってくることはない。だからこの土地は売りに出すことに決めたんだよ」

「え、それじゃあ……」

　一葉の揺らいだ声に、佐久間が硬い表情で頷き返す。

「昭和荘もこの家も取り壊して、更地にしなければならない。みんなには大変申し訳ないが、来年の三月いっぱいまでに昭和荘を退去してもらうことになる」

　吸い込んだ息が喉でヒュッと変な音を立てた。

　昭和荘が、なくなる……。

　にわかには現実が呑み込めなかった。

　全員が押し黙ったまま、重たい時間が流れた。

　佐久間の年齢を考えると、息子の心配はもっともだし、ひとり暮らしよりも孫たちと一緒のほうが安心に決まっている。

　それが理解できるから、誰も何も言えないのだ。

「すまないね……」

　佐久間がもう一度頭を下げたとき、夜空がパッと明るくなった。仕掛け花火が終わり、最後の打ち上げ花火が始まったのだ。

　乱れ打たれる太鼓の音ねのような激しい音とともに、花々が重なりながら次々に開花していく。その様子は過ぎ去ろうとする夏の背中を押すようで、思わず、引き留めるかのように、一葉は腕を伸ばしたくなった。

　みんなと見る、最初で……最後の花火。

　一葉は全員の顔とともに、心に焼き付けようと夜空に目を凝らした。けれども、じわじわとその輪郭がぼやけていく。

　そのとき、今年最後の一輪が夜空に咲いて、消えた。

　墨色の空には、夏の残骸のように、灰白色の煙だけがいつまでも漂っていた。
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　九月も半ばになったのに、気温にはあまり変化は感じられなかった。けれど、水面を撫でて吹いてくる朝の風には、確実に秋の気配が含まれている。

　水辺の公園のベンチにひとり腰かけた一葉は、あけぼの堂のビニール袋を抱き締めていた。

　もうどれだけの時間、ここでこうしているだろう。

　袋の中には、一葉が投稿した新人賞の結果が載った『月刊ボンジュール』が入っている。実は発売日だった昨日、買ってきたものだったが、一日袋を開ける勇気が出ず、今日こそ結果に向き合おうと、自身が一番落ち着くこの水辺の公園に朝からやって来たのだった。

　いつまでもこうしているわけにはいかない。それはわかっている。だけど。そんな問答を何百回と繰り返したあと、やっと決心をつけて、袋を開いた。バクバクと心臓が鳴っている。

　裏表紙を捲り、結果の載ったページ番号を確認すると、雑誌を繰った。目的のページに近づいていくたび、手のひらに、脇に、冷たい汗をかく。指先にまで鼓動が伝わり、雑誌を持つ手が震えた。

　……ここ、だ。

　開いたページに視線を這わせ、隅々まで自分の名前を探す。

「…………」

　木立から降り注ぐ楽しげな小鳥たちの囀りが、一葉の耳から、遠のいていった。
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　昭和荘への路地を歩く。角を曲がると、道を塞ぐように、黒塗りの大きな車が停まっていた。

「！」

　思わず回れ右をしそうになる。しかし、一葉の姿を認めたらしき運転手が慌てた様子で車を降りてきて、後部座席のドアをすぐさま開いた。

　サングラスを外しながら降りてきたのは、一葉の母親・澄すみ子こだった。

　豊かな巻き毛に、高級ブランドのタイトなワンピース。高いヒールを穿いた脚は細く、とても五十代には見えない。

「朝からどこに行っていたの。何度も電話したのよ」

　苛立った金属的な声。

「あれ、スマホ……？　あ、ご、ごめんなさい、部屋に置いてきて……」

　言われて初めて気づいた。だが、一葉の言葉を遮るように、手入れされた指先が、革のバッグから『月刊ボンジュール』をぞんざいに取り出した。

「海江田が買ってきたわ。今回もダメだったみたいね」

　口端を上げて笑う。冷艶な澄子の相貌が、より冷やかな印象になった。

「…………」

　一葉は何も言えずに俯く。

「さっき佐久間さんにもご挨拶してきたわ。ここ、取り壊されるそうじゃない」

　そう言って、昭和荘に向けた視線は、何か汚らわしいものでも見るかのようだった。

「それに、年が明けたらあなたも三十。もう充分でしょ？　いい加減、諦めもついたでしょう？」

　わざとらしい大きな溜息を吐いたあと、

「一葉、車に乗りなさい」

　澄子が命じた。

「え……どこに……行くんですか？」

　一葉が戸惑っている隙に、澄子が運転手に視線を投げる。彼はそそくさと近づいてきて、一葉の腕を掴んだ。

「あなたは今から、見合いをするのよ」

「えっ、お見合い!?」

　その瞬間、なぜか山田の顔が脳裏を過った。

「で、でも、私……っ」

　一葉は抗うように運転手の手を振り解こうとするが、澄子は一葉の一切を拒絶するかのごとく胸の前で腕を組んだ。

「あなたに断る理由なんて、まだあるのかしら？」

「……っ」

「こうでもしないと、あなたはいつまでたっても、夢を諦めきれないじゃない」

　そう言い捨てると、澄子はさっさと車に乗り込んでしまった。

「一葉さま、どうかお車へお願いします」

　運転手が眉を下げ、申し訳なさそうに言う。

　一葉は唇を噛み締めると、振り返って、朝の陽射しの中に佇む昭和荘を仰ぎ見た。
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　朝番のバイトに出ようと、斗崎は玄関へと向かった。来春から高校に通うことを見越して、なるべく日中の勤務へとシフトを移行してもらっているところだ。

　だが、扉を開けた途端、斗崎の目に、磨き上げられた黒塗りの高級車が飛び込んできた。

　……こんな狭い路地にセンチュリーかよ。

　内心、悪態を吐く。

　しかし、後部座席の窓を覆うカーテンの隙間から、見知った横顔が見え、思わず素っ頓狂な声を上げてしまった。

「一葉チャン？」

　もちろん、その声は届くことなく、高級車は滑らかに発進して昭和荘の前から走り去った。

　なんなんだよ、一葉チャン……。あんな車に乗って、どこ行ったんだ？

　無理やり乗せられたという雰囲気はなかったので、犯罪ではないとわかった。けれども、一葉の表情が暗く、硬かったことが気にかかる。

「おはよう、薫ちゃん、バイトに行くのかね？」

　そこにリブを連れた佐久間がやってきた。

「あ、光蔵！　今、一葉チャンが」

　言い掛けると、佐久間は穏やかな表情のまま頷き、眉だけを少し、曇らせた。

「……そうか、行ってしまったのだね」

「どういうことだよ？　一葉チャンはどこ行ったんだ？」

　斗崎のスニーカーを、リブがふんふんと、のんきに嗅いでいる。

「薫ちゃんは心配しなくても大丈夫。ほら、リブ、散歩に行くよ」

　そう言って、リブの散歩紐を引いて歩き出そうとする佐久間の腕を思わず掴んだ。

「おい、待てよ光蔵！　心配しなくても大丈夫だって？　一葉チャン、泣きそうな顔だったぜ？　これが心配せずにいられっかよ!?」

　斗崎が息巻くと、佐久間は諦めたように息を吐いた。そしてリブを腕に抱え上げ、重い口を開く。

「一葉ちゃんは、実は……、夏目建設のひとり娘なんだよ」

「夏目、建設……？　って、あの、夏目建設か!?」

　声が裏返った。

　学のない自分でも知っている。日本を代表する大手ゼネコンだ。テレビコマーシャルで見ない日はないし、誰もが名前を聞いたことのあるタワーやスタジアム、美術館、橋など、数々の大物建築を手掛けている。

「そんなお嬢様が、なんで、こんなとこに……」

　思わず昭和荘を振り返った。大家である佐久間を前に失礼なことを言っているのは承知しているが、斗崎の暴言はいつものことなので、佐久間も気にしている様子はない。

「一葉ちゃんの亡くなったおじいさんと私は、昔、ちょっとした顔なじみでね」

　光蔵、どんだけ顔広いんだよ！

　すかさず心の中で突っ込みを入れ、先を急ぐ。

「一葉ちゃんは子供の頃からずっと、夏目建設に入るか、婿を取って跡を継げと、両親に言われ続けてきたらしい」

「え、でも、あいつは漫画家に……」

「そうだ。だから家出同然でこの昭和荘にやって来たのだよ」

「なんてこった……」

　斗崎は頭を抱えた。

「で、あのいかつい高級車は、まさか家出した一葉チャンを今さら連れ戻しに来たのか!?」

　そこで、佐久間は一瞬言い淀んだ。

「その……、一葉ちゃんは今日……、婿を取るためのお見合いをするらしいんだ」

「……っ!!」

　目を見開いた。

「な、なんでだよ！　漫画はどうすんだよ！」

「それは、一葉ちゃん自身が承諾したのなら……私には何とも」

「くっそ！」

　大声で悪態を吐くと、斗崎は昭和荘の玄関に舞い戻った。

　一葉にはあれから何度か作文を見てもらったが、そのときもファミレスで一緒に飯を食った。もちろん、山田とスミスもくっついてきたが。

　うぬぼれだと言われるかもしれねぇが、ファミレスでも、一葉チャンは、すげー楽しそうだった。

　金持ちの片鱗など一切見えなかった。

　見せなかった……のか？　いや、一葉チャンにそんな裏はねぇ。

　だって、七年だ。この貧乏下宿に住んで、内職して食い繋いで、夢を追いかけて。

　生半可な気持ちじゃなかったはずだ。

　──夏目建設のひとり娘。

　それがどれだけすごいことなのか、正直斗崎には想像がつかない。だが一葉には、歩もうと思えばもっともっと、簡単で楽な道があったはずなのだ。

　それなのに。

「なんで今さら見合いなんて！　くっそ！」

　再び大きな声で悪態を吐く。

　そして、悔しいが、斗崎の足が向かったその先は、山田の部屋だった。
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　宇宙空間での定時連絡を終え、山田は昭和荘の一〇二号室に戻ってきた。畳に胡坐をかき、パネルを浮かび上がらせると、最後の報告書を見返した。

『どうした、浮かない顔をしているが？』

　連絡係の声が蘇る。

『おまえの地球での仕事は終わったんだ。喜ぶべきところではないのか？』

「山田っ、居るか!?」

　そのとき、無遠慮なノック音に続いて、扉が開く。山田は瞬時にパネルを消した。

「なんだ、薫」

　最近は呼び捨てされることをいちいち咎めることを諦め、斗崎の嫌がる名前で呼ぶことで対抗している。

「一葉チャンがっ！」

「一葉がどうした」

　血相を変えた斗崎の様子に、すぐさま立ち上がった。

「見合い、するって、今日、これから！」

　斗崎は息を切らしながら山田に詰め寄ってくると、両腕を掴んで揺さぶる。

「いいのかよ、山田は、それで、いいのかよ!?」

「見合いとはなんだ」

「おまえな～！」

　山田の返答に、斗崎がぐったりと肩を落とし、疲労感を滲ませる。

「こう、男と女が出会わされて、うまくいけばふたりは結婚すんだよ！」

「結婚……？」

「だからっ、一葉チャンが今日出会った男と、結婚するかもしれねぇってことだよ！　結婚の意味くらいはわかるよな!?」

　山田は突然斗崎の腕を振り払った。そして、扉に向かって走り出す。

「お、おいっ、山田？」

「どこだっ」

　しかし、ドアノブに手を掛けたところで、振り返った。

「へ？」

「一葉は、今、どこにいる!?」
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　高級ホテルの一室で一葉を待ち受けていたのは、澄子の専属ヘアメイクだった。

　大きな鏡の前に座らされ、服も髪も手早く手が加えられていく。

　一葉が着せられたのは薄紫色の清楚なワンピース。ネックレスとイヤリングはお揃いのデザインのダイヤモンドだった。長い前髪は一葉の大きな瞳が見えるよう横に流され、黒髪は上品なハーフアップにまとめられた。黒縁眼鏡ももちろん取り上げられ、コンタクトレンズに。普段はしない化粧を施され、やっと解放されると、部屋の外には父親の執事である海江田が待っていた。

「お久しぶりです、一葉さま」

「お、お久しぶりです、海江田さん」

　おずおずと頭を下げる。

　最後に会ったときより、随分と白髪が増えている気がする。しかし、いつでも自分を律するような凛とした姿勢は変わっていなかった。

「一葉さま、昔のように、わたくしのことは海江田、とお呼び捨てください」

　そう言われても、子供の頃の無邪気さはもう発揮できない。

「こうして拝見すると、お若い頃の澄子さまそっくりで……」

　感慨に耽ったように一葉の姿を細めた目で眺めたあと、海江田は自身を叱責するかのごとくすぐに我に返り、廊下を歩き出した。一葉もすごすごとそのあとに続く。

　ロビーを通りすぎるとき、すれ違う人が幾人も一葉を振り返った。

　……やっぱり変なんだ。私がこんな格好、似合ってるわけない……。

　胸が痛くなりながらも、一葉にはもう、海江田のあとに付いて、見合いの席へと通じるこの道を歩き続けるしかないのだ。

『あなたに断る理由なんて、まだあるのかしら？』

　澄子の言葉に、何も言い返せなかった。

　七年間投稿し続け、三十歳を目前にして、またデビューできなかったのだ。

『あなたに才能なんてあるわけない』

　母親に言い続けられた言葉。

　わかっていたけれど、どうしても、夢を諦めきれなかった。

　漫画が好きなのだ。

　大好きなのだ。

　希望を与えてくれた。

　孤独を照らしてくれた。

　藤田先生の漫画と出会った自分と同じように、自分の描いた漫画が誰かを、一筋でも照らすことができれば。

　そんな夢を抱いだき続けてきた。

　──だけど、昭和荘も無くなってしまう。

　藤田先生がデビューするまで住んだ時田荘そっくりの昭和荘。そんな昭和荘が取り壊されるということは、藤田先生へと繋がる道──漫画家への道をもう諦めろと、とうとう啓示されたかのような気がした。

　夢を叶えることのできなかった一葉に残された道は、両親の希望通り婿を取り、夏目建設を継ぐことだけ。

　山田さんに、謝らなくちゃ……。もう、調査には協力できないって……。

『俺は、おまえ以外の地球人を調査する気などない』

　山田の言葉を思い出すと、胸が苦しくなる。この苦しさは約束を守れない罪悪感だろうか。

　山田さん……。

　もう一度だけ、最後にその名を唱え、そして、一葉は心の蓋を閉じた。

「一葉さまをお連れしました」

　ホテル内のフレンチレストランの個室。海江田に案内され中に入ると、皺ひとつない真っ白なクロスが掛けられたテーブルの片側に、父親の正まさ人とと澄子が並んで座っていた。

「やはり、見違えたわね」

　一葉を見た澄子の機嫌はなぜかすこぶる良かった。奥に座っている正人は腕を組んで、瞑想でもするかのように目を瞑っている。ロマンスグレーの髪を後方に撫でつけ、貫禄のある身体はオーダーメイドの品のあるスーツに包まれていた。仕事で忙しい父親とは、子供の頃から、ほとんど会話らしい会話を交わしたことはなかった。

「ご無沙汰しております……、お父様」

　一葉は小さな声で挨拶をし、自身も椅子に腰掛けた。

　落ち着いた琥珀色の木壁に囲まれた室内は、豪華なシャンデリアに照らし出されていた。足元は履き慣れないヒールが沈み込むほどのふかふかの絨毯。最奥の壁には、美術の教科書にも名前が載っている画家の作品が、さりげなく飾られていた。

「貴き島じま様がお見えになりました」

　海江田の声がして顔を上げると、開かれた扉から、男性とその両親と思しき三人が入ってきた。一葉たちも立ち上がって迎える。

「お待たせして申し訳ありません」

「いえいえ、こちらこそ、今日はお時間を作っていただき、ありがとうございます」

　母親らしき着物姿の初老の女性に、澄子がよそ行きの声で答えた。

　一葉の向かいに座ったのは、ふくよかで優しそうな顔つきをした三十代半ばほどの男性だった。暑いのか、緊張しているのか、額の汗をハンカチで拭っている。真ん中で分けた黒髪は艶々としていた。

「では、改めまして、本日はよろしくお願い致します」

　全員が着席すると、澄子が張り切った声を出した。

「一葉。こちら、うちの会社で働いていただいている貴島晴はる彦ひこさんよ。お年は三十八でしたわよね？　東大の建築学科を出たあと、アメリカの大学でＭＢＡも取得されている秀才よ。将来、うちの経営陣に加わっていただくのが楽しみだわ」

「いえ、そんな」

　うっとりとした顔で言った澄子に、晴彦が恐縮したようにまた汗を拭く。

「一葉さんは今、何のお仕事をされているのでしたかしら？　夏目建設にはお勤めではないとか？」

　神経質そうな金縁の眼鏡を掛けた晴彦の母親が水を向ける。

「私は……」

「家事手伝いをしておりますの」

　澄子がすぐさま一葉の言葉を継いだ。

「ひとり娘だからって、この年まで甘やかしすぎましたわ」

「いやいや、一葉さんは今どき珍しい、深窓の令嬢といった感じですものな。しかも、お母様と揃ってあの有名な女子大をご卒業だとか。才色兼備とは一葉さんのためにあるような言葉ですな」

　ハッハッハと晴彦の父親が豪快に笑った。

「ほんと、うちの晴彦さんに何もかもぴったりですわ。それに、お勤めでないのなら、すぐに家庭に入ることが可能ですわね」

「もちろんですわ。優秀な晴彦さんの傍らで、妻としてお力添えしていくのが一葉の役目」

　澄子が満足そうに頷く。

「それはそれは、五代目の誕生もすぐですな」

「まあ、あなたったら気が早いこと」

　晴彦の母親が夫を笑顔で嗜めている。

「…………」

　目の前で繰り広げられている光景が、まるで他人事のように流れていった。

　ここは、これから一葉が生きていく虚飾にまみれた世界の入り口に過ぎないのだ。

　夏目建設を継ぐであろう晴彦を支え、次代の夏目建設を担う子を産む。

　……それが私の、これからの人生。

　一葉自身の人間性はまるで求められていない。

　これは『お見合い』ではなく、『顔合わせ』なのだと、鈍感な一葉もようやく気づいた。一葉以外の全員が予定調和の元、会話を進めている。もしかしたら、挙式の日取りもすでに決まっているのかもしれない。

　けれども、夏目建設のひとり娘という以外に、何の取り柄もない一葉には、この結婚を拒否する権利も資格もないのだ。

　これまでの夢や想いは全部、心の中に閉じ込めて、私は、この目の前の人と、生きていくんだ……。

　子供の頃みたいに、母親の言いなりになって、黙ってやり過ごせばいいだけなのだ。

　……やっぱり、こんな私が地球人代表だなんて。

　自嘲した瞬間、山田の顔が脳裏を過る。途端に心の蓋が開きそうになった。

「……葉、一葉？」

　澄子の声にハッと我に返る。

「は、はいっ」

「何をぼんやりしているの」

　隣から、小さな声で責められる。

「あの……、それで、一葉さんのご趣味は？」

　いつの間にか話題が変わっていたようだ。畏まった晴彦が一葉に問いかけている。

「え、えっと、読書、です」

　椅子の上で居ずまいを正しながら、無理やり笑みを作った。

「まあ。晴彦さんと同じね！　ねえ、晴彦さん」

「ええ、僕も読書は大好きです。最近は、専らビジネス書ばかりですが。一葉さんはどんなものがお好きなのですか？」

「私は……」

　考えを巡らす一葉の脳内に、藤田先生の漫画の登場人物たちがいっせいに広がった。いつも一葉に勇気を与えてくれ、応援してくれている、たくさんの仲間たち。胸の奥が温かくなった。どれかひとつの作品など選べない。

「私は、藤田先生の漫画が大好きで」

　そう答えた瞬間、晴彦の眉根が怪訝に寄った。

「それは、あの子供向け漫画の？　藤田藤衛門ですか？」

「ま、まさか！」

　澄子が甲高い声を上げた。

「藤田瑛一郎ですよ、直木賞作家の！」

「ああ、それでしたら、僕も読みました」

　晴彦が安堵したように表情を緩めた。

「一葉さんの口から、漫画、と聞こえた気がしまして」

「漫画なんて、ねぇ。聡明な一葉さんがお読みになるわけないでしょう？」

　苦笑しながら、晴彦の母親が澄子に同意を求めている。

「ははは、申し訳ありません。どうも緊張していまして。漫画なんて、昨今クールジャパンだとか呼ばれていますが、あんなもの、汚らわしい欲望の詰まった産物としか、僕には言いようがありませんね。ア、アダルティーなものも、多いですし」

　汗を拭く晴彦の目に嫌悪が見えた。

「…………」

　胸を、刃物で刺されたかと思った。

　その開いた傷口から、閉じ込めておいたはずの想いが次々に飛び出していく。

「……私が好きなのは、藤田瑛一郎ではありません。藤田藤衛門先生です」

　下を向いたまま、一葉はぼそりと呟いた。

「え……？　今、なんと」

　晴彦が目を瞬かせている。一葉はバンッとテーブルに手をついて、立ち上がった。目の前の貴島親子がビクリと肩を震わせる。

「汚らわしい欲望なんて詰まっていません！　希望ですっ！　漫画には、人々を救う、たくさんの希望が詰まっているんです！」

「一葉、何を言っているの！　座りなさいっ」

　今にも割れそうな金属的な声で澄子が一葉を咎める。静かに流れていたクラシック曲が掻き消された。

「それに、私は、」

　けれど一葉は、立ち上がったまま、目の前で怯えたように肩を竦ませている晴彦をまっすぐに見据えた。

　──この人じゃない。

　蓋が開いてしまった心は、途端に苦しさを訴えてくる。

　やっと。

　やっとわかった。

『本当は一葉のその姿、他の誰にも、見せたくない』

　花火の打ち上がる中、山田に言われた言葉。

『私も、』

　あのとき、私はなんて応えようとしたの……？

　──誰より、山田さんに、見ていただきたかったんです。

　そうだ、私……。

　目頭がじわりと熱くなった。

『だ、誰でもいいわけじゃないんです！　山田さん……だからです。訂正します。山田さんに見られているから、です！』

　どうして、山田だけなのか。

　他の誰でもなく、どうして、山田なのか。

　甘く優しいキスをされると、どうして心が苦しかったのか。

　──もう、とっくに、山田さんは、私にとって特別だったんだ。

『プレアレンギス星は地球から三万光年離れている。それでも俺はこうやって、夏目と出会えたじゃないか』

　──私は、出会ってしまった。

　この、誰かを特別に想う感情は……。

　私は、山田さんが──。

「好きな人が、居るんです！」

　叫びながら、我慢できずに、込み上げてきた涙がつっと頬を伝った。

「いい加減にしなさい、一葉っ！　申し訳ありません、晴彦さん、この子、どうかして」

「謝る必要はない」

　毅然とした低い声が澄子の言葉を遮った。驚いて声のほうを振り返ると、初めて言葉を発した正人が、そんな一葉の眼差しをしっかりと受け止めた。

「一葉、行きなさい」

　そして正人は、一葉を視線で扉へと促す。

「何を仰ってるの、あなた！」

「おまえは黙りなさい！」

　一喝されると、澄子は目を見開いて押し黙ってしまった。

「一葉。私には、おまえの勇気が眩しかった」

「……勇気……？」

「ああ、私には、おまえのような勇気はなかったからな。自分の夢のために何もかもを捨てる勇気が」

　そこで正人はふっと自嘲した。

「私は、本当は、なれるものなら画家になりたかった」

「！」

　初めて聞いた父の夢だった。

「だが、祖父の代から続く、この夏目建設を継ぐことから、私は逃れられなかった。いや、用意された道を歩むことしか、私にはできなかったんだ。だから、大学を出た途端、自分の夢のために何もかもを捨てて出て行ったおまえが、正直羨ましかったよ」

　そう言って、正人は溜息まじりにだが、微笑んだ。そんな父親の顔を、一葉は初めて見た。胸が締め付けられた。

　数千人の社員を抱え、休みもなく仕事に明け暮れ、スーツ姿以外の格好を見ることなどほとんどなかった。学校行事に来てくれた記憶もなく、広い屋敷ですれ違うことさえ稀だった。

「さあ、行きなさい、一葉。壁に描かれた最後の一葉のように、どこまでもしがみついて、人々に希望を与える漫画を描くんだ。おまえの夢を、好きな人を、好きなだけ、追いかけるんだ」

「で、でも……」

　涙で、父親の顔が歪んで見えた。声が震えた。初めて、愛されていたのだと気づいた。けれど、自分がこの場を台無しにしてしまった事の重大さにも、改めて気づいた。父親をはじめ、これから多くの人々が被るだろう迷惑を考えると、今さらながら、足が竦んだ。

「どうした、行きなさい。あとのことは心配するな。私はこれでもおまえの父親だ」

　正人が柔和な声で言い含める。

「私が一番守りたいものは、夏目建設でもない、世間体でもない。一葉、おまえの幸せなんだ」

　胸の奥がこれ以上なく、熱くなった。喉元で大きくなった塊が、嗚咽となって込み上げてくる。涙で顔をくしゃくしゃにさせて、一葉は頭を下げた。

「お、お父様、ありがとう、ございます……！　お、お母、様……っ、貴島家の皆様、す、すみませんっ！」

　一葉は苦虫を噛み潰したような顔をした澄子と、目の前で呆然としている貴島親子にも頭を下げると、翻って部屋を飛び出した。





＊






　手の甲で涙を拭いながら、一葉はロビーを駆け抜けた。くるくると回転するドアに身体を滑り込ませると、

「お、お客さま!?」

　背後から、ドアボーイの慌てた声が聞こえた。けれど一葉は、行き交う人々の間を縫うようにしてホテルの玄関から走り出す。

「……はあっ、山田さん、山田さん、山田さん……っ」

　切れる息の合間に、閉じ込めていた想いが溢れ出した。その名を呼べば呼ぶほど、恋しい気持ちが募っていく。

　山田さんに、会いたい……っ、早く！

「！」

　心臓が大きくひと鳴りした。視界に飛び込んできたのは、見慣れたダークグレーのスーツ。

「一葉っ」

　向かいから、山田が切羽詰まった表情でこちらに駆けてきていた。

「山田さんっ、どうして、ここに!?」

　目の前までやってきた山田は、一葉の両肩をがっしりと掴んだ。

「一葉、結婚、するのかっ？」

　そして、息を弾ませながら訊いてくる。

「し、しません！　私、断ってきちゃい……」

　一葉が即答した次の瞬間、ガバリ、と腕の中に抱き寄せられた。

「……っ、山田さん!?」

　戸惑いの声を上げるが、山田はさらに強く抱き締めてくる。息苦しいくらいのそのきつい抱擁に、山田への想いがさらに込み上げてきた。

「山田さん、私やっとわかったんですっ、私……私っ、山田さんの、ことがっ」

　高揚した気持ちのままに、その腕の中から想いを告げようとした、が。

「一葉」

　まるでその先を拒むかのように、山田が腕を伸ばして一葉の身体を引き剥がした。

「山田、さん……？」

　不安げにその顔を見上げる。山田は目を伏せ、必死に何かを抑え込んでいるかのような、頑なな表情をしていた。

『今日の調査は、これで終わりだ』

　突然、背を向けられたあのときと同じように。

「合格した」

「……？」

　一瞬、山田が何のことを言っているのかわからず、首を傾げた。

「一葉。地球は、合格したんだ」

　噛み締めるように、山田がもう一度言った。

「……っ！」

　一葉は目を瞠った。

　地球に合格の判定が下されたのだ。地球は、地球人は、滅ぼされなくて済んだのだ。

「よかった……！　よかったです……！」

　一葉の胸に一気に喜びが溢れてくる。しかし。

　山田の手が、温もりが、するりと肩から離れていった。

「地球の調査は終わった。だから俺は、プレアレンギス星に帰る」

　一葉の心は、喜びの絶頂から、すぐさま暗い奈落の底へと、突き落とされた。






第十章　さよなら、宇宙人









　昭和荘の一〇二号室では、ささやかな送別会が執り行われていた。

　斗崎の買ってきた酒やジュース、つまみ、菓子類が、これでもかと、いつもは何もない六畳間に広げられている。

「ここを取り壊すことになったせいで、早く出て行くことになったのではないかな？」

　リブを膝に乗せた佐久間が心配そうに訊ねた。リブは安心しきった様子でうとうとと居眠りをしている。

「いえいえ、ちょうど出張が終わりとなったのです。佐久間さんのせいではありませんよ」

　笑みを湛えたスミスが、自前のティーカップで紅茶を口に運びながら答えた。

「ま、出張が終わったっつっても、日本のどこかには居るんだろ？　連絡先、教えとけよ。俺も次の引っ越し先決まったら教えるからよ」

　すでに酔いの回っている斗崎が山田に絡んでいる。

「ああ、後でな」

　山田がそっけなく答えると、斗崎はハッと何かに気づいた顔になった。

「もしかしてあんたたちの会社って、外資系ってやつか？　次の赴任先は日本じゃねぇのか？」

「まだ、先のことは何もわからないのだよ、薫君」

　そう言って、スミスが困り顔でカップをソーサーに戻した。

「へぇ。大変なんだなぁ」

　斗崎はしみじみと言ってビールを呷ったかと思うと、突然ニヤニヤとした笑みを浮かべた。

「でも、そんなこと言ってどうせあんたら、一葉チャンにだけは会いに来るつもりだろ？　なあ、山田？」

　しかし、そんな斗崎に山田は何も答えず、ポッチンプリンを食べ続けている。

「…………」

　一葉の胸がツキンと痛んだ。それを隠すように、オレンジジュースを口にした。

　山田とスミスの帰る先はこの地球上のどこでもない。三万光年も離れたプレアレンギス星なのだ。地球への判定が下された今、その判断材料を集めるという山田の仕事は終了し、再び地球を訪れる理由はもうない。

　どうして今まで考えなかったのだろう。いつか、山田が帰ってしまうことを。

　いや、無意識のうちに考えないようにしていたのかもしれない。

　三万光年──光の速度で進んで三万年かかる距離。

　三十八万キロしか離れていない月に行くことさえやっとの地球人が、プレアレンギス星にまで到達できる技術を開発することなど、一葉が生きているうちにはきっとない。一葉のほうから山田の星を訪れることは叶わない。

　──もう、二度と、会えないのだ。

「なんだよ、山田！　俺にはナイショにするつもりか!?」

「こらこら薫ちゃん、あまり詮索するものではないよ」

　ぐいぐいと山田に詰め寄る斗崎を、佐久間が窘める。

「だってよぉ、突然じゃねぇか。昭和荘が無くなるまで、まだ半年もあるんだぜ？」

　言いながら、斗崎は目元を腕で覆った。

「それなのに……もう出て行っちまうなんて、寂しいじゃねぇかよ……」

「斗崎君……」

　急に一〇二号室の空気が沈んだ。斗崎なりに山田とスミスとの別れを惜しんでいたのだ。彼にとっても、ふたりの存在は大きなものとなっていたに違いない。

「なんなんだよ、山田、スミス……ばかやろう」

　山田の肩に凭れかかってぶつぶつ言っていたが、その声はすぐに寝息へと変わっていった。

「これが、アルコールによる泣き上戸というやつか」

　呆れたように言って、山田は斗崎の腕を肩にかけ、身体を抱え上げた。

「部屋に置いてくる」

「すまないね、山田君。じゃあ、私もそろそろお暇するよ。夜も更けてしまったしね」

　佐久間もリブを抱いて腰を上げた。

「あ、じゃあ、私、送っていきます！」

「いやいや、ここで結構だよ、一葉ちゃん。リブも居てくれるからね」

　立ち上がった一葉を佐久間がやんわりと制した。

「佐久間さん」

　するとスミスもすっと立ち上がり、恭しく手を差し出した。

「このたびは、貴殿の甚大なる協力に、組織を代表して感謝申し上げる」

「いえいえ、お役に立てたのなら、光栄でした」

　穏和に笑んで、佐久間がその手を握り返す。

　佐久間もふたりの素性を知っていたのだろうか？　もしかして、昭和荘を拠点として調査したことも、何か理由があったのだろうか？

　目の前で交わされる握手に、一葉は疑問を抱くが、深くは訊かないほうがいいのだろうと結論付けた。佐久間の交友関係には底知れないものがある。

　佐久間が出て行き、山田も斗崎を二階へと連れて行くと、部屋にはスミスとふたりだけになった。

「改めて、一葉君にもお礼を言わせてもらうよ。君のお陰で調査が順調に済み、地球は合格となったと言っても過言ではないからね」

「そんな……」

「一葉君を調査した山田君の報告書を通して、地球人の身体の複雑さ、構造の美しさは元より、思いやりや優しさ、夢に向かって懸命に努力を積み重ねるひたむきさ、そして種族を超えた深い情を持っていることなど、地球人の性質の素晴らしさが上層部に伝わったのだよ」

　初めて聞かされる山田の報告書の中身。

　山田がそんなふうに一葉のことを見てくれていたのかと思うと、胸が熱くなった。

「一葉君、本当にありがとう」

「こちらこそ、ありがとうございました」

　差し出された手を一葉も握り返そうとしたが、スミスは膝を折って、その甲に軽く口づけた。

「！」

「山田君の居ない隙にね」

　そう言って、パチンと悪戯っぽくウインクをする。

「スミスさんってば……！」

　込み上げていた涙が笑いに変わった。スミス流の気遣いなのだ。

　そのとき、扉が開いて、山田が戻ってきた。さっとスミスが手を離す。

「では、僕は先に行くよ、山田君」

　スミスが何食わぬ顔で、入れ違いに部屋を出て行こうとする。

　スミスの持つペン型空間移動通信装置のポータルとなっている二〇三号室に向かうのだろう。

「スミスさん、お見送りします」

「いや、僕も結構だよ。余計に辛くなってしまうからね」

　そう言って、スミスは苦笑いした。しかし、すぐに神妙な顔つきになると、山田に視線を向けた。

「山田君、わかっていると思うが、地球の合格判定は、まだ『内定』段階だ。今、エージェントである君が規約を破れば、この内定は取り消されてしまう可能性がある。僕だって、君の努力を無にしたくはない」

　初めて見る、スミスの上司としての顔だった。

「……承知しています、部長」

　山田が硬い声で答えた。

「では、一葉君。さよならは言わないよ」

　手を振って、まるで単に自分の部屋に戻るかのように、スミスは軽やかに一〇二号室を出て行った。一葉はその背中に向かって頭を下げる。胸の奥が寂しさでじんと染まった。

　山田とふたりきりになった部屋に沈黙が降りた。

「あ、えっと、と、斗崎君は大丈夫でしたか？」

　散らかっている部屋を片付けながら、一葉が気まずい空気を破るように訊ねると、

「ああ、ベッドに置いてきた」

　山田はぞんざいに答えた。だが、きちんと斗崎を寝かしてきたのだと一葉にはもうわかっている。山田の優しさを、一葉はもう知っているのだ。

「一葉、」

　腕を掴まれ、引き寄せられた。切れ長の双眸に間近に見下ろされる。

「最後に、伝えたいことがある」

『最後』という言葉に、胸が勝手に痛んだ。

「一葉に知っておいて欲しいんだ。俺の、本当の名前を」

「山田さんの、本当の名前……？」

「そうだ、プレアレンギスの言語は地球人の身体では発音できない。だから、イメージとして、伝える」

　山田が顔を近づけてきた。思わず、目を瞑る。額同士がつき合わされた。

　その瞬間。

　一葉の脳内にぶわっと春の風のようなものが流れ込んできた。

　それは、美しい色彩を纏った眩い煌めきのような。いつまでも聴いていたい快い旋律のような。どこまでも広がる壮大な海のような。

　言葉には決してできない、山田の本当の名前。

「あ……」

　温かな涙が頬を伝っていく。

　目蓋を上げると、澄んだ黒い瞳に見つめられていた。

「……伝わりました、山田さんの、名前。とってもあったかい名前……んっ」

　思い余ったように、唇が重ねられた。柔らかな唇同士が触れると、すぐに歯列を割って、舌を絡められる。

「ん、ふ……ぁっ」

　熱い吐息が漏れる。顔の角度を変え、何度も何度も、山田は深く繋がろうとする。

「一葉……」

　口づけの合間に呼ばれる声に切なくなる。

　私も山田さんの本当の名前を呼びたい……。

　でもそれは叶わない。

　地球人とプレアレンギス星人。もう二度と会えない、大好きな人。

　銀糸を引きながら、唇が離れると、痛いほどの喪失感が襲ってきた。

「以前、一葉が濡れるのは、俺だけだと言ったよな？　……俺もだ」

　掴まれたままだった手が山田の股間に導かれた。そこは、硬く張り詰めていた。

「……！」

「俺がこうなるのも、一葉、おまえだけだ」

　手のひらから、滾るような熱が伝わってくる。

「こうなった男性器を女性側に挿入するのだろう？　地球人の男女がする、この行為の意味も、知った」

　真摯な眼差しが一葉の心を一途に捕らえた。

「俺がその行為をしたいのは、この宇宙で、一葉だけだ」

「山田、さん……っ」

　嗚咽とともに涙が零れた。

「俺が最後に一葉に伝えられるのは、これだけなんだ」

　苦しげに伝えられるその言葉の意味はもう、ひとつしかないのに。

　理由はわからない。けれど胸に秘めたこの想いは、伝えてはいけないのだ。

「私もです、山田さんとしたい。山田さんとしか、したくないです……っ」

　告げた瞬間、畳の上に押し倒された。

　眼鏡を外され、再び唇が重ねられる。

　キスをしながら、山田はジャケットを脱ぎ捨てた。そして、もどかしげに右手でネクタイを緩めて抜き取り、左手で一葉のＴシャツを捲り上げる。その焦ったような、性急な動きは、一葉を求める山田の想いの強さのようで、胸が甘く締め付けられた。

　ブラも剥ぎ取られ、現れた膨らみに手のひらが添えられる。

　少しざらついた大きく厚い手のひらの感触。

「ん……っ」

　あえかな声が漏れ出てしまう。

　触手ではなく、山田の手に触れられ、これは調査ではないと実感する。込み上げてくる喜びを噛み締めるように、一葉はその初めての感触に感じ入った。

「あ、あ……！」

　両手で柔らかさを確かめるように、張りのある豊かな膨らみを揉み込まれたあと、その頂を親指の腹でそれぞれ、すり潰すように捏ねられた。

「ん、んんん……っ」

　両端から、ずん、と強い刺激が身体の奥に走り抜ける。粒はさらに刺激を欲しがるかのように淫らに勃ち上がり、その色を濃くした。

「尖って、硬くなったな」

　耳朶に山田の低い声が触れると、背筋をぞくりとしたものが駆け抜ける。

「……気持ち、いいからです、」

　頬を染めながら一葉が伝えた。

「山田さんに触れられてるから……」

　すると、山田は堪えきれないといったふうに一葉のジーンズも脱がせてしまった。

「ここも、濡れている」

　そして染みのできた下着を見てそう言った山田の声にも、喜びが滲んでいるように感じられた。一葉は嬉しさと恥ずかしさにキュッと唇を噛み締める。

　ショーツの中に手が入り込んできた。

「ん……、んんっ」

　薄い茂みを掻き分け、溢れ出した露を確かめるように、にゅちゅりと、割れ目を上下になぞられる。

「あっ！」

　指先が膨らんだ秘芽を捉えた。思わず身震いしてしまう。じんじんと痺れるように疼く秘玉を弄られると、さらに露が溢れた。一葉の口元からは熱く甘い吐息が漏れる。

「どんどん、体液が溢れてくるな」

「だって、山田さんの指、が……！」

　ごつごつとした節くれ立った太い中指が蜜口に忍び込んできた。

「あ、ああっ」

「すごく、熱い」

「ん……っ！」

　すぐさまもう一本、侵入してくる。探るように、広げるように、蜜壺を掻き回される。

「あ、んんん、あっ！」

　止とどまることを知らない一葉の蜜液が、山田の指をぐっしょりと濡らすのがわかった。

「すまない、一葉。もう」

　突然、山田の指が引き抜かれ、スラックスに向かった。そこは、これ以上なく昂っている。

「これを、おまえのなかに挿れたい」

　眉を顰め、苦しげに伝えられた欲望に、一葉はすぐにコクリと頷いた。

「私も、早く山田さんとひとつになりたいです……っ」

　答えた途端、両膝を持ち上げられた。恥ずかしい体勢にカッと全身が火照る。

「一葉」

「あ……！」

　淫露を滴らせた蜜口にあてがわれたのは、ずっしりとした質量を持った、灼熱のような切っ先。すぐに、それが一葉の中へと割り入ってきた。

「あ、あああああ……っ」

　一葉は背中をのけ反らせ、高い声で喘いだ。

　隘路を押し広げられる痛み。息をするのも忘れてしまうような強烈な充溢感。

　触手と、まったく違う……っ！

　山田の雄茎は、熱く硬い鋼のようだった。先端部分を呑み込んだだけで、目が眩みそうになる。

「く……っ、これが、男性器で感じる、一葉のなか、か」

　涙でぼやけた視界の向こうで、山田が眉根を寄せた。

「こんな感覚、初めてだ。これまでに感じたことのないほど、一葉は気持ちがいい」

「山田、さん……！」

「一葉、痛いのか？　大丈夫か？」

　気遣うように一葉の前髪を梳きながら問う山田に、一葉は首を横に振った。

　自分が山田に快感を与えている。その幸福な事実は痛みさえ消し飛ばしてしまう。

「では、奥へ進めてもいいか？　もっと深く、一葉と繋がりたいんだ」

「は、はい……っ、私も、もっと、山田さんと……んんっ！」

　一葉が頷くか早いか、グッと腰を引き寄せられた。剛直が一葉の身体を貫いていく。

「ああっ、山田、さんっ！」

　縋るように名を呼ぶと、腕の中に強く抱き締められた。その間にも、じわじわと杭が突き進んでいく。

「あ、んんんぁ……っ」

　汗が迸る。息が上がる。全身が溶けそうなほどに熱い。

「一葉、すべて、入り切った……。これで、俺たちはひとつだ」

　目蓋を上げると、山田の黒く美しい瞳が一葉を慈しむように見下ろしている。

　山田さんと、ひとつ……。

　宇宙が誕生して一三八億年。

　山田と出会って、一緒に過ごして、ひとつになったこの時間は、瞬きにも満たない、ほんの、ほんの、ほんの一瞬。

　そんな至福の一瞬を与えてくれた山田に伝えたい。

「ありがとうございます、山田さん。私と、出会ってくださって、本当に、ありがとう、ございます……っ」

　目尻から次々と、感謝の想いが涙となって溢れた。

「一葉……俺は……」

　山田の言葉は続かない。何かを懸命に押し殺すように、その唇が引き締められた。けれど、一葉のすべてを受け止めるように、唇が合わせられた。それは、いつもの甘く、優しいキス。

「ん……」

　そして、言葉の代わりに、山田の想いをぶつけるかのような、激しい抽送が始まった。

「あああ、んん、んんっ！」

　腰を掴まれ、熱杭が抜き差しされる。

「あ、すごい、山田さん、私……っ」

　うわごとのように叫んだ。ずくずくと官能の熱を孕んだ肉壁を熱棒に擦られ、悦楽が高まっていく。

「一葉、そんなに、締め付けるな……！」

　山田の精悍な顔が歪められた。

「で、でも勝手に……っ、ああっ」

　ビクビクと媚肉が戦慄き、またもや山田を食い締めてしまう。繋がった場所から泡立った淫水が溢れた。

　頭の頂点から足の爪先まで、山田を感じる。山田しか、もう感じない。この宇宙に存在するのは、繋がり合った山田と一葉のふたりだけ。昭和荘の六畳間が、そんな幻想的で甘い空間に思えた。

「あ、山田さん、私、もう……！」

　快感の果てが近づいている。

「山田さん、山田さん……！」

　好きです、大好きです、山田さんっ！

「一葉、まっ……、かな…………」

　山田の唇が動き、何か言葉を形作った。でも、その声はもう聞こえない。

「え、何？　何ですか!?」

　必死に手を伸ばす。けれど、迫りくる絶頂に一葉の意識は遠のきそうになる。

「いや……っ、山田さん！」

　必死に首を横に振る。その拍子に涙が左右に散った。

「山田さん……っ!!」

　山田の瞳が柔らかく笑んだ。その瞬間、目の前が白んで、ふっと、一葉の意識は途切れた。





＊






　目覚めた一葉はふらふらと畳の上に置き上がった。

　朝方の薄日の差す、家財道具など一切ない、昭和荘の一〇二号室。

　……何もかも、最初からなかったみたい。

　ぼんやりと辺りを見回した。しかし、身体の奥に残る鈍痛が、一葉に現実を知らしめる。

「……ぅうう」

　瞬間、呻くような嗚咽が漏れた。

「うっ、あ、ああ、あああああっ……！」

　一葉は畳みに突っ伏し、呼吸を引き攣らせ、大声を上げて泣いた。

　胸が引き裂かれる痛み。

　それは、今の一葉にとって比喩ではなかった。

「うぇっ、ああ、やまださん、う、や、やまだ、さん……っ、やま、だ……さ、ううぅ」

　二度と会えない愛しい人の名を呼ぶ。応える人の居ない六畳間に、一葉の泣き叫ぶ声だけが行き場を失くして降り積もる。

「うぁっ、誰か……と、深く関わることが、こんなに……、苦しいなんてっ」

　肩を震わせ、胸を喘がせ、手の甲で何度も何度も目元を拭った。それでも、涙はさらに溢れ出てくる。

「こんな……気持ちに、なるのなら、こんな……こんな、この気持ちは……っ」

　一葉は涙の流れ続ける顔を上げ、壁に手をつき、立ち上がった。ふらつく脚で扉を出て、隣の自室に戻る。そして、窓際の机上に置いていた仕上がり間近の原稿へと歩み寄った。

「……この気持ちは、私の、一生の宝物」

　一葉は、原稿を手に取り、真っ二つに引き裂いた。

「私には、……今の私には、もっと、描くべき物語がある」






第十一章　宇宙人と春の足音









　やかんの載った石油ストーブが、飴色をした板張りの床に橙色の暖かな光を映している。

　昭和荘の談話室。

　中央に置かれた座卓で、赤い綿入れに埋うずまるようにして一葉は原稿を描いていた。その斜向かいでは斗崎が作文に熱心に取り組んでいる。吹きつける北風が窓枠をカタカタと揺らした。室内にはペンの走る音とやかんから出る、シュンシュンという湯気の音のみ。

　昭和荘の各部屋には暖房設備が付いていないので、作業をする時間が合うときは、節約も兼ねて、ふたりでこの部屋を使っている。それに、真剣に勉強に励む斗崎の姿は、一葉の励みにもなっていた。

「こんにちは～、がんばってる？」

　そのとき、戸が開いて、松風が顔を出した。一葉は手を止めて、笑顔を上げる。

「いらっしゃいです、松風さん！　早くストーブに当たってください！」

　松風は厚手のダッフルコートを着て、首元にはぐるぐるとマフラーを巻いていたが、やはり寒かったのだろう、その鼻先は赤い。

「あれ？　聡くんと華ちゃんはご一緒じゃないんですか？」

「あ、ふたりは佐久間さんちでリブちゃんと遊んでる」

「なるほど」

　リブと戯れる双子の光景が目に浮かび、一葉はふふっと笑んだ。聡も華もリブのことが大好きで、佐久間の家にもよく遊びに来ているそうだ。

「松風サン、それ、なんすか？」

　斗崎が松風の手に提げられている、タッパーの入ったビニール袋を目ざとく見つける。

「あ、これ、ふたりに差し入れ。実家からお餅がいっぱい届いて、三人じゃ食べきれなくて」

「やった！　俺、今年初！」

「そういえば、私もまだお餅食べてないです」

　今日は一月八日。年も明けて、すでに一週間が経っていた。

「ちょっと、ふたりとも、がんばりすぎ！　佐久間さんちで台所借りてくるから、できたら休憩にしましょ？」

「あざっす！　あ、俺、きな粉餅！」

　すかさず斗崎がリクエストする。

「了解！　一葉ちゃんはどうする？」

「私は、お醤油でお願いします！」

「オッケー！」

　松風が出て行くと、一葉と斗崎は座卓上を片付けた。そして湯呑みを持ち寄り、やかんのお湯でお茶を淹れる。

　松風が調理された餅を皿に載せて戻ってくると、聡と華、そして佐久間とリブもやってきた。きな粉餅と海苔の巻かれた磯辺餅の皿が並べられた座卓をみんなで囲む。

「わーい！　僕、きな粉の食べる！　きな粉大好き！」

「聡、先に薫お兄ちゃんに、でしょ？」

「お、華はしっかりしてんな！」

　斗崎がエライエライと向かいの華の頭を撫でる。

「華はどれ食う？」

「私もきな粉の！」

「よし」

　斗崎は聡と華の皿に、それぞれきな粉餅をよそってやった。

「ほら、食え。でもよく噛むんだぞ？」

「はーい！　お兄ちゃん、ありがと！」

　ふたりが食べ始めたのを見届け、斗崎もきな粉餅を頬張る。

「ん！　うめぇ！　やっぱ松風サンの作る飯はいつもうまいな」

「もお、斗崎君、おだててももう他にはないからね」

　松風が聡の口の周りに付いたきな粉を拭きながら笑う。

「では、私もいただくよ」

　佐久間が磯辺餅を皿に取った。リブは犬用のおやつをもらって嬉しそうに床で食べている。

「松風さん、いただきます！」

　一葉も磯辺餅を口に運ぶ。醤油の香ばしさと海苔の香り、素朴な味わいが疲れた身体に染み渡った。

「美味しい！」

「ありがと、一葉ちゃん。それで、どお？　原稿は進んでる？」

「んー、まだまだです」

　一葉はちょっぴり肩を竦めた。

　描きたいことはわかっている。けれどそれをどう表現すればいいのか、試行錯誤が続いていた。ネームがなかなか進まず、描いては消し、描いては消しを繰り返し、やっと仕上がったところで、どうしても気になるところが出てきてしまい、結局最初からやり直している。そんな感じで、この三ヶ月間はあっという間に過ぎてしまった。加えて、内職の仕事もおざなりにはできない。

「締め切りはいつだったっけ？　藤田漫画賞だよね？」

「はい、三月末日の消印有効、です」

「間に合いそう？　何か手伝おうか？　ベタ塗りくらいなら私でもできるかもしれないし」

「ありがとうございます、松風さん」

　気遣う松風に、一葉は箸を置いて、しっかりと顔を向けた。

「でも、どうしても、この作品だけは、自分の手で仕上げたいんです」

「そっか、うん、わかった」

　松風が爽やかな笑顔で頷く。

「でも、無理はしちゃだめよ？　ご飯もちゃんと食べること。睡眠時間もちゃんと確保すること！　わかった？」

「はい、いつもありがとうございます」

　一葉が頭を下げると、

「一葉ちゃんは、まるで松風さんの三人目の子供になったかのようだね」

　そう言って、佐久間が笑った。

「え、一葉お姉ちゃん、僕たちの本当のお姉ちゃんになるの？」

「なるわけないじゃない！　一葉お姉ちゃんは漫画家になるんだから！」

「なーんだ」

　がっかりした聡に斗崎がもうひとつ、きな粉餅を皿に載せてやった。

「聡はパティシエになりたいんだってな？」

「うん、そうなの！　僕、お菓子大好きだから、みんなに作ってあげるの！　お母さんと、華ちゃんと、一葉お姉ちゃんと佐久間おじいちゃんとリブちゃんにも！　薫お兄ちゃんにはでっかいセントラルマンのケーキ作ったげるから！」

「お、楽しみにしてる」

「私はね、弁護士になるの！」

　華は最近、人気のドラマ『炎の弁護士・戸渡冴子』にハマっているらしい。

「薫お兄ちゃんが困ったときは私が助けてあげるからね！」

「うーん、それは、なるべく華に頼らなくていいようにがんばるぜ」

　頭を掻いて答えた斗崎に、みんなで笑った。

　──ここに、山田とスミスも居てくれたら。

　そんな想いがどうしても一葉の胸に湧き起る。

　山田のことを考えない日は一日としてない。山田のことを思い出すと、今でも鮮烈な痛みが胸に走る。けれど、それ以上に温かな気持ちも……。

　この想いは、漫画にすべてぶつけると決めたのだ。

　……山田さんからもらった大切な宝物、だから。

　一葉はまるで、そこからキラキラとした光でも放たれているかのように、自身の胸元に手のひらでそっと触れた。

　藤田漫画賞の締め切りまで、そして、昭和荘を出て行かなければならない日まで、あと三ヶ月を切っていた。





＊






　桜の開花予想が各所で話題に上る時期となった。風にはまだ冷たさが残るが、張り詰めたような厳しさはもう感じられない。

「いいか、一葉チャン、何か困ったことがあったら、すぐに連絡するんだぜ。夜中だろうが明け方だろうが気にするな」

　昭和荘の門扉の前で、斗崎が自分の連絡先を登録したスマホを一葉に返した。

　今まで、用があるときは階段を上がるだけで会えたので、連絡先を交換する必要などなかったのだ。

「どうせ同じ夜流川市内に住んでんだからよ。一葉チャンに呼ばれたら、いつどんな時でも、すぐに飛んでくっから」

　力強い笑顔でそう言ってくれる斗崎は定時制高校にも無事合格し、今日、出所した父親の待つアパートへと引っ越すのだ。ジーンズにダウンベスト、いつものボディバッグ。そして肩には大きなボストンバッグが提げられている。他の荷物はすでに運び終えていた。

「ありがとう、斗崎君」

　斗崎を見上げて一葉が礼を言うと、その瞳がふっと揺れた。

「その……山田からは、連絡あったのか？」

　一葉はその問いに、一瞬の躊躇いののち、首を横に振った。

「忙しいんだと思います」

　そして、いかにも気にしていないといったふうに笑顔で答えると、

「そっか……。でも、もうすぐ半年だぜ？　一葉チャンを放っとくなんて、あいつ何考えてんだ……くっそ」

　斗崎が悪態を吐く。

「斗崎君……」

　斗崎には山田とスミスの素性を打ち明けようかと何度も考えたが、結局一葉は言わずにいた。

　ふたりは宇宙人だった。地球を滅ぼすか否かの調査をしていた。そんな荒唐無稽に近い事実を話したところで、斗崎に無用な心配や負担を掛けるだけだと思ったからだ。

　地球は合格した。こうして平穏な日々が続いている。もう、それだけで充分なのだ。

　山田への想いは、一葉が大事に大事に胸に抱えて生きていく。

「斗崎君も四月から、高校、がんばってくださいね！　私も漫画、がんばりますから」

　気を取り直して笑みを向けると、斗崎もニッと白い歯を見せ、頷いた。

「おうよ！　めちゃくちゃ勉強するぜ」




　斗崎を見送り、玄関に入ると、一葉は自室へと向かった。歩くたび廊下の床板が軋む。それ以外、何の物音もしなかった。急に昭和荘が広く感じられた。

　ここに住んでいるのはもう、一葉だけなのだ。

　自室に入ると、机の前に腰を下ろし、すぐにペンを握った。

　原稿はペン入れまで進んではいたが、まだまだ枚数があった。しかもその後にはトーン貼りや細部の修正なども控えている。応募の締め切りまであと二週間もない。

　Ｇペンが原稿用紙の上を走る音と否応なく時を刻む秒針の音。

　時折、言いようのない不安に呑み込まれそうになる。しかし、立ち止まっている時間はない。

　この物語を仕上げたい。登場人物たちの想いを帰着させたい。

　山田と出会って受け取った宝物のような様々な気持ち。それらを昇華させたい。

　ペンを握る手に力がこもる。

　一葉は昨日、誕生日を迎えて、三十歳になっていた。
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　三月三十一日。

　その日は、麗らかな日和だった。

　いつものトートバッグと大きなキャリーケースを引いて、一葉は昭和荘の玄関を出た。トートバッグの中には、なんとか仕上がった原稿も入っている。今の一葉のすべてを注ぎ込んだ作品だ。

　タイトルは『未知との交流』。

　過去の出来事から、誰にも、何にも心を開かなくなったひとりの男子高校生・ヤハトの前に、魔法使いや宇宙人、人魚や未来からやって来たロボットなど、あらゆる未知の生物が次々と現れる。彼らの言動に振り回されながらも、様々な価値観に触れ、しだいに自分の殻を破り、成長していく主人公。一葉の作品では初めて、恋愛要素も含まれている。そして、なぜこうもヤハトの前に未知の生物が次々とやって来たのか、その理由が明かされたとき、ヤハトは世界の優しさと、隠されていた真実を知ることになる。

「一葉ちゃん、新居での生活が落ち着いたら葉書でも送ってね」

　リブを腕に抱えた佐久間が見送ってくれる。

「はい！　佐久間さんもくれぐれも腰には気を付けてくださいね」

「ありがとう。向こうでも必ず、一葉ちゃんが投稿した雑誌はチェックするから」

「おーい、父さん、この本棚、どうする？」

　佐久間の一軒家のほうから声がした。引っ越しの手伝いにきている、佐久間の息子だ。

「じゃあ、私、行きますので」

「キャンッ」

　リブが引き留めるかのように一声鳴いた。一葉はその頭を撫でてやる。

「リブちゃんも元気でね」

　すると、リブは嬉しそうに尻尾を振った。

「佐久間さん、長い間、本当にお世話になりました。ありがとうございました！」

　一葉は深く深く、頭を下げた。

「……一葉ちゃん、本当に大丈夫かい？」

　しかし佐久間は、何かを見抜くように、眉根を寄せる。

「え、大丈夫ですよ？　私のことより、早く息子さんのところへ行って差し上げてください」

　明るく答えた一葉に、

「……一葉ちゃん」

　佐久間は何か言いたげに口を開いたが、小さな溜息とともに呑み込んだ。

「私も一葉ちゃんと過ごした七年間は本当に楽しかったよ。こちらこそありがとう」

　そして、ふたりして、昭和荘を仰ぎ見た。

　春の陽射しの中、静かに佇む昭和荘。一葉の夢を見守ってくれた昭和荘。来月には取り壊され、跡形もなくなってしまう昭和荘──。
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　一葉は郵便局で原稿を無事に出版社へと送ると、キャリーケースを転がしながら歩き出した。

「これから、どうしよう……」

　本当は一葉に行く当てはなかった。原稿を仕上げるのに必死で、引っ越し先を探す時間などなかったのだ。

　子供二人を抱えて市営団地で暮らすシングルマザーの松風の元に転がり込むことなんてできない。念願の父親とのふたり暮らしを始めた斗崎を頼ることも一葉はしたくない。もちろん、実家に帰るなんてもっての外だ。

　一葉の足は、ある場所へと向かった。

　神社の奥にある水辺の公園。

　こんなとき、一葉が行く場所は決まってここだった。

「わあ」

　一葉の口から感嘆の声が漏れた。

　桜が満開だった。空気まで薄桃色に染められているみたいに辺りは霞んで見える。ハラハラと花びらが落ちてくる音さえ聞こえるかのような静けさの中、一葉はベンチに腰かけた。春の光を反射して水面が煌めいている。

「……何にも、なくなっちゃった」

　ひとり呟いた。

　心の拠り所だった場所も、大切な人たちも、初めて、好きになった人も。

「何にも、なくなっちゃった。でも……」

　目に見えるものはもう何もない。

　けれど、今の一葉には確実に『ある』のだ。一葉の、心の中には。

『あなたに才能なんてないのよ！』

『小学生の頃ならまだしも、まだ夢みてるなんてヤバくない？』

　友達が居なくても、恋人が居なくても、仕事がなくても、家族とうまくいっていなくても。

「私は……、」

　桜を仰ぐと、一葉は晴れ晴れとした顔で叫ぶように言った。

「この何もない私の人生を、愛してる！」

　その瞬間だった。急に周囲がざわめき出した。

「？」

　一葉は水面から背後へと目を転じた。

　そこには、肌の色も目の色も、髪の色も年齢も、様々な男女が大勢居て、桜を見上げていた。

「これがサクラか！　なんと素晴らしい」

「画像で見るよりずっと美しいわ」

　多彩な衣装を身に纏ったこの人々は、驚きの面持ちで桜を眺めながら、それぞれに称賛の言葉を口にしている。その人だかりの中央に、ダークグレーのスーツ姿の男性が居た。まっすぐにこちらを見ている。

　ズクンと一葉の心臓が大きく鳴った。

　花弁の降りしきる春霞の中から、その男性は一葉の元へと一直線に歩いてくる。

「どうして……」

　一葉はベンチから立ち上がった。

「一葉」

　その声は間違いなく、二度と会えないと思っていた愛する人のもの。

「山田、さん……？」

　声が震えた。

　均整の取れたスラリとした肢体。清潔そうな黒髪。精悍な顔立ち。まるで幻影でも見たかのように、一葉は呆然と立ち尽くす。

「一葉君！　お久しぶり！」

　すると、山田の背後から、ピンストライプのスーツを着た男性も顔を出した。

「ここで何してるんだい？　君も桜見物？」

「スミスさん!?　え、えっと私は……、い、いえ、それより！　どうして、どうして、おふたりが地球に？　地球はもう合格したんじゃ……」

　戸惑いを隠せない一葉に、山田とスミスは顔を見合わせた。

「そうだよ、合格したからこそ、僕たちは再び地球にやって来たのだよ」

　スミスが金色の髪を掻き上げ、華やかな笑みを振り撒いた。

「一葉、俺たちは、プレアレンギス星の観光省の者だ」

　山田は一葉の揺れる視線を受け止め、胸元のネームプレートを見せた。しかしその文字は一葉には読めない。

「観光、省……？」

「そうだ。俺たちはプレアレンギス星人向けの新たな観光地を求めていた。その候補地に挙がったのが、この緑豊かな地球だった。だから俺はエージェントとして、地球が我々の安全基準をクリアできる星か、調査にやってきたんだ」

「え、観光地……？　地球が？　山田さんたちは地球を滅ぼすために来たんじゃなかったんですか!?」

「滅ぼす？」

　勢い込んで訊ねた一葉の言葉に、山田の眉間には深い皺が寄った。

「まさか。そんな物騒なこと、我々は決してしない」

「そうだよ、プレアレンギス星人の平和意識は高い。だから、地球で行われている紛争や環境破壊に、一度は候補地から外されそうになったのだけどね」

　スミスは苦笑まじりにそう言ったあと、チラリと山田を見た。

「でも、一葉君を調査した山田君の報告書が上を動かしたのだよ。地球人の性質が見直され、観光地として訪れても安全だと判断された」

「では、この方たちは……」

　一葉は楽しげに桜を眺める大勢の人々を見遣った。

「ああ、地球人の『コスプレ』をした、プレアレンギス星人観光客の第一陣だ」

「そう、だったんですか……」

　一葉は思わず脱力する。

「目的も、判定後もどうなるか言えないと仰ってたから、私はてっきり……」

『調査の目的を地球人に告げることは規約で禁じられている』

　山田たちは、地球を滅ぼすか否かの判断を下すためにやって来たのではなかったのだ。

「無用な心配をさせてしまったのなら、すまなかった。以前、目的を告げたエージェントに調査星の住人が賄賂を贈るという不祥事が起こったんだ。それ以来、住人には目的を告げてはならないという規約が定められたんだ」

「プレアレンギス星は宇宙でも随一と言えるほどの裕福な星だ。だから我々の観光客を受け入れるとなれば、その星には莫大な利益がもたらされるからね」

　スミスが付け加える。

「だから、公正な調査を行うために、エージェントには厳格な規約が設けられているのだよ。けれどその規約も、今の山田君にはもう適用されない」

「どうして、ですか？」

　一葉は不思議に思って、スミスの次の言葉を待つ。

「山田君はこのたび、エージェントから、プレアレンギス星観光省天の川銀河部門太陽系支部地球課課長に昇任したのだよ！」

　スミスは誇らしげに山田の背に手を当てた。

「たったひとつのこの椅子を賭けた昇任試験のために、山田君はこの半年、普段の仕事に加え、寸暇を惜しんで相当の努力を……」

「……部長」

　山田が咎めるように遮った。

「すまないすまない。だからして、君にはもうエージェント規約、第十一条五項は適用されないということだ」

　そう告げて、スミスはニヤリと口角を上げた。それを受けて、山田がなぜか気恥ずかしげに咳払いをする。

「？」

　一葉はスミスと山田の顔を交互に見比べた。

「では、僕は次の観光地へと皆さんを案内するよ。君は後から来たまえ」

「お取り計らいに感謝します、部長」

「いや、会いに行く手間が省けてよかったではないか。では、一葉君、またね」

　スミスは一葉に向かってウインクすると、

「皆さーん！　そろそろ参りますよ！　次はロンドンでアフタヌーンティーです！」

　声を張り上げ、プレアレンギス星からの観光客を誘導し始めた。

「スミスさん、また地球に来られるんですよね？」

　その様子を見ながら、一葉は山田に心配げに訊ねる。きちんとした挨拶もできずにまた会えなくなるかと思うと不安だったのだ。

「ああ、観光協定が結ばれた地球とプレアレンギス星との行き来はもう自由だからな。今回のツアーは初回ということで星のお偉いさん方がほとんどだから、部長が直々に案内してるんだ」

「え、自由ってことは……、山田さんとも、時々はお会いすることができるようになるんですか？」

　思わず声が弾む。

「いや」

　しかし返ってきた山田の答えは一葉の胸をズキリと刺した。この再会は、束の間のものなのだろうか。

「俺は、地球課課長として地こ球こに駐在する。……これから、ずっと」

「え……っ！」

「一葉」

　いつの間にか、観光客の姿が消え、辺りは再び静かになっていた。風が吹き抜け、桜の花びらが舞い散る。

「エージェント規約、第十一条。それは、エージェントと調査星の住人との恋愛について定められたものだ」

「恋愛……？」

「ああ。特に五項、『エージェントは調査の公平性を保つため、調査星の住人と想いを通じ合わせるなど、恋愛関係に陥ってはならない』……もし、俺が本当の気持ちを伝えていたら、こうして再び、一葉と会うことはできなかった」

　山田の大きな手のひらが一葉の頬に添えられる。焦がれていた温もりが伝わってくる。

「ずっと伝えたかった。でも、できなかった」

　切れ長の黒い瞳が、桜を背景にした一葉を映していた。

「俺は、一葉が好きだ」

　瞬間、一葉の瞳からつっと涙が溢れ出る。その逞しい腕の中に引き寄せられた。そして、息が詰まるほどに強く強く抱き締められる。

「協定が結ばれ、地球赴任が正式に決まるまでのこの半年間、拷問のようだった。早く一葉に会いたかった。会いたくて会いたくて堪らなかった」

　その声は苦しげで、一葉の胸を衝いた。

「私もです……っ、もう、二度と、山田さんには会えないかと……！　でもっ、山田さんのこと、ずっとずっと……っ」

「すまなかった、一葉」

　広い背に腕を回し、一葉はしゃくりあげながら伝える。

「私も、山田さんのことが……っ、好きです、大好きです……！」

　泣きじゃくる一葉を見下ろし、山田が愛しげに目を細めた。

「一葉、顔を上げて」

　嗚咽に肩を揺らしながら顔を上げると、山田は腰を屈め、唇を重ねてくれた。

　薄桃色の花が降り注ぐ。

　それは甘く優しい、いつものキスだった。
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　一年後──。




「はい、はい、そうです。では、次回のネームはまたメールでお送りします。よろしくお願いします」

　一葉はお辞儀をし、スマホの通話終了ボタンを押した。

「終わった……！」

　解放感に満ち溢れた声を吐き出すと、両腕を上げて大きく伸びをする。そしてパソコンの電源を落として、仕事部屋にしているフローリングの八畳間を出た。廊下の左手にはキッチンがあり、風呂とトイレが向かいに。それらを抜け、玄関を出た。すでに太陽が天頂高く昇っている。徹夜明けの一葉には春の陽射しでも、痛いほどの眩しさに感じられた。

　デジタルで漫画を描くようになり、だいぶ作業スピードは上がったが、そろそろアシスタントを雇うことも検討しなければならない時期なのかもしれない。

　一葉は玄関を施錠すると、すぐ隣、左手にある角部屋の玄関を開けた。

「ただいまです」

　一葉が声を掛けるが早いか、こちらに向かってくる足音が聞こえてくる。

「おかえり、一葉。無事に原稿仕上がったのか？」

　走り寄ってきた山田が一葉をガバリと腕の中に閉じ込めた。

　今日は土曜日。山田は出世しても相変わらず土日は休みで、平日も五時きっかりに帰ってくる。

『残業？　なんだそれは？』

　プレアレンギス星には『残業』や『休日出勤』という言葉すらないらしい。

　地球駐在が決まった山田と一葉は、またもや隣同士に住んでいた。といっても、実質この一〇一号室がふたりの生活空間で、単身者向けの一〇二号室は一葉の仕事部屋となっている。

　こちらの角部屋は一葉の仕事部屋とは間取りが違っていて、部屋はふたつあり、対面式のキッチンと広々としたリビングルームも備えられていた。窓も大きくて明るく、とても快適なのだが、時々、昭和荘の軋む床板や天井の染みが恋しくなる時もある。

「は、はい！　あ、でも、山田さんっ、私、徹夜明けなので、お風呂、入ってないので……」

　もじもじと腕の中でもがくが、山田は放してくれない。それどころか、さらにぎゅっと抱き締めてくる。

「何日風呂に入ってなかろうと一葉は変わらず愛らしいから気にするな。それに、初めての連載第一回目、よくがんばったな」

　ご褒美のようにチュッと額に口づけられた。途端に頬が赤らむ。

「ありがとうございます……！」

　山田に褒められると、ここ数日の締め切りの苦労が一瞬にして消し飛んでしまう。すごい疲労回復効果だ。

「飯ができているが食うか？　それとも先に風呂に入りたいか？」

　そう首を傾げて訊ねられ、

「では、お風呂に……」

　お腹はペコペコだったが、やはり徹夜明けの身体を抱き締められているのが恥ずかしく、その腕から逃げ出すように、一葉は風呂場へと向かった。
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　温かい湯に身体を浸し、次回のネームを考える。

『すべての登場人物がまるで実在するかのように生き生きと活写され、ひとつひとつの経験を経て主人公が積み上げていく成長が眩しい。そして壮大なラストに込められた希望は、必ず読者に伝わるだろう』

『未知との交流』が藤田漫画賞で大賞を獲ったときの講評だ。一葉はこの作品で念願の漫画家デビューを果たした。その後、同じ雑誌に読み切りを数本描いたのち、現在は初めての連載に挑戦している。

　かなり忙しいが、充実していた。デビューはただの通過点に過ぎない。プロとして今後もやっていけるか、プレッシャーは確かにある。けれどやはり、一葉は漫画が大好きで、描くことが楽しくて楽しくて仕方ないのだ。描きたい物語が次から次へと頭の中に浮かんでくる。

『未知との交流』は読み切り分と合わせて、先週、単行本として出版された。出版社・デザイン会社・印刷会社……多くの人々の手によってできあがった、初めての自分の本を手にしたとき、一葉は声を上げて泣いた。

　あのときの感動と感謝を思い出すと、今でもじわりと涙が浮かぶ。洟を啜る音が風呂場に響いた。

　──今ならわかる。

　デビューできずにもがいたあの七年間は、決して無駄ではなかったのだと。それに加え、小学生の頃の亜美や凛子との、あの出来事も。

　一葉は出来上がった単行本を、両親と佐久間、そして、亜美の実家に送っていた。亜美には、かつて破ってしまった藤田先生の漫画本と合わせて。

『あ、あみちゃん！　わ、私も、その漫画、だ、大好き、なの……！』

　あの日と同じように、一葉はもう一度、勇気を出して亜美に声を掛ける決心をしたのだ。

　亜美からの返事はまだない。でも、伝えたい想いは、一葉のこれまでの人生すべてを詰め込んだこの作品に込められている。一葉にとって亜美は、初めての、そして今でも大切な友達であり、その幸せを祈らずにはいられない。ほんの少しでも、そんな気持ちが亜美に届いてくれたらと一葉は願っている。

　風呂から上がるとパジャマを身に着け、リビングに顔を出した。すでに美味しそうな香りが漂っている。テーブルの上には湯気の立つミネストローネが用意されていた。

「疲れているだろうから、あまり重くないスープにしておいた」

　山田がそう言って、カットされたバゲットの載った皿もその横に置いてくれた。

「山田さん、ありがとうございます！　いただきます！」

　感激しながら椅子に腰かけ、手を合わせる。

　プレアレンギス星には元々性差というものがないらしく、山田は家事をまったく厭わない。それどころか、締め切りに追われ、不規則な生活を送る一葉の身の回りの世話を買って出てくれる。しかも料理も掃除も、何をやってもプロ級の腕前だった。

「このバゲット、やっぱり美味しいですね！　でも今日のは特に、いつものより美味しいような……」

　一葉には商店街にお気に入りのパン屋さんがあって、いつもそこでパンを買ってくるのだが、今食べているバゲットはいつにも増して美味しい気がした。お腹が減っているからだろうか。

「ああ、それは俺が焼いたんだ」

　山田が事もなげに答え、向かいの椅子に腰を下ろした。

「え、山田さんが……？」

「このパン、一葉が好きだと言っていたからな。家で焼けたらいつでも食べられるだろ？　だから練習しておいた」

「や、山田さん……」

　一葉の瞳がじわりと涙の膜に覆われた。

「お、おい、どうした？　何が悲しいんだ？」

　途端に山田が狼狽える。

「違います、う、嬉しいんです、とっても。ありがとうございます、山田さん」

「……そうか」

　山田は腕を伸ばすと、一葉の目元を親指の腹でそっと拭った。

「おまえの喜ぶ顔が見られるなら、俺はなんだってする」

　真摯な眼差しにまっすぐに見つめられ、胸の奥が甘く締め付けられた。

　山田がエージェントとして真面目に規約を守っていたのだと、今ならよくわかる。規約から解放された山田は、溢れんばかりに、一葉に愛の言葉を囁くのだ。

　他に変わったことと言えば、休みの日はスーツではなく、寛いだ服を着るようになったことだろうか。今日の山田はベージュのコットン素材のボトムスにライトブルーの長袖シャツというラフな格好だったが、長身に広い肩、手足の長い山田は、何を着ても見惚れるほどに似合ってしまう。料理をしていたためか、捲られた袖から見える筋張った腕に、一葉は密かにときめいた。

　……あとでスケッチさせてもらお！

「ひと眠りするか？　布団は干しておいたが」

　食べ終わった一葉を気遣うように、山田が問う。

　一葉はスプーンを皿に置くと、下唇を噛んで首を横に振った。

「締め切りでずっと隣の部屋に居たから……山田さんが、足りない、です」

　告白するように小声で言って、ドキドキしながら、山田の返事を待つ。すると山田は立ち上がり、一葉の傍へとやってきた。

「……？」

　そして、その逞しい腕を一葉の背中と膝裏に差し入れ、抱え上げた。

「俺もだ」

　ふっとその精悍な頬に魅惑的な笑みを浮かべると、山田はそのまま、一葉を寝室へと連れて行った。





＊






　ダブルベッドの上にそっと下ろされると、シャツを脱ぎ捨てた山田が覆い被さってきた。筋肉質な上半身が目に入るだけで、一葉の鼓動が速まる。

「一葉に触れるのが……待ち遠しかった」

　深く濃厚なキスの合間に、想いを浴びせられる。

「好きだ、一葉……っ」

「ん……っ、山田、さん、私も、私も、好き……っ」

　ボタンが外され、パジャマの前が広げられた。下着を着けていなかったので、すぐに豊かな膨らみがまろび出る。情欲を宿した瞳で見下ろされると、下腹部が潤む感覚がした。

　首筋を、薄い肩を、慈しむように山田の手のひらと唇が撫でていく。触れられた場所がたちどころに官能の熱を帯びていった。

「一葉、愛しくて愛しくて堪らない……」

　肌に唇を押し当てながら、吐息まじりの低い声に囁かれる。山田は大きな手で乳房を絞り上げると、その先端を口に含んだ。

「あ……っ」

　ツンと上向いた胸先を熱い舌で舐め回される。ぷっくりと形を成した粒が、まみれた唾液とともに、ジュッと音を立てて吸われた。あまりの快感に一葉は身震いを起こす。

「あんっ、そこ、だめ……っ」

「だめじゃないだろう？　こんなに硬くなっているのに」

　山田が意地悪く微笑んだ。

「だ、だって、山田さんに吸われると、すごく気持ち、いいからっ。おかしくなっちゃう……っ」

　嬌声まじりの涙声で訴える。

「だったらもっともっと気持ちよくしてやる。一葉のここは、咥えてしゃぶるのに、ちょうどいい大きさだからな」

「あ、ああっ……！」

　山田に強く吸われ、硬くなった乳首が舌先で扱かれる。押し潰されたり、上下に嬲られたり、好き放題に弄られ、もう片方の粒は指先にキュッと摘まれ、捻られた。

「ん、や……っ、気持ち、いいっ」

　両端からもたらされる強い快楽に、一葉の思考はぼやけていき、秘裂からはたらたらと露が流れ出す。

「あ、触手が！」

　そのとき、山田の背後からやってきた触手が、一葉のパジャマのズボンとショーツを脱がし、股の間に潜り込んできた。

「びしょ濡れだな」

　乳首を咥えたまま、山田が嬉しそうな声を出した。

　甘露を貪るかのように、触手が割れ目を幾度も幾度も舐め上げる。そして、その頭を肉壁の間に割り込ませてきた。

「あ、あああ、や……っ」

　粘液と一葉の露とを絡ませた触手が、粘着質な音を立てながら潤みきった隘路を進んでくる。その間も両乳房の先は山田の舌と指先とに弄ばれ続けていた。

「ん、あんんんっ、」

　一葉は背筋をのけ反らせ、高い声で喘ぐ。あまりの愉悦に意識が朦朧としてしまう。

「ひっ……！」

　そのとき、淫らに勃ちきっていた秘玉も、別の触手に転がされた。

「ん……！　そんな、何か所も、いっぺんに……！　山田さん、あああっ」

　突然の強烈な刺激に、一葉は全身を痙攣させ、あっという間に達してしまった。

　すると山田は、肩で息をする一葉の上気した顔を覗き込み、

「一葉は達して蕩けた顔も本当に可愛い」

　と真顔で言う。

「もう、山田さん……っ」

　一葉は恥ずかしくて両手で顔を覆った。

　器用な舌に二本の手に、何本もの触手。いくつもの手段で一葉を喘がせる山田に、

　ずるい……！

　そんな言葉さえ浮かんでしまう。激流に押し流される木端のごとく、一葉はいつもいつも、山田から与えられる快感に簡単に翻弄されてしまうのだ。

「一葉、手をどかして。もっと顔が見たい」

「山田さん……」

　一葉は指の隙間から、上目遣いで山田を見つめた。

「……触手じゃなくて、山田さんのが、欲しい、です」

　眦を赤く染めて伝えると、山田が何度か瞬きをした。初めて見た、面食らった顔。

「一葉……」

　そして、自身を鎮めるかのような深く長い息を吐いた。

「山田さん？」

　しかし山田は、いきなり一葉の身体をひっくり返した。

「きゃっ」

　肩を押さえられ、背中をつっと舌先でなぞられていく。

「あ……あぁ」

　熱い吐息が背骨に沿って掛かり、肌が粟立った。丸く張りのある双丘に大きな手のひらがそれぞれ添えられる。期待と興奮とが全身を包んだ。

「……あ！」

　そのまま尻を持ち上げられ、いまだ余韻に戦慄く蜜口を左右に割り開かれた。そこは、快感の糸を引いているのではないだろうか。山田に見られていると思うと、羞恥に火照り、さらなる蜜が溢れ出る。

「ほら、一葉が欲しいだけ、全部、くれてやる」

「あ、あああ……っ」

　滾った切っ先があてがわれた。凶器のように怒張しているのがわかる。拳のようなその先がじわじわと沈んでくる。

「あ、ああ……、やま、だ……さんの、おっきい……っ」

　猫が伸びでもするように背筋を大きくたゆませ、喉元を晒し、一葉は熱塊を受け入れていく。

「一葉、息を吐いて。もう少し緩めてくれないと俺のは入らないぞ」

「んんんっ!!」

　背後から嘲笑まじりの声に命じられる。ゾクゾクとした興奮が身体の芯を突き抜けた。

　体内に山田の脈動を感じる。目尻に愉悦の涙が滲んだ。最奥までぎっちりと熱杭を埋め込まれると、一葉はまた軽く達してしまった。

「どうした、挿れただけで、そんなにヒクヒクと締め付けてきて」

「だ、だって、あ、あ……っ！」

　間髪入れず、臀部を掴まれたまま、腰をぶつけられた。縋るようにシーツを握り締める。接合部から淫靡な飛沫しぶきの音がした。

「あ、ん、んん、んっ」

　山田はもう、一葉の悦いところを心得ている。肉茎に秘所を擦こすられるたび、痺れるような悦楽が湧き起こった。

「ああんっ！　やっぱり、山田さんのが、一番……気持ちいい、です……っ」

　揺さぶられながら、陶然とした声を上げた。

「──っ、一葉、もうそれ以上煽るな！　もたないじゃないか……っ」

　堪えきれないと言ったふうに、山田の抽送が激しさを増す。

「や……激し……っ！　山田さんっ」

「一葉のせいだ」

　そう耳元で苛む声は限りなく甘い。繋がったまま、身体を仰向けに返された。

「んん……っ！」

　片足を担がれ、深く交わる。何度も何度も抉るように腰を動かされ、奥を突かれた。

「あ、や……すごいっ！」

「く……！」

　山田のこめかみに汗が浮いていた。微かに快感の吐息を漏らすのが聞こえ、それがまた一葉の心を高ぶらせた。目の前がチカチカと明滅する。

「あ、も、だめ、またイっちゃう……っ、山田さん、一緒に……っ！」

「ああ」

　手のひらを重ねられ、指を絡められる。唇を塞がれ、舌を絡められる。すべてが山田と繋がる。

「あっ、あああ、んん、んんんんっ！」

　最奥に山田が大きく腰を打ちつけるのと同時に、一葉は絶頂を極めた。

「……一葉、愛している」

　快楽の奔流に押し流されながら、耳に届いた声はあまりにも優しくて、一葉は泣きたいような幸せに満たされていた。
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　どれくらい眠ったのだろう、一葉は山田の腕の中で目を覚ました。室内は夕暮れ色に染まっている。

「起きたのか？」

　山田の労わるような声が降ってきた。

「ん……、ごめんなさい、眠っちゃいました」

「徹夜だったんだ、寝て当たり前だ」

　そう言って、大きな手のひらでゆっくりと髪を撫でてくれる。

「そう言えば、佐久間さんから手紙が来ていたぞ」

　思い出したかのように言って、山田がサイドテーブルに腕を伸ばした。白い封書を手渡される。

「ありがとうございます！」

　一葉は枕を背に起き上がり、封を開けて、便箋に目を落とした。佐久間とは時折、手紙のやり取りをしていて、お互いの近況を報告し合っている。たまにリブの写真が同封されているのも楽しみだった。

　いつもの達筆な筆文字で、今回の手紙に書かれていたのは、送っていた一葉の単行本に対するお礼と丁寧な感想、そして……。

「佐久間さん、来週、高校の同窓会で夜流川に来るので、私たちにも会いたいそうです！」

「そうか！　リブも来るのか？」

「はい！　ここに、ちゃんと書いてあります！」

　隣の山田に便箋を渡すと、山田も嬉しそうに文面に目を通す。

「そうだ！　来週はちょうど満開の頃でしょうから、皆さんをお誘いして、水辺の公園でお花見をしませんか？」

「ああ、いいな。俺は部長に連絡しておくよ」

「私は、松風さん親子と斗崎君に声を掛けておきます！」

　山田は便箋を折り畳むと、サイドテーブルに戻した。

「楽しみだな」

　そして、一葉の肩を抱き寄せ、頭頂に優しく唇を押し当てる。

「はい、とても！」

　一葉は甘えるように山田の裸の胸に顔を埋うずめた。

　また、桜の咲く季節がやってくる。
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　自動ドアを潜ると、そこは本の国。

　古びたアーケード商店街の一角にある、小さな書店『あけぼの堂』。

　入り口横のテーブルでは、ある漫画本のフェアが展開されていた。

　書店員お手製の熱のこもったＰＯＰとともに山積みにされているのは、『未知との交流』。

「これ、お願いします」

　レジに居た松風の元に客がやってくる。

「ありがとうございます！」

　受け取った『未知との交流』に、松風は隠しきれない喜びを口元に滲ませ、会計を始めた。








地球人代表としてアラサー処女が異星人の極秘調査を受けることになりました
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